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緒 言 

本 報告は ナチ ス •ドィツの 敎育 政策 •文化 政策 •社 曾 政策を 調査し た 

« 

ものであるが、 勿論 全般を 遜した もので なく、 云は マ 全豹を 卜する た 
めの 一斑 VJ して 印刷せ しめた ものである。 

• 螫 

尙 、本 報告は 當課 佐藤_ 託の 調査 執筆になる ものであるが、 多分に * 
執筆者の 私見を 含む ものである 事を、 念の 爲に 附言す る。 

r %*. 

昭和 十四 年 九月 

調杳部 第二 課 
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第一章 ナ ヶス 敎育觀 

ナチ ス •ドィツの 敎育は 全 體 主義の 敎育 である 。その 特色は 一 民族主義の 敎育 である こ ビ ニ國民 社 
fr 主義の 敎育 である こ V 」 三 ー阈 一黛 主義の 政治 敎育 である こビ屻 國防國 家 主義の 敎育 である こ どで 
ある。 ナチ ス敎 W 思想の 特色を 擧げれ ば 次の 如くで ある (「我が 間爭」 四 五一 丨四八 七頁參 照) 0 
ー敎 育の 目的 

敎 竹 は 共同 運命 社 宵の 槪 念に 於いて、 民族に 依る 民族への 敎背 でなければ ならない 0 

敎宵の 第一 目的は 健康な 肉體を 育成す るに あるから 、出来るだけ 11 育に 時間を 割き、 毎 H 少く VJ も 
午前 午後に 一時間 各種の 運動 競技を なすべき である 。健康な 肉骼を 育成す るのは、 個人 ビ か 兩親 VJ か 
の 關心亊 たるに VJV . まらす、 阈民 性の Cl 己 保 ^ の 要求で ある。 ヒトラ ーの 言葉々 借りれば" 敎育 は、 
ス.ホォツに依つて美事な肉骼を作6上げ、これ 1: 燃ぇるやぅな祖國愛ビ最高の攻擊的精神ごを叩き込 
まなければ ならない ので ある o 

敎宥の 第二 目的は、 精神的 諸 能力の 發速を 計る 取で、 ドィツ 國民は 他 阈 民ょりも 絕對的 に 優越して 
ゐる W の 確信を 持たす V きで ある。 

敎 育の 第三 目的は、 性格の 發達を 計る 琪で 、意志 力 及び 決斷 力の 養成 ど责任感の涵養ビに努むべき 



二 

である o 

科學敎 育は 右の 三 目的を 達した 後に 爲さ るべき 事で、 敎 育の 目的は、 博學な 臆病者ょりも 國民 共同 
體のた 'めに 價値 多き 人間を 作る 事で ある 0 • 

に 全人 的敎育 

この 思想を 最も 端的に 述 V てゐ るのは、 「靑 年が 學 校を 去る 時には、 生半可な 平和 論考、 民主主義 奔 
な V 」 ではなく、 完成され た 一個の ドィツ 國民ご して 卒業して 行く やぅに、 組織的に 敎育 しなければ な 
らな い」 VJ 云 ふヒ トラ ー の 言葉で ある o 卽 ち敎脊 は 所謂 「百 パ アセント •ドィツ人」 を 作るべき だ w 云 
ふので ある o • 

( H ) 選拔 主義 

最大 多数の 人間に 最大 量の 敎育 (知育) を與 へる こビ は、 頭 腦の 遊戯を 猫ん にす る だけで、 阈家袞 
亡の因を作るに過ぎない0故に社會にビつて ^ も多くの偎値を有する人問を選拔して、この名にのみ 
十全の 敎育を 施す* へきで ある VJ 云 ふ 思想は、 ナチス の 採る 指導者 原埋 から 來る當 然の歸 結で ある o 從 
つて民族國家の敎宵のー目的は、國民全體から最も有能な人間を拔描して、出身階級の如何を問はす、 
指導的地位に就かせしむるにあるビする。卽ち、天才は上流階級どか富ビかに無關係であるから、下 
層 階級の 有能 者に 高等 敎 育の 機 會を與 ふべき だ ビする o この 點に 就いて、 カトリ" ク敎軻 の 選 拔法を 



層 階級の 有能 漭に 高等 敎 育の 機 食を 與 ふべき だ ビす る。 この 點 に 就いて、 カトリ" ク敎軻 の選拔 法を 



模範的なものビ見たヒトラーは、指導者學校に於いてこれを筲行してゐるが、「民族國家の敎有の1 
任務は、 現在の 精神 階級に 下から 新鮮な 血を 取 り入れて、常に更新するやぅ努めるこどである」ビ云 
つて ゐる o 

四宫 際敎育 

民族 國 家の 敎 育は、 實際 生活に 役立たぬ 學 科を 削減して、 「職業に 役立つ 敎 育」 たるべき である 0 
然し、 數學 、物理 學 、化 學 等の 敎 育の 偏重は 危險 である 。一般 敎 育の 必要を 度外視して はならぬ 。こ 
の 思想から 各 稀 職業 學校が 增設さ れつつ ある 0 
五 土の 敎育 

「地 ビ 土」 は ナチ スの笤 い 合言葉で ある。 農民を 「血ビ 土 VJ から 生れる 新 貴族 J W 啐び、 農 民は ドィ 
ッ國 民の 血統の 源泉で あ b 、 又、 ドィッ 阈比 の食榀 供給 ^ である、 土に 歸れの 運動は 隸覎か らの解 放 
の運锄である 1£ 云ふナチスは、敎育政策に於いても靑少年をして土に親しましめんビし、新設の學校 
は、 なるべく 都市を 避けて 田 含に 置かぅ ビする0後述する田阑學年、勞働奉仕网、農業助手制等は、 
社會政 策 的 意味を 度外視 すれば、 すべて 土の 敎 育の 思想に 由來 する ものである 0 
g 政治的 敎育 

諸家の 批評に 依れば、 ナチ スの敎 育は 政治の 一手 段で ある ビ云 はれる 。卽 ち" 一 學術 は阈 民の 矜持 

三 



を 高める 手段た るべき で、 世界史の みならす 文化史を も、 この觀 點か ら敎授 す V きで ある o Tj 敎育は 
愛國心 VJ 社 會的 正義 威 w を 靑 少年の 心に 植爰 つくべき である o ( H ) 問題は 唯一つ しかない 0 世界 革命が 
ァーソァ人種を救ふか、又は永遠のユダャ人に利するかである。四民族國家の敎育の最高目的は、民 
族 心 ご 民族 威 情 W を、 本能 的に 悟性 的に # 少年の 心頭に 燃ぇ立たせる こ V 」 である。 

このために、 實際 敎授に 當る者 は、 一 各 學課 中から ドィッ 國 K の 名# W なる ♦へき ものを 抽き 出し、 
これを 輝かしい 例證 VJ して 國 民の 矜持 心を 高める 5か、 (-) ドィッ史炉ら少數の人物を選び出して、こ 
れを 全國民 の 共通 財 VJ し、 この 核を 絆 V 」 して 全阈民 を 結合す る どか、31人の發明家を例に取るどし 
て も、 彼が 單なる 跨 明 家で ある 故では なく、 ドィッ 阈说の 同胞なる が 故 じ 偉大な の だ ご 說明す る VJ か、 
總 ての 敎 育は かかる 見地から 計进 的に 構成され なければ ならない。 

(- h ) # 通敎 育の 最後 的 仕上げ V 」 しての 軍隊 敎育 

民族中心の敎育の最後の仕上げは、兵役_務に服するこビでなければならない。故に、将通のドィ 
ッ 人の 正規の 敎育は 兵役を 以て 終了す るので ある o 學 校敎 育の 期間が 終了 すれば、 ^ 隊敎靑 が 始まる 
迄、 若い 阈民を 監 ft する 國家 の權 利が 一時 中絕 する VJ 考へ るのは 恐で ある 0この阈家監抒の權利は寧 
ろ不斷 の 義務で あるから、 國家 はこの ための 設備を なすべき で (寶 際には、 ヒ トラ ー •ユ ー ゲント、 勞 
働奉仕削、各稀成人敎育等がある)"この敎宵は大骼に於いて軍隊敎育の豫備ビなる.へきである0かく 



働 奉仕 湖、 各 稍 成人 敎育 等が ある)、 この 敎宵 は大骼 に 於いて 軍隊 敎育 の豫備 VJ なるべき である o かく 



すれば、 軍隊 敎 育は 現在ょりも 遙かに 程度を 高め 得る 0 

CS 兵役 義務 

兵役義務期間 (1 滿十八级から滿四十艽歲(東ブ 0 ィセゾでは滿五十艽歲)の三月三十！日主で。 

滿 二十 歲 |: 逹彳れぱ微集を受け、ニ¥間の兵役 || 務(珥役〕 1: 服する(1九三六年八月ニ十2:日の»令〕。微集期日 11 、志 
願 - ut つて 早め* こ « な得る。現役 1: 服マ，<}た *!) 1: {1 *爷働窣仕 3| 務を巣してゐなけれ !1: ならない。 

土 ダ ャ人 (1 兵役に服するこミな捋ない。 11. ダャ湛血兒 |1 士官 |- なり得ない。副牧師職な授與されてゐ 2) 1:1了ヵト”ッグ 
敎徒 [1 徴集3れない。 

(A) 學 校外の 敎育 • 

これは 敎靑は 學校だ けに 限られて ゐない ビいふ 思想で あつて、 谊 接に 敎 荇關 係の 制度 施設の みなら 
す、 殆 V 總 ての ナチ ス： £ 制度 施設には" 國民の 心魂に ナチ ス精 神を 徹せし める ための 敎 W 的 窓 味が 附 
加せられ てゐる 。これに 就いては、 ヒ トラ ー •ユー ゲント、 勞働 奉仕 間、 成人 敎宵 等の 項で 觸れる C 
普逋の ドイツ人は、 十歲 でヒ トラ ー •ュー ゲントの ドイツ 小阈民 部に 入 り、十八歲でヒトラー资年 
部を 出て、 六ケ 月の笮 働 奉 什 義務を 果 した 後： 永 隊に入 り、 ニケ 年の 現役に 服す る 現役 義務を 終了した 
後は、 ナチス 黛 又は 黨附妬 閗體へ 入る 事を 得る。 ヒ トラ ーは この 過程を 「國民 敎有 の骼 系」 W 稱 して 
£) る o 






〔註〕 

(-) 女+の學校は«分之>、相違す冬。 . 

-) 阈 民學抆 ^ (1 基礎舉校四+年ド-高等科四+年>-合ぜて掇稱し ?: もので、我が |<<| の ^ 常高等小 ^ 校 1: 相當マる衣務敎宵の 
乎 校で #) る。 

S ) 中間 學校 >」 |1 基礎乎校卒業者 |- |£ |*- 六+年阈民爭校以上の敢冇^授け 2. や校で、殊- 1- 、商エ業上の苒 ^ 的知菡^授け、 
中位の 實務者 餐成を 目指 マ。 

§が—ギ爭 ^ ! レは從來の高等中唞校か整理統ーしれ名稱で、八年制の高等中樂校のこミで#る。 

31) ±1 ゥ が ゥ^; 1 II W 民學校 高等科 ニ ^ 年 ^ 終了 した ものを 收容 L 、 主 w して 地方の 兒童 な 私 ® の 形で 教育す る。 これ 1: 1: 
大學人舉资格が與へられてゐ*。 

右の 如く、 敎育は ナチ ス 世界観の ための 間爭の 一武 器に 過ぎない が 故に、 ナチ スの敎 育觀 は 當然傾 
向 的で ある。 指游者 原理なる ものは 敎育行 政に 對 しては 秩序 ど能率どを霉入するであらうが、靑少年 
に對 しては 如何なる 結果を 及ぼす であらう か。 ナチ ス •ドイツを 訪問して 敎 宵の 事に 言及す る 者の 多 
くは 靑 少年の 批判的 精神が 完全に 窒息して ゐ る、 靑少 年は 「 7 "丨ラァ(指導$が蕻む」が故に望み、 
「フ r ラ ーが 善し 」 ビ 云 ふが 故に 善し ど： K ふ、 從つて 批判的 精神 活泐 は微々 たらざる を 得ない ミ 報告 
して ゐ る。 ナチ スの敎 育 政策は、 指導 VJ 命令 VJ に 服從 する 完全なる 健康 船を 多數 作^' 上げる であらう。 
然し、 その 完全なる 健康 骼に 宿る 精神 •か 自由でないなら ば、 ドイツ 國 比の個々人は眾なる彈丸又は小 
統の 如き ものに なり 終る であらう o それは 優秀な 文化 阈たる ドイツに VJ つて 決して 喜ぶべき 亦では な 
い o 假令 ドイツが 永遠に 戰爭を 欲する にしても、 武器を 扱 ふべき 「典の 人間」 が 拂底 する炉 ら である 0 

七 



第二 章ナ t スの敎 育 改革 

前章に 於いて 見た やぅに、 ナチ スの敎 W 觀 は、 敎育が 父兄の 社 會的綷 濟的 特殊 地位に 依 # する 本を 
排斥して ゐ るのは 從前通 b でぁるが、 被敎育 者の 個性の 進展に 就いて、 民族 國 家自體 の發展 のために 
イ能な る 職能 分 ^ ^ を 養育す る VJ いふ 點で 、個人の 完成を 根本 精神 yj した 從來 の敎 W 思想 ビは 全く, 
違してゐる0從つてナチスは、 (^) 敎育の意碗目的を阈民瓧钤主義的世界觀に依つて統ーし、 ^) この疣 
ーの目的のために敎育案敎育方法を確立し、 (>' 從來は非社钤的でぁつた學校の特殊狀態を、阈民共同 
體の 活動 及び 使命 VJ 密接 n 結びつける 事に 依つ て SQ 「社 f 沒 交渉」 たる 狀 f 克服す るた めに、 
蒱々 改革を 行つ た 0 

H ) ライヒ 文部省の 新設 

從來敎 育 並びに 學的 硏究に 關 する 行政 上の 主 宴 權限 は备 州の 官廳 にぁつ て、 ライヒ 文部遒 の 必要 
は大戰 前ょ b 說 かれて ゐ た。 ナチ スは 一九 三 四 年 五月 一 H 、 ライヒ 文部51|旨穿 

Wissenschaft, Hrziehung und volksbildung) を 新設して、 地方に 分散して ゐた敎 宵 行 女费を 中央に 集 
中した。 卽ち 五月 一日の 大統領 法令は、 ブ & イセ ンの敎 育 相 ルストを ドイッ 國の 文部大臣に 任命し、 
ライヒ文部省ビブ 13 イセン敎育省ごを合ーしたのである0文部省は、硏究並びに文敎施設に两するー 



•こ - h yr 寧^^ を 召 一 1六 « て違る€文部省は、硏究並びに文敎施設に關する 



切の 事項 及び 全學校 施設に 蹰 する 事項、 更に 靑年閲 並びに 成人 敎育 に關 する 寧 項の 全部を 符掌 する 0 
(11) 敎員 養成 大學 の改 •革 

敎員養 成大壞 の 改革に 就いては、 後 章 「敎 員簽成 施設」 に 於いて 述べる 0 
(H) 學 科目の 改革 

國民瓧會主義の批界觀は、饰世紀に支配的でぁつた自由主義主知主義個人主義マルクス主兼等を排 
轚 する 0從つて敎育科目の選定 |: も、その科目が國民社钤主義思想を被敎宵者に喚起するか否かを檫 
取にする。又、現實生活に役立つ知識を竹重するが故に、知識のための知識に終始する如き敎育科目 
を 削減す る。 生物 學、 人蒱學 、遺俜 學 、歴史 •地理 學等 は、！！ 育 ご 並んで、 最も ナチ スに筇 m される 學科 
目でぁる〇例へば /|' 學校の學科目を見るに、某礎學校にぁつては鄕土的科02を基本ビして行ひ、上級 
學校 (小學 校 第五 學年以 後) にぁつ ては 總 ての學 科の實 際敎 授に當 つて、 ドイツ 民族の 歷史 及び 現在 
の現贲 問題から 出發 し" 現在 及び 將來の ドイツ 民族に 依つ て 解決 さるべき 政治問題に 結びつける 祺を 
目的 K する o 歷史學 の 敎授な らば、 ドイツ 民族 ビ國家 V 」 の璲遷 を辅 族ビ鄕 土 vj いふ 立場から 考へさ 
せ、この立場し立つて、それを大ドイツ民族の使命ビいふ問题に結びつける0生理學の敎授ならば、 
先づ 人間の 生理 衞生 保健 vj いふ 問題から 出發 して、 ドイツ 民族 學及び 民族 政策 等にまで ^ く o 卽 ち、 
ナチ スの學 科目 及び 敎宵 方法は 個人の 運命には 關心 を拂 はす、 家族 鄕土 等の 身 邊の問 題から、 眼界を 




擴げ て、 民族 及び 阈 家の 發展 VJ いふ 政治的 問題へ 被敎 W 者を 導く ので ある。 一九 三 五 年 一月 十五 日に 
發 せられた ラィヒ 文部 洛 訓令の 緒言には、 「敎授 上に 於け る逍 傳學及 び人种 學の 目的は、 その 知識に 
ょ b て附帶 せる 敎科 1: 新しき 牛 •命を 與へ 、且つ 民族 阔家 主義 的 思想を 喚起す る祺に 努めなければ なら 
ぬ」 VJ あり、 これは、 「ドィッ 阈內に 於け る總 ての 少年少女は 血統 統 一 の 必要 VJ その 檟値 V 」 に對 する 
徹底的 認識に 達する 事な しには 學 校を 卒業す ベから す j VJ 云 ふヒ トラ ーの窓 志に 副 ふ ものである 0 
泗 生徒 及び 學 生の 選拔 

一九 三 三年 四月 二十 五日の 法律は、 義務 敎育 以外の 學校 並びに 大學 1: 於いて 生徒 及び學 生の 數を職 
業の 需要に 足る 程度まで 制限すべき 取を 規定した 0ナチスの敎冇觀中に選拔の思想がある琪は旣に見 
て來たが、ー九三五年三月ニ十五日の「中等學校生徒選拔に關する規定」中、成桢の査定に常って、 
「掩粹 知性的 成緖 に 於いて 如何に 倚 秀で あつても、 それは 性格 的 缺陷を 補 ふ 事は 出來な い。 これに 反 
して、知的業蹟に缺陷があつても、それは性格的身體的能カを充分に顧廒1た上で許される0指導者 
的 能力を 多分に 有ち、 その 方面の 活動を 示した 者 こそ 最も 歡迎さ るべき である」 VJ して あるのは、 選 
拔の 思想を 益 {明らかならしめる。しかも選拔の思想は眾に敎育政策に現れるのみではな ぐ 、總 ての 
制度 組織に 適用され てゐる o 然し、 生徒 及び 學 生の 選拔 VJ は 入學荠 の 過 剌 調節を 意味す るので あつ 
て、その背後には、それ相當の社宵的理由がある0ー九三三年、內務大臣フリックはドィッ學校制度 



て、 その 背後には、 それ 相 當の社 宵 的 理由が ある o 一九 三 三年、 內務 大臣 フリックは ドイツ 學交 制度 



の 新 統制なる 演說 をな したが、 「高等 敎 育の 不自然な 膨張は 知識 ブ & レ タリァ ート を激增 する 事 VJ な 
る」 一 r 阈 家の 要求に 應 じて 入學老 を 制限す る 事は、 各 職能 分檐 者に その 職業の 活獅 分野を 確保し、 各 
個人の才能に應じて選拔する寧はゝ各職能分擔者に阈民全體內に於ける负笕なる地位を與ふる氷でぁ. 
る」— 「大 學敎育 機關の 不健全なる 馈大 は、 阈家 のために 不幸で ぁる。 現に 一九 三 一年ょり 三 三年 度 ま 
でに、男子は約三萬ニ千、女子はー莴ー千の大學得業試驗受驗者がぁるが、これは跹會から耍求され 
てゐる數の三倍以上でぁる」云々の言葉は生徒及び學生の選拔卽ち入嘐济の過刺調節の社軻的理由を 
示して ゐる 0 

五 ヒ トラ 1 •ユ 1 ゲント 

ヒ トラ ー •ユー ゲントに 就いては 特に 後に 一章を 設ける。 ヒ トラ！ ユー ゲントの 活泐 VJ 學校敎 育の 
關係 、ラィヒ 靑少年 日 (Reichsjugendtag) の 設定 等 も 後 京に 說 く。 

は 學校 管理の 改革 

學校 赞理に 就いては 指薄莕 原理を 下は 小學 校から 上は 大學に 至る まで 及ぼした 。小學 校に 於いて 
は、 校長が 指導者で、 各 敎師は 擔任學 級に 對 して 獨自 の權限 を 持つ o ブロ ィセ ン では 從來の 學校软 理 
機關 でぁつ た 「學 校評謠 曾」 「學校 幹事」 「學 校委 a J を 廢 止して、 新たに 「學校 顧問」 を 設けた (一 
九 三 五 年 四月) o 卽 ち" S 治 g 骼に艇 する 學 校の 管理は 全然 その网 腊の指 薄 ^ たる 市町村 長の贵 任 V 」 




し、 又、 都市に 於け る小學 校の 經營 管理は 當該 自治 照體の 指導者 y , しての 市長の 任務に なつた 0 

大學管理の改革も、同じく指導者原理の滴用ビ阈家の監督梆の伸張强化ビをニつの顯著な特質どす 
る 。卽 ち、 大學總 長、 評議員、 學部 長の 權限 •か 改められて、 從來 評議員の 手に あつた 權 限の 大部分が 
總 長の 専權ビ なり、 總長は これを 純然たる 諮問 機關ビ して 必要 VJ 認めた 場合に のみ 召集して 意見を 微 
する。 敎授 _及び學生幽の指導者も、總長の諮問を受ける地位に谠かれた 0 從來は學部敎授の 71 . 選で 
あつた 學 部長の 任命は、 總長が 學部敎 授會の 建言に 基づいて 決定す る ^ にな り、 總 長の 任命は 文部 大 
臣が評_員會の建言に基づいて決定する事になつた0卽ち、從來の敎授衿及び評蕺會を支配してゐた 
デモ クラシ ィの 投票 的 形式に ょる 管理 方法が、 ナチ スの 指遵者 原理に 取つ て 代られ、 大學ビ 阈家ビ の 
關係が 根本的に 改變 された ので ある 0 

以上が ナチ スの敎 育 改革の 大骼 である 。然し、 敎育 理想を 根本的に 改革して、 次代の 緦 ての ドィッ 
人を 其の 豐社會主_ たらしめ るた めには、 新型の 學校 又は 新型の 敎授, 覚す衾 が 必要な の 
ではなく、 先づ筘 一に 國民 社钤主 義的 世界觀 を 骼得 した 敎員を 養成し なければ ならない 。敎 U 養成は 
勿論 數十 年の 時日を 要する が、 これ •かなければ ナチ ス敎 W の 徹底は 期し 難い £され てゐ るから、 次に、 
敎員 養成 施設に 觸れる 0 



第三 章 教員 養成 施設 

ナチ スは その 主義 VJ して 採る 國 民 社 钤主美 的 全骼國 家 觀を國 民に 注入して、 ヒ トラ ーの所 謂 「具の 
ドイツ人」 を 作り上げょぅ VJ する 目的から 、敎員 卷成 制度を 改革して、 將來の 敎師だ けでは なく、 現 
在敎 職に 在る 渚に も、 ナチ スの 期待す る國 K 敎育者 VJ しての 使命の 自费 ご使命達成の能カビを要求し 
てゐる o 

一 敎員餐 成 機關の 改革 

イ 一九 三 三年 四月 二十 BVJ 同年 五月 六日 どの兩度にゎたるブロイセン文部大 [5 の訓令は、ギリシア 
語に 起源す る從來 の敎育 大學の 名 ^ p ss: dagogische Akadiie を、 純粹の ドイツ語 たる Hochschule fiir 
Lehrerbildung に 改めた o これは、 國際的 人間た る 世界 市民 V 」 しての 敎員簽 成を 主たる 目的 ごした 從 
來の 方法を 廢 して" 被敎育 者に 其の ドイツ 的阈 Is. 意識を 扶植す る ビ ころの ナチ ス的敎 負を ^ 成す る褀 
を 意味す るので ぁる。 從 つて 敎員 養成 大璆 には、 民俗 學 (volkskunde) 邊埼學 (Grenzlandkunde) 國防 
地理 學 ( \^6 ^ 0=1 60 1»15 3吾6)等 *> 新たに加へられた0 

口 敎員 VJ 農村 VJ の 結合を H 的 ビ して、 敎員签 成 大學の 所在地を 田阅に 耽いた 。ハレの 敎 M 養成 大學 
をヒ少.シユブルクへ、フランクフルト*アム*マインのそれを 7 イルブルクへ移轉せしめたのもこの趣 



旨に依る。ー九三三年ニ月十八日に出された文部大.臣ルストの訓令中には、「將來敎師たるべき者は、 
農村生活の特贾を理解するのみならす、更に進んで農衬及び農民どの密接なる內面的結合を把导しな 
ければ ならぬ。… 敎師が 農村の 自然、 歷史 及び 文化 ビ 結合し、 農民の 風俗 沢 惯を 愛し、 それに 相應す 
る者ビなる時に、彼は初めて || 村舉校に於ける典の敎師に値する者ミなる0|云々の言葉がある0 

(- 新しい 敎員卷 成 火 學 は、 ラク H ンブル ク又は ザ アル プリ ユヴ ケン 等の 邊境の 地に 設けられた 〇 こ 
れは 指導者 學校が 邊 境の 地に ® かれる の VJ 同じ 精 # の 現れで、 敎 a 苍成 大學を して 邊埼の 文化的 生活 
の 中心たら しめる ビ 同時に、 敎 員の 心に 邊堵 防備の 精神を 植灸附 けよぅ ビ する ものである 0 
一一 敎員 養成 大學 の入學 資格 

新制 度に 依る 敎 負 養成 大學 の入學 資格を バィ H ルンに 就いて 見る 0 (-*) 中等 敎 W の 修了 試 驗に 合格し 
た 二十 三歲 迄の學 力 品性 優秀なる 學 生た るこビ o TTSS 又は s A 又は HJ に ^ し、 勞動 奉仕 義務を 濟 
ませ 或は 軍事 敎 練の 講^: を經 たる こビ 0 

( H ) 敎員莽 成 大學の 課程 (例— パィ H ルン) 

最初の 半學 年は 僚友 寮に 生活し、 ニ 年の 後、 試驗 合格者は 敎員 適任證 を與 へられ、 更に ニケ 年の贲 
刃を 主 ビ した 補 ^ 敎育を 經て 就任す る 0 

g ■敎員 養成 大學の 管理 



ィ敎員 卷成大 率 管理の 原理 は、 總 ての ナチ ス組織 の 場合に 同じく、 指# 者 原理で ある。 

レー 九 三 五 年 六月 五 HU 、 「敎員 卷成大 學の管 理 統一に 關 する 規程」 が 出された o これに 依る ビ、 
敎員養成大學に於いても一般大學ビ同じく、從來のデモクラシィ的多數決形式を廢し、學長を「指遵 
者」 ビ して、 敎授脊 VJ 學生 WVJ を その ニ 支柱 ミしてゐる。指漠者たる學長は文部大臣に庇娲し、敎授 
钤指導 荠 VJ 學生會 指導者 ビを 諮問 機關 にす る 0 
($) 師範 敎育 制度 

(0 小 學校敎 M 養成 機關 は、 一 九 三 五 年 秋の 學期に ニ 千 人の學 生を 收容 する 能力が あつた o 1 九 三 六 
年度からは これが 約 二倍に された 。增 加の 目的は、 ナチ ス的 訓練を 經た敎 員の 充實坩 加に 依つ て 一日 
も早く敎育政策を贲現せんがためである。 

レ 中 學校敎 員は 從來 綜合 大學の 卒業生で あつた o 然し 一九 三 五 年 十月 十二 日の 改革 命令は、 「大學 
の 卒業生に して 將來 中等 學校敎 員の 資格 試驗を 受ける こ w を 志す 者は、 少く w もニ學 期間、 小 ^ 校敎 
員 養成の ための 新制 敎員養 成大學 に學 ばねば ならない」 V 」 規定した 。この 規定は、 適材の 嚴選 ビ いふ 
ナチ ス敎員 政策に 出た ものである ビ同時 に、 初等 敎 H VJ 中等 敎員 V 」 の 間の 疎隔を 埋め、 ドィツの 全敎 
員に 國家ビ 民族 V 」 への 協同 活動 vj いふ 共通总 志を 强 めょぅ ビ する ものである 0 

六敎員 採用 規定 



3 中等 學 校賛篇 著。 一九 三 五 年 五月 十二 CC のブ & イ iJ ン 中等 學校貧 任命 規定に 依れば、 敎貝 

候補者は s 大 戰に從 軍して 負傷した 第一線の 勇士 ⑵ その他の 大戰從 箪者⑶ 一般の 候補？ いふ 順序 

で 採用す る。 1 則は、 3 靑少 年に 豐社— 1 せしめる 如 <敎 育し f 八 f 」 力 f の 

所有者た る i ⑵ いづれ の 場合に 於いて— に险先 權を 與 へる i ⑶學識 の 外 f 原に する io 

レ 右の 要件に 滿たな い 候補者は、 これを 小學校 或は 國外 ドイツ人 學 校の 敎 員に する o 阈 外 ドイツ人 

學 校の 敎 S 、 な 气 へく 三十 1 ドイツ 國 外に 於け る ドイツ ■精神© 涵養に 努力 
しな W ればな らない o 

レー 九 三 五 年 六月 八日、 票試驗 w して 統一す るた めの 取備 V 」 して、 「州 試驗 域の 設立 一に 關 する 

法令* 發 せられ 學 術試驗 、敎員 試驗 、技 我篇 からなる 各 州に 於け る 中等 敎 員の 職業 資格 試 驗を说 
定 した 0 

卜敎 員を 採用す るには、 何ら S 形で ナチ ス的 謹活？ 篇 して ゐる者 編 ばれる 0 
化 ナチ ス精 神に 依る 敎 員の 再 敎育 

ナチ ス 文部 當 S 、 師範 敎 S 改革が K 施される 以前に 敎員 養成 大學に 在學 した 者、 又、 敎員 yj し 
て勸務 中の 者に 對 して、 ナチ ス 精神を 柯 得せし める 必要を 認めた 。このため、 靑年 及び 一般 小 摩校敎 
負に？ る焉育 1 的 V 」 する 短期 ffs が 各地に 開 f れ て， Q る。 「ナチ ス敎傷 盟」 は 贫の行 女 



部ビ 提携して、 定期的に、 降誕 祭ビ 芨季休暇ビに大規模な講只會を催す£ 



第 四 章 教育界の 諸阐體 

(- ドイツ 敎員 共同賠 (Deutsche Hrziehergieinschaft. DEG.) 

ドイツ 敎員 共同體 は 一九 三 三年 十二月 一日 內務 大臣 フリック (wilh. Frick) に 依り 結成され たもの 
で、 次の 目的を 持つ 0 

(^ トイツ敎員共1£體は、ドイツの全敎育界を包攝する領域に於いて、ナチス的窓味に於ける具の民 
族 共同 體た るこビ 0 

レ有機的組織的なる^改革 1: 對し、專門的立場ょ6協カするこビ0 

(- 敎育 者に 關 する 多くの 問題を" 全 骶的 見地に 立ち •ドイツ 敎宵界 の 有機的 髂制 2 いふ 立場の 下に 
愤重に解決するこビ0 

(= 相互に 體驗を 交換し、 相激勵 する こ VJ に 依つ て、 專門艰 項の 硏究に 欣然 ビ 協力す るこビ 0 
レ 阈外 •トイ ツに於 いて 敎宵 に從琪 する 人 VJ の 聯絡を 緊密なら しめる こビ 0 

右の 目的を 持つ 「ドイツ 敎員 共同體 」 は、 ドイツ 大學敎 員 間、 中等 學校敎 贤囿 •職業 學校 及び 典 門 
學校敎 農" 裏 學校敎 員 間、 私 彥校敎 1 、小 學校敎 儀 等の 部門から 成る。 



一八 

ニ ナチ ス敎師 iiI (Nationalsoz. Lehrerbund. NSLB.) 

ナチ ス敎師 阐 は、 一九 三 三年 六月、 當時バ イェルンの 文部大臣で あつた ハンス •シ ユム (Hansschemm) 
を 指 ^ 者 ビ して 結成され た 0全阈に十艽蓠人の阅員を擁し、同_發生地パイロイトに本部「ドイツ敎 
育の 家」 を 置き、 各 州 首都に 支部を 設く 0 

(-) 大學敎 M 部 n 高等 學校敎 M 部 三 中等 平 校敎 員部伽阈民學校敎貸部ぼ特殊學校敎 14 部§職業學 
校專門 學校敎 員部乜 社會敎 宵 職 ^ 部の 七 部に 分れ、 機關紙 w して 「ナチ ス敎 W 者 時報」 (Reichszeitung 
der deutsehen Erzieher) ビ 學生雜 誌 H K -mit ビ を發 行して ゐる 0 

「ナチ ス敎師 la J は 「ドイツ 敎员 共同 體」 が 政府 當员 の發 令に 依つ て出來 た純珥 門 的 自治 骼で ある 
のに 反して、 ナチ ス黨 員の 自發的 意志に 依つ て 結成され た 政治的 間體で ある 0 從 つて、 ナチ ス黨の 1 
部門をなし、黨のライヒ指势機關中の「敎育家沿」 2 £1111} 2-. 11^ 5? 1£3ぽ1161:)に監齊される0何、ナ 
チス 敎師搠 の 指導者は、、 ンス •シ ''ム の 急逝 後 (一九 三 五 年 三月 五日)、 フ V " ツ •ク •'ヒ トラ ア (Fritz 
w to: chtler) •かその 地位を 襲つ た 0 

ナチ ス 敎師闯 の 意義は、 內狢 大臣 フリ "クに 依れば、 「ナチ ス敎師 閗の誕生に依り解泔せる荇しくは 
解消しつつ ある 一切の (敎育 者の) 協昝の 復活は これを 禁止し、 ナチ ス 敎師间 は、 政治 ビ 世界觀 V」 に 
鑑み、 かの 農民 戰線勞 働戰 線に 擬 して、 大ド イツ 敎员戰 線を 形成す V く、 シェ ムの 指導 下に 獨 立の 政 



治 的 組織」 たるので ある 0 

H) ナチ ス •ドイツ 大學 敎師 ra (NSD.-Dozentenbund) 

ナチ ス •ドイツ 大學敎 師阀は 、一九 三 五年以 來 、黨 の附 Mi g 體 ビして、黨所餛の大學敎授を統合し* 
1 名の ライヒ 指導 官 (Reichsamtsmhrer) の 指導を 受ける 。その 任務は、 大學 及び 全 大學敎 員を ナチ ス 
的に 整頓す る こ w である o 

0 ) ナチス\トイツ學生网 2 02 0 .| 03 2- < 1 § 2- 111 :> 1111 < 1 . ^ 80 ^ « ) 

ライヒ 學生 指導者 (Reichsstudentenfiihrer) に 指 ^ される 黨の 一組 織で ある。 一九二 六 年 一月 ミユン 
ヘンに 創設せられ、 一九 三 四年以 來は 總統 代理 ル ードルフ*へスに莳艇してゐる0ナチス*ドイツ學生 
刚の «1 员は、先づ學生を候補者ビして採用し、圃：3^」して適當であるこビが證明せられた後初めて加 
入せ しめる o この 閗體の 任務は、 ドイツの 大學生 及び 專門學 校 生の 世界 觀的 政治的 敎 育であって、 笫 
1學期ょり節1 .- 學期までの全ドイツ大學生を數個の设友 1?{1 (1^363ユ301^ 3 に分ち、この細胞組織を 
通じて任務を遂行する0この閲髂の寮は指薄者養成に用ゐられる0何、從來からある大學生沏はナチ 
ス •ドイツ 學生阁 の影锲 を 受けて、 請 會 主義 的 諸 制度を 廢し 指導 奔 原理を 採る こビ になつ たが、 同じ 
く ライヒ 學生 指導者の 指導を 受ける。 

五 ナチ ス學生 闘 ^ 補助 組織 ^ s.-studentenkampfhilfe) 



二 〇 

ナチ ス學牛 •間 爭補助 組織は、 一九 三 一年 ヒ トラ ー U ょっ て、 大學に 於け る ナチ ス運動 を 支持す るた 
めに 組織され たもので あるが、 一九 三 六 年 五月 十四日の 總統 代理 ル ードル フ •ヘスの 檄 にょっ て、 新 
たなる 大任 務を 引受けた 。卽 ち、 この 組織は、 全ァヵ デミ ヵァ (Akademiker) の 結合を 得て、 ナチ ス 
的共同體意識ビ犠牲心 « からナチス'トィッ學生网を支拨する0ー九三七年以後、ナチス學生間争補 
助 組織は、 黨の 承諾を 受けた 唯一の ァヵ デ：、 ヵァ №1 體にな o た。 この 組織の 指導者は ミュンヘンの ガ 
ゥ指導 官ァ ー ドルフ •ヮグ ナァ (Adolf Wagner) である。 

第五 章將 來の黨 指導者の 教育制度 

政權を 掌 振して 旣に六 年余を 經 過した ナチ ス黛 の最 重要 問題は、 現在、 如何なる 方法で 將 來の黨 指 
導 者を 養成し、 次代の F cs hrer V 」 なす か V 」 いふ 問題で ある。 このための 敎育 制度には、 一ァ ー ドル 
フ •ヒ トラ ー 學校 (Adol t-h Hitler-schule)、 ニ ォルデン スブ ルク (0 ^ §813写 〇<3 )，三熬大學があり、 ^ 次 
段階を 追って 國 民社會 主義 世界觀 の 下に 敎育 する 0 

ァ丨ド ダ フ •ヒ トラ 丨學校 

ァー ドルフ •ヒ トラ ー 學校は 、一九 三 七 年 一月 十五 日總統 に 依っ て 承認され たもので、 各 ガク (Gau) 
に 1 校 宛、 總數 三十 ニ 校を 設立 せん V 」 する ものである 。一九 三 八 年 前半、 十 校の 設立が 荇 手され た 0 



ィ ァ ー ドルフ •ヒ トラ ー學 校の 所 ® 關係 

本校は ヒ トラ ー •ユー ゲント 從つて m に 附麂 し、 國 家には 關係 しない。 卽ち 、本校は 自治 制度を 採 
b 、 同時に 所在地 戚のヒ トラ ー •ユ ー ゲントの 管掌に 係 り、 校規 維持の 權カ はヒ トラ ー •ユ ー ゲントに 
屘 する。 本校は 全游 何等の 费 用を も 要せす、 宿泊 等は 總て 無料で ある。 

M 入校 者 

本校で 敎育を 受ける 少年は、 ヒ トラ ー •ユー ゲントに •勘す る滿 十二 才に 達した 少年 中から、 每年黨 
區指導 者 •か 選拔 し、 總數 四千 人" 滿 十八 才に 至る 六 年間を 敎育 期間 どす る o 入校漭 は總て 後に 政治的 
經歷を 踏むべき ^ である 0 

(-) 入校 者 選 拔の標 m 

選拔の標增は卜健康ニナチスに對する家庭の態度のニ點を宽視し、眼銥を用ゐるど炉身體に陷害 
の ある 少年は、 頭腦礙 秀で あつても 全く 除外す る o il 拔 に 除して は、 兩親の 階級 又は 財政 狀態を 顧 湛 
する こ w なく、 能力 ある 少年を 採る 0 
(-) 敎育 形式 

本校の 敎 W は、 國民 政治 學校 (Nationalpolitische Erziehungsanstalt) の敎 育に 似て ゐ る。 然し、 闕民 
政治學校が网民生活の各分野に於ける指遵者を養成するに反し、本校は政治的分野の指韵者を養成す 




るので ある。 本校の 敎育は 努めて 講義の 形式を 採り、 暗記 等を 避ける。 敎授要 目 その他は、 ナチ ス敎 
W 部長 A • P オゼン V ルタ (A. |?〇86111>6岛)が、ドィッ勞働戰線指導 ^- ]1 .« ラィ (1101}6 3. 1<6 ^ 及びラィ 
ヒ靑 少年 指導者 B •> •シー ラ ッハ (Baldur von schirach ) ビ 協議して 決定す る。 

(*) 本校 卒業 以後 オルデン スブル クに 入る 迄 

十二 才 にして 本校に 入學 した 少年は、 六 年間の 課程を 受けた 後、 十八 才に 速 して 卒業す る o 卒業後 
の七年問に、彼等は勞働奉仕義務及兵役義務を終了し、黛運励を行ふか、大學に入るか、或ひは職に 
就く o 大學入 學に關 しては、 本校 卒業 者は 中等學 校 卒業 檢 定試驗 終了 漭 V 」 同 資格で 大璆 に入學 する 權 
利が ある o 黨速 動に 關 しては > 突 輥隊 (S*A )、 親衞隊 (s*s )、 又は ナチ ス自泐 取 隊 (x*si K * K ) 
に 服務す る o 就職に 關 しては、 自由 選擇に 任せる 0 

彼等は 二十 四才 1 二十 五才に 達すれば、 自發 的に 檢赍を 受け (總數 四千 人)、 選拔 された 千 人が オル 
デン スブ少 クに 入る 許可を 得る 0 

ニ オルデン スブル ク 

オルデンスブルク(0 2. §31}11朵)又は指導者學校(君 ? 61^0111116)は、1九三六年、クレシンゼエ 
( Krbssii ) フオ ゲル ザ ンク ( Vogelsang ) ゾント ホ オフ 上 ン ( sonthofen ) マリエンブルク ( Marienburg ) 
の四ヶ 所に 設けられた o ァ 1 K ル フ •ヒ トラ ー學 校の 後を 次いで 將 來の黨 指導 薄を 敎育 する 0 






(> f ) 入校 者の 選拔 

入校 候補者 (二十 五 歲丨 三十 歲) は、 自發的 に 志願し、 各 ガウ ( Gau ) 毎に、 ライヒ 組織 指導 官 
(116客80岛目€ 2; §81 2. ^ 1*)の指導する選拔委 ).1 昝にょり、ナチス世界觀の諸命題 1: 從つて選拔され 
る。 入校 資格は、 肉體的 迚康 、人蒱 的 適格、 黨 運動の 贲踐 、嘮働 奉仕 義務 及び 兵役 義務の 優秀なる 終 
了 及び 旣姑 者た るを 可 ビすで ぁる 0 

レ 敎育 方法 

オ^デンスブルク全體を通じての敎育期間は三ヶ年で>次の四期じ分けて敎宵する0 

⑴ 最初の 一年間、. ホ メル ン ( pommern ) の ブルク •クレン ンゼ工 (Burg cr o : ssii ) に 於いて、 精神 
敎育 及び 骼操 飛行 等の 各 稀ス •ホ ォツ。 

⑵ 次の 一年間.* アイ フ ^ ( Eifel ) の ブルク •フオ ゲル ザ ンク (Burg voge w ang ) に 於いて、 商 度の 精 
神敎育 及び 體 育。 

⑶次の 十八 ヶ月 間、 南 ドイツの アル ゴイー ( All s = n ) の ブルク •ゾ ントホ オフ'' ン (Burg sonthofen ) に 
於いて、 スキ イ及び 山岳 ス •ホ オツ o この 期間は 半ばを ブルク 內で 過ごし •半ばを アル ゴイ •アル ペンの 
山小屋で 過ごす (一期 間は 六 週間で ぁる) 0 

⑷ 次の 六 ヶ月 間、 東 ブロ イセ ンのマ 9 ユン ブルク ( Marienburg ) に 於いて、 知的 敎育 o ドイツ 東方 



政策の 祕密 VJ 宣傳術 i を授け る 0 

ハ オルデン スブ ルクの 組織 

各ブルクの全員は約千人でぁる、各ブ >1-- クには、ー名の館長 « 日 ^ 033目<}§1;)、三名の浓備指遵者 
(Bereitschaftsfiihrer 丨 三百人から四百人に對しー名宛)、十名の ?4 人組指漠教(11§&6 3- 3011 ^ 2- 5? ? 61*)、 
三十 名の 僚友 指辑者 (Kameradschaftsfiihrer) が ゐ る。 悅犮は 五十 名ょり 成り、 勞働 共同 骼 及び 敎宵共 
同體を 形づくる o 學術敎 育は 科學洛 を 招いて 行 ふ。 適當な る敎帥 の卷成 ご、 敎授案 及び 敎材の 統一的 
幣頓 w は、 ラィヒ 指翦官 アルフレ ット •ロ オゼン ベルクに 指導され る 世界 觀敎 育大學 (Akademie fiir 
weltanschauliche schulung) が 取扱 ふ 0 

二 オルデン スブル クの 生活 

オルデン スブ ルクの 被敎育 者は ユ ンヵア (Junker) ビ 呼ばれる o ユ ン ヵアは ブ火 ク內に 寢食 し、 一 
年三囘 、四 週間の 期間、 個々 の黨戚 に 於いて 行政 的 仕箏 を與 へられ、 將來の 職業を 實沢 する。 又、 こ 
の 期間には、 全國 各地ょり 黨の 政治 指滇 者を 召集して 再敎 育を 行 ふ 0 

オルデンスブルクに於ける敎育は總て無料で、ユンヵアは若干の小遣錢を交付され、それ以上の支 
出を 禁じられる 0 • 

各 ブルクの 近傍には、 「歡喜 にょるカ阄」(仄1旮)のためニ千臺の寢臺を有するホテルが設けら 




れ 、ユン ヵァ W 外部 •/」 の 接觸を 保つ。 この ホテル 施設は、 國民に 、將來 の 指導者が 典に 筋肉を 發達せ 
しめて ゐ る狀況 を 見させる ビ 同時に、 ユン 力 ァの妻 や 家族を 或る 期間 ユン ヵァの 近くに 住まは しめる 
w いふ 目的を 持つ てゐる 0 

3 黨大學 

熬大學 は ォル •テンス ブルクの 後を 次いで" 戚高敎 W を 施す 所で あるが、 目下 企劃 中で、 幾人を 收容す 
るか 未だ 決定され てゐ ない o 黛 大學は ァルフレ ット • P ォゼン V ルタの 監 ft 下に 立ち、 一玫 治哲 學硏究 
所 (-) ァードル 7 *ヒトラー學校及びォルデンスブルクの敎員養成所一ニ訓練所の三部分から成る0 

一九 三 八 年 一月 十五 日、 「ヶルン、 ァァ ヘン」 黨區 のァー ドルフ •ヒ トラ ー學校 定礎式に 於いて、 ド 
イッ 勞働戰 線指漭 者 ライ VJ ライヒ 靑 少年 指導 溝 シイ ラプハ ぐしが署名して使中に嵌めた文卉の銘は、 ® 
も明らかじナチス敎育の精神を示してゐる0卽ち、「ヒトラー總統施政の第五年に於いて、來るべき時 
代の靑 年を 敎育 L 、 ナチ スの 信念を 以て これを 培ん ため、 本校は ^ 設され たり。 ド イチ 宵 年の 選良は 
兩 親の 階級 財産 信敎を 問は す、 ドイッ 國指導 の 任務に 備 へる ものな bo 木 ^ 校の 卒業 者は 忠贲 こ從顺 
ビ 友情 w を 以て 實踐 躬行 國民 に範を 垂 るべき もの ビ す 0.1 . 

ニ & 




二 六 

第 六 章 政治 教育 

世界 大戰が 勃资す るまで、 ドイツに 於いては、 敎育家 ペスタロッチ (pestalozzi, Joh. Heinr. 1746— 
1827 ) の 理論に 某 づく靑 年 運動が あつた 。この 運動の 理想は 世界 大戰 後に も 存在した •か、 憂纖 な戰敗 
の氣 分に 勝 倒された 靑年 達は、 V」 こに 頭を 搽 ぐべき か 方向を 知らな かつた 。これは 靑年迮 が 指势者 を 
求めて ゐた 時代で あつて、 ア ー ドルフ •ヒ トラ ー はこの 潮流に 乘 つたので ある。 周知の 如く、 ドイツ人 
は 天性 軍隊を 爱好す る 民で、 何ょ b も 組織され る こ S を 望む o 故に、 ヒト ラーが ドイツ 靑 年を 半眾隊 
的辐 成に 組織し、 靑 年の 斗 •活に 目的 ど 矜持 ビ を 與 へる 如き 說を敎 へ 始めた 時、 その 反髁は 頗る 大であ 
つた 。ドイツ 靑 年は、 ドイツが ゲ -- ル サイ ユ條 約の 屈辱から 解放され て、 再び 昔 H の 光榮を 得る ため 
の 選ばれた る 道具で ある VJ 感じ、 純粋な 感激の 炎を 燃え 上らせた 0 
靑年 層の 大なる 支持を 得た ヒ トラー は、 時を 逸せす、 彼等を 敎 育し 始めた が、 曾て 苒學者 フ- ヒテ 
(Fichte, Joh. Gotti 1762 丨 1814 ) がな した 如く、 國民 主義の 精神を 喚起す る こ yj に 重點を 遛 いた o 一 
九 ニ 五 年、 ヒ トラ ー は 「我が 鬪爭」 中に、 「現在 崩. 域の •狀 態に 在つ て、 絶ての 人間から 足蹴に されて 
ゐる 我が ドイツ 國民は 、自信に 依つ て 作られる 暗示 力を 必要 VJ する。 この 自信は、 國民 の靑年 層に 子 
供 時代から 涵養され なければ ならない 。彼等の す •へての 敎育ビ 訓練 VJ は、 彼等が 他に 比して ® 者で あ 



る VJ の 確信を 彼等に 與 へる 如き 方向を 取るべき である。 肉 體 の强靱 VJ 器用 ビに ょつ て、 靑年 の自國 民 
•か 打ち負かされる ものでは ない ビ の 信念を 囘復 しなければ ならない」 ビ » いた。 かぐて、 竹て は 「詩人 
VJ 思想家の 國」 どい ふ 誇を 持つ て ゐた ドィツ 國民は 、かかる 形容 辭を國 K 的 喷 落の 徵 ど 見る やぅに 敎 
へられ、頭腦のみを使用してゐた過去の時代を輕蔑し、國家卽ち阔民共同骼に奉仕すべき行勒精神を 
注ぎ込まれる こ V 」 に なつた 。從 つて、 ナチ ス精 神を 闕民に 理解せ しめる ための 活砌は 頗る 活潑 である 0 
，一 闕 民政 治學校 (Nationalpolitische Erziehungsanstalt) 

國 民政 治學 校は、 一九 三 三年 以後 設けられた もので、 十五 校 あ^' (p or p Kdslin, Berlin-Spandau, 
Potsdam, Wahlstatt, schulpfor f 11 feld, Klotzsche bei Dresden, Ballenst^^ 

ラス (Napolas) 又は ナ •ホリス (Napolis) ビ 啐 ぶ。 名稱が 示す 如く、 政治 敎 w を 輿へ る こビを 主要 B 的 
VJ する が、 ォルデン ス ブルク 等 •か 將 來の贫 指 ^ 奔を敎 竹 せん • £. する に 反し、 阈民政 治 學 校は阀 民 生活 
の 各 分野の 指導者を 裎成 する ので ある。 

ィ 入校 者の 資格 

國 民政 治學 校は 十五 校し かなく、 各校が 四百 名 以上を 收容 しないから、 入校 競 ^ は 劇烈で ある。 財 
產、階級が $: 要視されないのはォルデンスブルク等に同じく、頭腦の點も餘り即題ではない。 

入校者の資格は、 (-*) 人稀的に煺全たるこビ0卽ち、兩親祖父#竹祖父你がァーリァ人稀であり、兩 
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二八 

親は 忠誠なる 阈民 社會 主義者 VJ して 優秀な 記錄を 持たなければ ならない 0 (=.) 肉骼 的に 健康なる こ VJO 
(H ) 性格 的 人格 的に 優秀なる こご (或る 場合には、 金 # ^ 眼た る こ w が 人格を 保證 する ) 0 
レ 本校の 管理 

本校は阈家管理で、文部省內の特別課の監督下に置かれ、學费は兩親が負擔する以外を阈家ゲ支給 
する o 敎師 S 學生 ごは 軍隊式 制服を 着け、 學 校は 純然たる 軍隊式で ある。 你、 本校には 「平生の 家」 
(schulerheim) が 附思 してゐ る。 

レ 敎育 方法 

本校の 敎授 ブランは ドィッ 上 構學校 (oberschule) の それに 基づく。 主要 學 科目は ドィッ 國民 財、 遺 
傳學、 M 族 保護、 陸上競技 その他の ス •ホ ォッに 依る 身 體鍛練 である 0 
然し授業の大部分は" (-) 肉骶を著しぐ發達せしめ、71戰鬪精神を莶ふ如き間戯である0 
校內では敎師が主たる權カを握つて活励し、將來指導者たるべき靑年に對して、货任を以て揩琪す 
V き機會 •か 餘 b 與 へられない 。從 つて、 r 靑年 は靑 年に 依つ て漭 かる V し」 w いふ ス口ォ ガンは 饩 现 
されて ゐない o 

-1 朝 祭 (Morgenfeier) ご日 時 祭 (sonnenwendfeier) 

朝 祭 ビ 日時 祭 VJ は キリスト 敎的 儀式を 驅逐 せん VJ する 新しい 儀式で ある 0 



⑴朝祭 。朝 祭は 主，、 J して 講堂 又は 改造した 禮拜 堂に 於いて 行は れ 、愛阈 的な 音 樂を 伴奏 W して、 若 
干の 短い 愛阈詩 又は ナチ ス史の 成 動的な 率 件を 歌 ふ 0 

⑵日時 祭。 日時 祭は 冬至 VJS 至 VJU 行 はれる 。總 ての 行 取 •か 事前に 注意 深く 下稽古され た 後、 全校 
が 附近の 丘の 上に K 大な祝 火を 園んで 集まる 。軍隊式に 隊列を 作つ てゐる 生徒 達の 中から、 一 人が ナ 
チス的 信條の 或る 一節 又は ヒ トラー の演說 の拔萃 を 詠唱す る。 それから 合 岡に 從 つて 全校が 歌を 合唱 
する o 最後に 校長が、 儀式の 意義を 強調し、 神の 永遠の 賜物た る 太陽に 成 謝し、 自分 達が 數世紀 前に 
祖先 が なした VJ 同じ 道に 於いて 行動して ゐるこ VJ を 指摘す る 0 

U 卒 m 以後 

本校の 生徒 •は、 十八 歲に達 する VJ 學校を 出て、 勞働 奉仕 闻に人 り、國民政治學校に在學したこビに 
依つ て、 勞働 奉仕 開 群の 指遵衮 に 任せられる 。勞働 奉 什 E は 別 章に 述べる 如く、 あらゆる 階級の 靑年 
を 組織的に 結合して 共同の 勞働 に從は せる 外、 政治 敎 育 を 授ける 好機 曾 V 」 して 利用され る 0 
勞働 奉仕 義務を 終へ た 後" ニヶ 年の 兵役 義務に 服し" 以後は 大學に 入るな り職笼に就くなり自由で 
ある 0 

一一 成人 敎育 

成人 敎 育の 機 關 S しては、 民衆鬪 書 館ビ民 衆大學 どの 二つが あつて、 民衆 大學 には、 家 熟 的 設備に 
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數ヶ月寄宿して相互に硏究作業を行ふ家|-民衆大學ビ、職業に從車する者の便を計つて夜間開かれる 
夜間 民衆 大學 VJ *>* ある。 これらは 總て自 治 湖 骶に 依り 維持され、 大いに 進步 してゐ る •か、 現在では、 
知的或ひは職粢的補只の敎育ではなく、純然たる政治敎脊の機關になつてゐる0 
又、 ナチ ス 共同體 「歡 喜に よる 力 gj (K 3 * F ) 中の 「ドイツ 國民 敎苍 部」 (Amt Deutsches Volsk- 
2: 5: 目28矣ミ 5: が、成人敎育を行ふ0卽ちドイツ成人敎育課の任務は、 (-) 現存の成人敎育所の監督獎 
勵 ビ、 新しい 成人 敎育 所の設 骰 。匕 世界 觀敎 育を 目的 S する 敎育の 宵 施 (講演、 講 m 旅行、 敎 課" 共 
同勞 働)、 敎赉を 傾げ 蕤術的 創造力を 養 ふこ VJ に 依つ て 個々 人の 能力を 高める こ VJ である 。敎 育範 圍 
は ナチ ス思 想の 外、 民族 學 、遺 傅學 、公衆 衞 生、 歴史、 鄕土學 、阈家 學 、經 濟學 、藝 術、 自然 科學、 
エ學に 亙る o 音 樂 、繪窬 、部： 像、 寫奧 等に 依り、 创造的 形成 力を 苍ふ o ドイツ語、 外國語 、速記 等の 
課業に依り、職業能率を高める0また博物館、美術館等の見學、旅行、休養衍泊等 !&>* 催される0民衆 
岡 書 館、 巡囘阔 書 館が ある o 一 九 三 五 年から 三 六 年に かけての 冬、 成人 敎 宵の 催し 寧に 參 加した 人員 
數は五 百 萬 以上に 及んだ。 

第 七 章 歷史敎 育 

ナチ ス 理論に よれば、 ドイツ 國民は 運命に よつ て 人類の 指 薄 者た るべき 高い 任務を 課されて ゐる 0 



この 指導者の 地位を 略取す る こどが 、ドイツ 阈 民の 生活の 意味で あ 6 內容 であり 完成で ある 0略取が 
成功し なければ、 ドイツ 國 民の 生活は 目的を 失つ たので ある (「ナチ ス敎育 」中のフリイト9ッヒ，ヒラ 
アの 論文に よる ) o 「ドイツは 1 等國 たら ざれば 無になる」 (ヒ トラ ー) ので あるから、 ドイツ 阈 比は、 
世界 指導 ビい ふ不泐 の 大目 的を 樹立して、 これが 宵 現の ために 諸 力を 統一 綜合すべき である 。この 場 
合に、 歷史敎 W は、 ドイツ 阈民 •か 地上の 諸國民 の 指 填 地位を 要求す る權 利が ある こご を證 明し なけれ 
ばなら ない ので ある。 一九 三 三年 六月 二十 二日に 布吿さ れた 「脎史書に對する諸甚彻則」を說明する 
前に、 ナチ ス 歷史觀 歷史 敎育觀 の 特色を 見よう。 

一 歴史 敎 W の 目的 

フランス 人 や イギリス 人は 數 百年 來 、世界の 諸國坟 を 指導す る こ ご を 目的 VJ して 努力して きた •か、 
ドイツ人は 同時に 數 千の 星に 向つ て 手を 伸 •へ、 常 U 空手で 立つ てゐた or 確かに ドイツ 阈民ほで歷史 
に 學ば ねばならぬ 國民は ないで あらう が、 ドイツ 阈 民 ほ V 」 歷史を 應用 する こ w の 下手な 阈民は ないで 
あらう」 (ヒ トラ ー ) o 然し、 「『歴史を 學ぶビ いふ こごは』、ゎれゎれが歷史的带件ビして眼前に見る 
かの諸作用へ導く 19: 因ビなる諸カを探り見出すこビである」(ヒトラー)0故に歴史敎宵は、ドイツ街 
年のドイツ國民及び國家ビの阈民的結合の威情を鼓舞し、 # 年の行泐意志を"就中、ドイツ阈玫及び 
國家 のた めの 靑 年の 國防 意志 V 」 犧牲心 w を 覺醒 せしめ、 歷史を 理解す る こ V 」 よ b 發し て、！： 民 及び 國 
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家の ための 政治的 見解 VJ 行爲ビ に影饗 を與 へなければ ならない 0 

ニ 歴史 敎育ビ 政治 敎育 ' 

歷史敎 育は 「自國 民の 政治的 带 件に 當 つて、 自己の #. 見を 決める に 必要な 程度に、 歷史に 通じさせ 
なければ ならない」 (ヒ トラ ー ) o 從 つて、 歷史敎 W は 何ょ 6 も先づ 政治 敎 育に 仕へ なければ ならない 
し、 寧ろ 政治 敎育 たるべき である 。例へ ば、 ドイツの 領土 政策は、 ドイツが 一等 國にな るた めの 手段 
である o 故に ドイツは 領土を 要求す る權 利が あるし、 領土を 戰ひ 取る こ ビ は ドイツの 義務で ある。 こ 
の やぅな 明白な 國民的 目的を 糊塗す るのは、 倚 計な こ W 、 不適 當なこ VJ 、 危險な こ VJ である。 歷史敎 
育は、 ドイツ 國民の 世界 指導 ビいふ根本的要求に應じて爲され、この要求を贸現するために役立つも 
のはす ベて これを 引き寄せて、 靑 年に 近づけなければ ならない 0 
三 歷史敎 育 V 」 人 稀 問題 

歷史敎 育は、 人 稀 問題が 世界史の 鍵で ある こ V 」、 ドイツ 國民が アー リア 種族の 核心を なす 阈民 であ 
つて、 高い 文化の 保護者で あ b 創造者で ある こ ビ、 國 民社會 主義 阈家は 理想的な 國家 組織の 具 蹄 化で 
あつて、 北方 種族の 素質 VJ 人生觀 VJ に 調和 一致す る ものである こごを 示さなければ ならない。 

四 歷史敎 育 VJ 混血 問題 

ア ー リア 人 稀は 文化を 創造す る 人蒱で あつて、 今日の 世界に その 文化 像を 植袅 つけて ゐる取 實は、 



最早 證明を 要しない o r ly ア人 稀は 全世界に 文化を 創造し、 低劣な 稀 族を よ b 高い 段階へ 引き上げ 
たので ある 。更に、 現在の アー リア 諸阈民 の 發展史 を 先入見に 促 はれす に觐 察する V 」 き、 ドイツ 國民 
は、 その 能力 V 」 行 爲 V 」 によつ て、 その 限りない 理想主義に よつ て、 正しく アー リア 諸 阈民中 第一 等の 
地位を 要求す る こ V ) を 得る ビの 結論に 達する。 然し 過去を 顧みる ビき 、支配者で あつた アー リア 諸阈 
民が 自然律に 反 I て、 间 有の 血の 純潔を 穢し 、低級な 血 i 混血す る こ VJ によつ て 自らを 破坺 したが 故 
に、 減 亡し なければ ならな かつた こどを 學び 知る。 

歷史敎 育は、 自阈 民ビ 他の 諸阈民 VI の 生活を 前述の 心 構へ で 見て、 浞血を 忌み、 血の 純潔を 保つ 氣 
風を 養 ふべき である。 

五 ドイツ 史中心 の 歷史敎 育 

前述の 如き 目的意識を 持つ 歷史敎 育は、 第一に ドイツ 史を 取扱 ふべき で、 その 理由は 說 明の 要 •かな 
い。 他國民 (ギリシア 人、 ロ — マ 人、 フランス 人、 イギリス 人 等々) の歷史 考察から 出發 して、 その 
後に ドイツ 史に 至る VJ いふ 方法は 誤 まつて ゐ る。 この 方法は、 他阈 民の業路を過大評 0 させて、自阈 
民の それを 贬 m させる 傾，：！： が ある。 沪 ぅした 敎 育法の 惡影啓 を a つて ゐる ドイツ人は、 古代の 文化的 
諸！： 民を ドイ g 民よ b も遙 かに 優越した もの ビ考 へ、 ドイツ 國民の 祖先を 生活様式を も 文化を も 持 
たない 野蠻人 だビ 見下す 傾向が 多い。 古代史を 取扱 ふのに、 ドイツの 前史を 繼子扱 ひに したのは、 ド 
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三 四 

ィツ 國民 W その 過去 どに 對 して 重罪を 犯した ので ある o 故に、 如 H なる 歷史 考察 も歷史 敎 W も、 ドィ 
ツ史を基礎ビし中心 ^ すべきであ6、ドィツ史を中心ごして自己の認識を促進し深化せしめるに必要 
な 限りに 於いて、 他國 民の 歷史を 考察すべき である 0 
は歷史敎育ビ生物學 

生物 學の 法則は、 歴史 資料を 選 採し 敍述 する ための 指缚原 理で ある。 

(-{:) 歷史敎 育の 資料 

歷史資 料は 資料 自體のためにではなく、假借するビころなき生起の有機的法則性を明らか |: するた 
めに敍述さるべきである 0 記位の 511 荷になる煩雜多岐な個々の祺件を羅列するのみで、何ら內的關聯 
を持たす、學生の心に國民ど祖國どに對する獻身の念を喚起せしめないやぅな歷史敎育は無價侦で 
ある 。從つ て、 取扱 ふ 資料は 大いに 簡約し、 ドィツ 國民に V 」 つて 重耍 でない ものは、 0 躇なく 捨て去 
り、 大體の 發展の 線を 知らし め、 過去の 事件の 現代に 對す る關 係を 明らかにする やぅな 資料を 選ぶ ベ 
きで ある。 これに 對 して、 ヒト ラーは 次の 如き 意見を 述べて ゐる ( r 我が 間审」 四 六 八— 四 七〇釕 參 
照) o 歷史 敎敎宵 は、 煩雜な M 史的 年代 又は 事件の 羅列を 止めて、 大骼 の發展 の 線を 示せば 足 b る 0 歷 
史を學ぶのは、軍に過去を囘顧するためではなく、腠史のなかに、將來ど國民性保存£のための敎師 
を 見出す ためで ある。 古代史の 硏究は 中止すべき でな く、 ギリシアの 文化 哩想 VJ TJ 丨マ 史ビ は、 永久 



に最 a の敎師 である o 何ょりも 民族 問題を 中心， した 世界史を 普く こ vj •か 必要で ある 0 
(A) 歷史敎 育の 敍述 

歷史 ff 料の 敍述 は、 資料を 歪めす、 子供が 讀むにふさはしく、眼前に躍泐するが如く具象的で、戯 
曲 的 生彩に 富まなければ ならない o 脔 年を 魅了し 盗す もので なければ ならない 。更 じ、歷史敎竹は他 
の 如何なる 敎 育に もまして、 常に 新たなる 威 齡 "行# 意慾、 犧牲 心を 喚起す る やぅな 意味 深い 透 慽的 
な 骼驗に ならなければ ならない o か く^ i てこ そ歷史 敎育 は阈民 社 矜 主義 的 敎 W の、 奧に 使用に 堪 へる 
武器た b 得る 0 

歷史敎 育 詳論 

前述したやぅにー九三三年六月ニ十ニ日じ「歷史淳に對する諸某準則」が發布されて、從來の歷史 
敎育に 於て 充分 注意され てゐな かつた 諸點を 指摘し、 將來 これを 詳細に 取扱 ふべき こビ 、した 。世界 
各阈に 國民 主義が 搽 頭し、 國民意 識を 喚起す る 必要 上、 國史饽 m の 念が 碰ん になつ た 結果、 歷史敎 宵 
が 新しい 眼で 見られて きた。 ナチ ヌ歷 史敎 育を 詳說 する 所以で ある。 

歷史敎 育の 大體に 就いて 

一 ゲルマン 祖先の 文化に 對 する 見方を 改める こぐ JO 

從來の歷史敎育はゲルマン祖先の文化の高さを過少評惯してきたが、これを改めて、前史ょ>現代 
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史に 至る まで、 民族 ( Rasse ) の 意義を 强調 しなければ ならない o 
ニ 國民的 思想を 強調す る こ VJO 

數 百年 以来、 國際的 思想は ドイツ 魂を 腐蚀 せしめん yj してゐ る 上に、 ドイツ人は 他國民 ょりも、 也 
國の思想に促はれる傾向がぁる0故に、阈際的思想 1: 對抗して闕民的思想を强調しなければならない0 
三 國外 同胞の 運命を 顧みる こ WO 

阈民的 思想は 國民 同胞 的 思想 V 」 密接に 關聯 して ぁる。 今日、 全 ドイツ人の 三分の 一は •トイ ツ國 外に 
居住して ゐるか ら 、ドイツ 史を取 扱 ふ 際の 歷史觀 察は、 ドイツ 阈境 内に 在る 領域に 员限さ るべき では 
なぐ、 常に 國外 同胞の 運命を 顧みなければ ならない (ナチ ス •ドイツの 文化 政策 中の 「對外 文化 政策」 
の 項を參 照) 0 

四 文化史は 政治 史の 下位を 占むべき こ VJO 

狀 態の變 せざる もの、 敍述 (文化史) は、 偉大なる 發展の 諸 段階を 明らかにする ためには ® 要で ぁる 
* か、 諸國 民の 運命を 描ぐ 政治 史ょ b も 倚 位を 占める こ ど は 許されない 。歷史 を 形成す る 諸 力を 明らい 
にして、 學生を 個々 の 事件の 煩 雜に 迷は しめる こ V 」 なく、 大 tffl の 線 VJ 深い 諸關聯 VJ を 知らし めて、 政 
治的判斷及び总思の形成に資するこビが肝要でぁる。 

五 英雄 思想を 鼓吹す る こ VJO 



現代の 指導者 思想は ドィッの 過去の 最古の 諸 模範 ビ 結びついて ゐる o この 指 ^ 者 思想 VJ 關聯せ しめ 
て、歷史敎育の各段階をゲルマン的英雄思想にょつて议かなければならない。英雄妣想は生徒を感衍 
せしめるものである。英雄思想は直接に英雄的世界觀へ遵くが、か、る世界觀はゲルマン人種のーた 
るドィッ人の本皙に最も恹つたもので、國民的自己主張の鬪爭中、常に新たなるカを注入するもので 
ある 0 

歷史敎 科 書の 細目に 就いて 

3 永 河 時代から、 文化は 種族の 創造で あつた こ so 
敎科書は、中歐の太古史(永河時代)の敍述から始めて、ネァンデルタール(穿岂{1与 ? £- )ァクリ 
ダナ ク (Aurignac) ク 口 マグノ ン (cnagnon) 等の 特定の 辅族が 、獨特 の 文化の 擔者 であつ たこ ビ、 
卽 ち、 旣に太 古史に 於いて、 文化は 蒱 族の 創造で あつた こ ごを明示すべきである。この本筲は後世の 
稀 族浞 消のために瞹眛にされたが、止揚されて !1 ゐない0 

n ョ ォ 'パの 歷史は 北方 種族 震 民の 事業で ある こ wo 
有史 前の 時代が 始まる 前に (後期 水 河 時代)、 中歐 ビ束歐 vj には 北方 稀 族 その他が 擴 散した 。北方 稀 
族 及び 他の ョォ ロッパ の 某 本 種族の 分布 地域は、 簡單な 尜描に ょつ て 明らかにすべき である o m ォロブ 
パの 歷史は 北方 稀 族 諸 國- k の 事業で ある。 これら 諸國 民の 文化の 高さを 敎へる ものは、 彼等の 手に な 
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る石器及び銅器の造物のみでなぐ、精神的領域で科學の道を拓くべき諸業跆でぁる0商度の發達を遂 
げた 北方の (インド ゲルマンの) 主要 言語は、 m ォ てパ の 他の 諸 稀 族の 言語を 完廣な きまでに 驅逐 
した o 

(-) 北方钝 族が H ジブ トにま で 移動した こ VJO 

近東 及び 北 アフリカへ 至る 道は、 旣に紀 元 前 五讹紀 に 行 はれた 竿 r の 最も 初期の 北方 稀 族の 移動に ょ 
つて 步まれ た 。これは、 北方 種族の 頭蓋骨が 最近 古代 ヱ ジブ トの菜 穴 中に 發見さ れ たこ VJ 、 北ア 7 リ 
力 海岸 地方に 金髮白 哲の网 民が ゐ たこ VJ が 早ぐ から 知られて ゐ たこ ビにょつて證明される0ズメール 
人の 補 族 的 由來は まだ 明らかで ない が、 彼等の 言語は インド ゲルマン 語の 姉妹 語 VJ 幾多 比較す る こ VJ 
が 出來 るので、 この 取贲 は、 宵て 北方 蒱 族の 征服者 層が ぁつた VJ 想像 すれば、 容易に 說明さ れる 0 
(-) 泥 血に ょつ て 滅亡した 血緣阈 民の 運命を 銘記せ しめる こ VJO 
近東の 歴史に 決定的 影 群を 與 へたのは、 本來は 北方 種族で ぁる インド 人、 メーデ 人、 ペルシア人 等 
の業蹬でぁつた0彼等がインドどぺルシアビに於いて高度の文化を创造した後、異稀族の血の礙勢下 
に遂に滅亡した次第を、學生は自分£血を分つ湃の運命 ^ して銘記しなければならない0 
(*) ギリシア 人の 歷史 は、 これを 中歐の 地域から 稀 族 史的に 見る ベ 
きこ WO 



ギリシア 人の 歷史 は、 これを 中歐の 地域から 見て、 ドイツ人 VJ 位 も 近い 稀 族 的 同胞の 問題で ある こ 
VJ を 新たに 强調 しなければ ならない 。從 つて ギリシア 蘇； 術に 料す る ドイツ人の 內的關 係 U 、 支那 蒭術 
又は日本熟術に射するごは全く異なるものである0北方ギリシア人は征服名ビして、阈土の支配米 « 
を 形づくつ た o 階級 間の 岡 审は 、南方では、 稀 族の 對立 •か 原因で あつた 。スパルタで も アテネで も、 
完全なる 市民 檷を冇 する 市民は、 土舂の 住民 VJ 奴 隸 ビに比して小數であつた0土 ^ の住民及び奴隸は 
少くビ も アテネでは、 大部分 •か 近東 系統の もので あつた。 從 つて、 デモ クラシ イ V 」 無制限の 蒱族浞 in 
ビ にょる 陪級問 の 差別の 撤廢 は、 產兒 減少に 拍弗を かけて、 V リシアに 於け る 北方 稀 ^ の 速 命を 定め 
た0ギ9シア文化の沒落は急激に茲延し、ギリシア阔民はニ疔年程で完全に無偎値になつた0 
へ TJ 1 マ 史を も中歐 から 稀 族 史的に 見るべき こ WO 
イタ リイの 北方 諸阈 民の 歷史 は、 ここで も ドイツ人 ごの 血族 關 係を 成せし める やぅに、 中歐に 於い 
て 始めなければ ならない o .« t ». u 族ビ 賤民 ビ の 闘 爭は特 に 稲 族 闘爭 VJ して 理解し なければ ならない 。從つ 
て、 賤民に it 族 VJ の 結婚を 許す こ どに對する激しい反妁も、特に稀族間爭ご考へなければならない0 
口 ー マ 人のぅ ちの 北方 種族は、 絕ぇざ る戰爭 にょつ て殆 V 」 根絕 された 。テ-ベリ ゥス 時代では、 古い 
S 族の 種族 中 僅かに 六つ だけが 生き 殘 6、 イタ リイ 住民の 大多數 は 東洋の 奴隸の 子孫で あつた。 この 
希望の ない 狀態 こそ、 口 ーマ 人の ストア 的 世界觀 の 背景で あつた o 炉くして、時代の轉1:期には、ョ 
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ォ B " パ 南部の 非 北方 化が 殆 ざ 完成され てゐた 0 

( h ) ゲルマン民族秘動の意義は、蒱族混洧のために嘹落した |3 丨マ帝 
國に 新鮮な 北方の 血を 注いだ 點に ある こ VJO 

ゲルマン民族移勐の最も深い意義は、ゲルマン諸阈民が種族混浓のために喷落したローマの世界帝 
阈に 新鮮な 北方の 血を 注いだ こ VJU ある。 從 つて、 中世の 新 文化の 花が 睽い たのは、 ゲルマン 諸阈民 
か 永續 的に 居住した 阈 々だけ、 卽ち 北部 イタ リイ (南部 イタ リイでは ない)、 スペイン、 フランス、 イ 
ギ交スであるが、バルヵンではない0北方稀族の 7 レユーゲル(名^^$)がロシャに與へた彩發は僅 
少であつたから、あの坭大な土地に文化を创造するカを植袅つけるこミが出來なかつた0ゲルマン5 
上層が 中歐西 歐- 一 歐に 於いて 中世 文化の 擔者 であつ た ビい ふ亊贲 から、 ョォ TI ッパ の % 十 道 精神の 花 
が 至る ビ ころで 同じ 相貌を 見せた 理由が 理解され る 0 

け 東 H ル V 地方 再 獲得の 意義を 從來 ょりも 强調 する こ ¢0 
中世 ドイツの 最大の 行爲 である 東 ユ ル V 地方 再 獲得の 意義は、 從來 ょ， 〇 も强 調し なければ ならない 0 
この ^ ^ 族移孤前の狀逆に結びつけて、スラグ諸闷民 *> まだ » しい漁師どしてブリぺヱトの沼 ^ 电 
方に 居住して ゐた時 代には、 この 東 ヱ ル v 地方 •か ヮイ クセル に 至る まで、 ゲルマンの 土地で あ/つたこ 
ビを 新たに 指示す V きで ある o 然し、 國民 的な ものを 強調す る こビが 、偉大なる ドイツの 勢力 展開 D 



一時 代で あつた 中世を 不正 當に 判斷 する こ VJ になつ ては ならない o 當時 、阈民 阈家 を迚設 する こどは、 

例へ ば フランスが その 從瑶國 家た る プロ ゲア ンス 、ブル グン ト 、ノルマン デ <1、 フランキ エン、 ロオ 

i 

トリンゲンを以て示してゐるやぅに、ョォロッパの如何なる土地に於いても成功しなかつたのである0 
け 阈際的 影 鹗 が 漸次 强くな つてき た 近世 史に 於いては 特に！： 民 的な 
ものを 强調 すべき こ VJO 

近世史になつて初めて、國民國家への發展が見られる0然し、近 1«: になつて以來、阈際的な影您が次 
第に 强く 働き かけて くる。 この 影 啓は ドイツの 血、 ドイツ語、 ドイツ 法、 ドイツの 阈家觀 、遂には ド 
イツの全世界觀のなかへ、逭慽にも外國のものを過度に侵入させた0ドイツの阈民总識は外阈的なも 
のに 對抗 して 作り出さるべき であつ て、 現在、 ドイツの 古代を 深ぐ硏 究 して ドイツ 阈民に 新しい 力を 
注入し なければ ならない o 稀 族に 獨特な ものを 考 へる 時には、 ドイツ •內 外の阈 民 同胞を 結びつける 血 
の 絆を 强調 しなければ ならない 。北方 諸阈民 は 運命 共同 骶を なして ゐるこ V 」 を 成 じ、 北方 文化の 存續 
は、 この 運命 共同 51 の 維持 如何に 左右され る こ ビ を 思は なければ ならない 0 . 

レ 最近 史は 歷史觀 察の 主 章た るべき こ VJO 

「われわれの 時代の 最近 二十 年 問は、 歷史觀 察の 主 章を なさなければ ならない o 世 界大戰 、ドイツ 國 
民の 敵阈 に對 する 英雄的 戰鬪 、祖阈 の 裏切者 達に ょる 我が 抵抗力の m 滅 、ゲュ ル サイ ユ條 約に ょる 我 
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が 阈 民の 權威 喪失、 自由主義 的 マルクス主義 的 世界 觀の沒 落は、 阈民 社衍 主義 思想の 出現 yj . ホツダ ム 
阈矜に 於け る ドィツ 國 K 共同 ^ の復治 V 】 に 至る 阈 民の 赀. 舰 の 問 始 ビ同じく、詳細に取扱はなければな 
らな い」 (一九 三 三年 五月 九日の 開議に 於け る 内務大臣 フリックの 言) 0 

小學校の歷史敎育方針 . 

小學 校では 歷史敎 育に 用 ふべき 時 問が 少い から、 敎材の 配列に 特別の 注意を 拂は せる 0 
ニ學 年から 歷史 入門 VJ して ドィツの 童話、 1 1 ー學 年から 鄕土 ビ結びつ.けて、ドィツの傅說ごドィツの 
英雄 傅說 ビを敎へる。四學年から、有史前の時代及び古代史の簡眾な歷史を敎へ始め、脎史的祺件の 
敍述を 中學 校に 於け るょ b もー府 多ぐ 偉大な 指導 的 人物 S 關聯 せしめる 。この場合 —— 小學 校设 上級 
に 於して は 特に 發展の 大船の 線 V 」 歷史 生成を 動かす 根本的な 諸 力 5を明らかにしなければならな 
い。 最近 史は 、現代の 課題の 闲難を 理解せ しめる ために、 小 ^ 校に 於いても 特に 詳細に 取扱 ふ 0 



第 八 章 11 トヲ 1 •ュ丨 ゲン 



ヒ トラ ー •ュー ゲント 運動の 發 展 



ナチ ス的靑 少年 組織を 作らぅ VJ の-思想は ヒ トラ ーが 抱いた ものである •か、 ヒ トラ I •ユ ー ゲント 

( Hitler - Jugend ) なる 名稱 はユ夕 クス •シュ トラィへ ル ( Juliuswtreicher ) が 與 へた o ヒ トラ I ユ ー ゲン 



トの最初の群を組織したのはク少ト*グルクバァ « 11 2- 021^)で、彼はブラゥエン(2£111§)に在 
つて、ザプクセンのヒトラ— *ユーゲント(以後は 11 了なる略號を用ゐる)を組織したのである0 
や *>* てフランヶン 9 33 ^ 11 )にもルードルフ *. クゥゲル 9 11 { 101 £ 0 | 11 〇5 ^ の指范下に务數の^ 1 ^群が 
生れた 。グク ゲルは 現在 フランヶン 谣指導 者で ある 0 

クルト •グル クバ ァはヒ トラ ー によ b 仟命さ れた 最初の HJ の ライヒ 指導者で あるが、 一九二 六 年、 
資金 もな く 援助 もな く ^ }て、後の 11 1の某礎を作つた01九ニ九年の黨大宵の日、初めてニ千人の 11 
J が 行進した 0 

當時 ][ 了の指琪者が黧指逭機關內に占めてゐた地位は明確なものではなかつた0グルゥバァは多少 
vj も、 當時の S A 指 ^ 者 ハゥ ブト マン • 7 ^ N , . 7 〈 7 K(Hauptmannvonpfefrer) u T * j 」 xtQ f 2 o 
次いで、暫定的に黛栽判所長官ヮルタァ*ブクフ(\¥巴 1 ミ 811 ^ )が、潆の靑少年課の指導宮になつ 
た 。現在の ライヒ 靑 少年 指 苺 者シ イラ" ハは、 この 時、 グル ゥパァ 等 V 」 共に ヮル タァ •ブク フの 下に 就 
いた。 シ イラノ が 編輯した 雜誌 「ドイッの 未來」 (Die delche zukunft) —— 現在では 「意志 V 」 權 
力」 (wille und Macht) V 」 なつて ゐる I は、 當 _ に靑 少年 組織の 指 ^ 雜誌 であつ た 0 

一九二 八 年 以後は、 ァルフレ ット •0 ォゼン •ヘルクが ナチ ス靑 少年 速 ! pi ； に 助力した 。當時 の 問題は、 
各地に組織せられた多數の_骼を、如何にして統ーするか，/」いふこビであつた。 

四 三 



一九 三 〇 年、 ヒ トラ ー 自身が S A の 最高指導者に なつた 時、 ナチ ス靑 少年 組織は S A に 結合され た。 
クルト •グル クバ ァは 健康を 害ね て 引退した o j 九 三 一年 十月 三十日、 パルド クル •フォン •シ イラ，， 

ノ (Baldur von schirach) •か、 S A の 群 指導者 (Grllppenfiihrer) の 地位を 兼ねて、 黨の ライヒ 靑 少年 
指導者 (ReichsjugendfQhrer der NSDAP.) になつ た。 

迫害の 時代 

一九 三 〇 年、 政府の 命令に 違反し ゲ ■'ル サイ ユ條 約に 反對 したため、 シ イラ ッハは ヶルン (w o : l 3 ) 監 
獄に投也られた〇然し判決宣吿後に放免された〇彼は先づミ1ンへン次いでグラァッ(037しに行き、 
この 地の 學生間 體を 指導した。 

グレ 工ナァ (Groener) にょる H J の禁 t 

ヒトラ ー は S A が 禁止され る ビ共に、これに附閱してゐる 11 了も禁止されるのを防ぐため、シイラッ 
ノビ謀つて 8 人ぐ」 11 了 ^ を分離するこビにした0然しグレエナァは8人をも 11 げをも禁止した0足 
つてナチス靑少年運動は制服もなく徽章もなく、僞裝して運動を績けるこビになつた0當時の ]1 了は 
”=--^船乘机白ぃ诚衣、褐色の上衣か池：：通服を舂て、盜賊 ^ の如き有様でドイッ中を猶つた0然し、 
この 時期に こそ、 運泐 の最 a の 人的 要素を 得た o 不澌の 危險の 中に、 家宅 搜索ご 拘留 ミに # かされつ 
つ、ポヶットにビストルを忍ばせて、運励が锫けら ^ た。 









當時 ナチ ス靑 少年 組織の 參加 員は 約 三千 五 百 人に 達し、 應苋 奔數は 日毎に 增 加した 0 又、 ミュンヘン 
の ホテル 「帝 M の镋 J (Der ^り ^ ^ 一 ^ の段上階全部を運動のため使用するこミが出來た。 

グレ ゴオル •シユ トラ サア (Gregor strasser ) ビ の 對立 
ナチス靑少年運動がホテル「帝阈の || 」を使用するやぅになつた時、同じホテルに組織部1の事務 
所を設いてゐたグレゴオル*シユトラサアミ靑少年どの關係が險惡になつた0シイラプハはこの問題を 
ヒット ラ ー に 諮つ た。 シイラ ッハ は* トイ ッ各 地からの 情報を 得て、 當時權 力を 振つ. てゐ たシユ トラ サア 
の惡 評を 知 b 、 又 本能 的に シ ユ トラす アの性 格が 賴み 難き ものでぁる ビ 感じて ゐ た。 ナチ ス靑 少年 紐 
織は ヒット ラ ー •ユ ー ゲントた るべ ぐ、 シユ トラ サア •ユ ー ゲントた るべき ではな かつた 〇 
•ホ ツダム に 於け る ライヒ 靑 少年 日 ( Reichsjugendtag ) 

一九 三 〇年 から 三 一年に かけて、 ナチ ス靑 少年 運勸は ff 金の 缺乏に 最も 惱ん だ。 然し 一九 三 ニ 年 十 
月 二日には、 十 萬 人 以上の 靑 少年が •ホッグ ムに 集合し、 七 時間 半に 苴 つて ヒット ラ ーの前 を 行進した 0 
この集合は赘の最初のライヒ靑少年0:でぁつた〇 

ドイッ ^ 年 同盟 委員 ^ (Reichsaihuss der deutschen JugendverMnde) の 占領 
ナチ スが 政權を 獲得した 後、 シイ ラフ ハ ほ、 V ル 91 ンの アルゼン シユ トラ アセ (Alsenstrasse) に 在つ 
た ドイッ 靑年 同盟 委員 ^ を 占領した 。この 委員 曾は ブ p イン センの 將軍 フオ クト (Vogt) を 戴いて、 






ドィッ靑少年の大同問結を計つてゐたものでぁる0フォクト將眾は祺態の必然性を認識して、 11 了の 
指導に參加した。ドィッ靑少年同盟委員僉は、ドィッの各靑年_體の强み2指導的人物ビを知るため 
の ^ 富な材料を提供した〇かくては 11 ょは、フォン*トゥロォタァ提督 > {13131<§431;11£0を畏ご 
する 「大 ドイツ 靑年 同盟」 (Der Grossdeutsche Jugendbund) V 」 折 街す る こ w になる ^ 同時に、ドィッ # 
年衔泊 所 同盟 (Reichsverband fiir dstsche Jugendherbergen) を 神せ た。 



ドイツ 國靑 少年 指導者 (Jugendfiihrer des Deutschen Reichs) 

一九 三 三年 七月 中句、 バル ドク ル •フォン •シ イラ'' ハは ドイツ 阈 # 少年 桁 .^ 者に 任命せられ、 同時 
に、 任務 遂行の ため 各地に 委託 者を 任命す る權 限を 得た 〇 又、 內務 大臣 フリックが 街 少年 問題を 後見 
する こ ビ になつ た o 

シイラ ，ハは 第一の 處 S VJ して 大ド イツ 靑 少年 同盟を 解散せ しめた o フ オン •.，； ゥロ オタ ア提 0 は 海 
軍ヒ トラー •ユー ゲントの 名# 指導者に 任せられた 。鐵兜 _ (8ぽ 2: ^ 13)が8人に合併せられた如く 
鐵兜阐 の 靑年 組織た る 「シャルンホルスト」 (scharnhorst) •か H J 1: 合併せられ た。 その他の 諸 小 圃體 
は何等の闲難もなく 11 .1 に合併せられた0マルクス主義的靑年1腊は、ドイツ脔年同盟委員钤が占領 
された時に禁止された。かくて、ー九三三年ー月三十日に西萬人でぁった 11 1は約三 7| 海人になっ 
た。 然るに 尙 、新敎 靑年阁 vj カトリ， ク敎 靑年阅 V」 が HJ に 對立 して ゐ た。 



新敎靑年闻ど；3:1 

ー九三三年末、ラィヒ僧正ルゥトクィッヒ*ミユラァ(1^1 ^. 1><? ^ & 1 ^ ミ 11 了指 ^ 者シィラプハ £ の間 
に、 新敎 靑年闻 VJ H JVJ の 合併が 逯され 、次の 協定を 得た。 

⑴新敎 靑年阐 は ナチ ス國家 にょる ドィツ 贵 年の統 1 的阈 家政 策 的 敎 有を認め、 11 1を阈家理念の擔 
者 « 見る0十八才以下の新敎靑年は 1£ 了に編入される0甘 ,1 の_員にならない漭は、十八才以內では 
新敎靑 年 ^ の刚 員た る こ V 」 を 得ない、 g 陸上競技 及び 阈家 政策の 敎 冇は、十八歲迄は 11 了に於いての 
み行はれる0@新敎哿年 |^ の全沏員は、 11 1に從妬するのでぁるから、 ]1' ユの制服を矜る0 
この 協定が 結ばれた 後、 新敎 靑年_ は HJ に 編入せられ た。 

カトタブク靑年_ ^ ;::3 —— 「 HJ に 關 する 法 ^ 」 

一九 三 三年 以來 、五十 离 人の 靑少 年が カトリ" ク敎諸 _ 骼から HJ に 移つ た。 然し、 カトリ" ク敎街 
年阆 そのものは、 尙 柯 く、 その 宗敎 的指游 漭に ょつ て 指導され てゐた 。然るに 一九 三 六 年 十二月 1 H 
公布の「只ユに關する法律」は、その第一條に、ドィツ阈內の全ドィツ街少年が 11 ユに於いて總括せ 
られる饽を規定して、この狀態を改めた0 

「 HJ に關 する 法汴」 の 第二 條 は、全ドィツ靑少年が、家庭及び學校以外では 11 ユ ;. 於いて、阈民及 

び阏民 共同體 に 奉仕すべく、 國 民 社钤 主義の 精神に 於いて、 囱髂的 に、 精神的に 、近 徳的 に敎冇 せら 

四 七 






るべき こ w を 提定 した o 

第三 條は 、全 ドィツ 靑 少年を 敎育 する 任務は ナチ ス黨舟 少年 指導者 (Re o- hsjugendfahrer der NS 
DAP.) に 委任せられ る こ ミ、货つてナチス满#少年指_者は「ドィツ阈 # 少年指導者」 ^ §|? 
des Deutschen Reiches) たる こ V」、 彼は •ヘル リ ー ンに 本部を 有して、 最高 阈家 官廳の 一地 位を 占め、 
總統に 苗 艇 する こビを 規定した 0 

第 四條は 、當 法律の 遂行 及び 補 全の 爲めに 必要な 法令 並びに 一般的な 行政 規定は、 總統が これを 發 
令す る こ w を 規定した 0 

に H J の 組織 

、ヒ トラ ー •ユー ゲント (Hitler-Jugend. HJ.) (十四 歲 十八 藏 ) 

ト， -ユ —ゲ ドィツ小阈民部( 〇 21;301163 4§&\^0 ^ 1>,1.) (十 歲 一-四 歲) 

ドィツ 女子 靑年 ra w und deutscher Mddel. BDM. : . (十四 歲 丨 二十 ー歲) 

, /JJ ン女固 (Jungm tfi deh JM.) (十歲 十四 a ) 

H J の 地域的 區分 ミしては、朿部北部中央部南部西部の五大宵鹿(0156岛6 2: 61;)がぁり、大铹睇は四 
乃至 五の 赞區 (Gebiet) に、 管 區は三 乃至 五の 大區 (01,6さ£1目)に、大區は六の谣(631111)に、戚は狡 
個の 小區 (Stamm) に、 小區は 數 個の 從班 (Gefolgschaft) に、 從班 は數侗 の 群 (schar) に、 群は 數個 
の僚友阐0^ヨ63<1811 ^ 1;)に分れてゐる〇次に 11 了、 〇 げ、 6 1) :5、ユ；^の谣分を岡示する〇 













Reichsjugendfiihrung 
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Obergebiet 


Gauverband 


約 750000 人 


約 750000 人 
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Gebiet 


Obergau 


約 150000 人 


約 150000 人 




I 
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1 . 


1 
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Bann 

約 6000 人 


Jungbann 
約 6000 人 




Untergau 
約 6000 人 


Jungmadel- ! 
untergau 
約 6000 人 


. ! 


1 
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T 




Stamm 


Jungstamm 




M 幺 del ring 


Jungmadel- 




約 800 人 


約 800 人 




約 800 人 


ring 

約 800 人 
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1 


1 


1 




Gefolgschaft 


Fahnlein 




Madelgruppe 


Jungmadel- 




約 160 人 


約 160 人 




約 160 人 


gruppe 
約 160 人 


I 


_ 1 
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1 




Schar 
約 40 人 


Jungzug 
約 40 人 




Madelschar 
約 40 人 


Jungmadel - 丨 
schar 
約 40 人 


九 


1 


1 


1 


1_ 




Kameraa- 
schaft 
• 約 10 人 


Jungenschaft 
約 10 人 




Madelschaft 
約 10 人 


jungmadel- 
schaft 
約 10 人 


• 


HJ 


DJ 


BDM 


JM 


(14 才 -18 才） 


(10 才 -14 才） 


(14 才 -21 才） 


(10 才 -14 才） 
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三乓了の指導 

HJ の 最高指導者は 總統に ょ b ライヒ 靑 少年 指導 導 者 (Reichsjugendfiihrer) に 任命され た バル ド 
クル •フォン •シ イラ ッハ である 。ライヒ 靑 少年 指 薄 本部は V ルリ ー ンに 在つ て、 總統 に直屬 する。 本 
部の 組織は 次圓の 如くで ある 0 



ッ靑 少年 岡 書 館 I ナチ ス黨 經理 長官 



_|._ 戰 死者— 浩—敬 委—負 

—I マン ゲマル ク戰死 莓地箏 業 委員 

ヒト ラー學 .校 視學官 
諸— 學— 校— 及— 犬 1 ^ 問丨題 

丨| ドイツ 女子 街 年體 育 ^ 校 

I ドイツ 靑 少年 指導者 大璆 



ド ィッ靑 少年 柄 泊 所 中央 取 務局 






全阈熟 矬設 祺 業 委員 



指導者 養成 所 



_ — 1 幹 



丨 |啤味 旅 !^! ;^! 

丄 511外 務 W 
_!_ 出版 宣傅局 




丨ゲン ト慫戒 委員 



M 女子 靑 少年 局 

















また 各地 ^ の 指導者を 卷成 する ため 指導者 學校 (君 ? 与|)が & つて、ー九三五年度には男女 
合計 六十 五の 指導 济學 校が 全阈に 設けられた 。指導 为學 校は、！' 後 繼指遵 者を 签成 し、 n 現役の 
指琪 者に 新 知識を 供給す る 。敎育 課程は、 現在は 短期？！ W でぁるが、* k 期講； まれて ゐる o 卽ち 
シィ •ラ ッハに ょれば、 宵戚 (Gebiet) の 指導 漭學校 課程は 約三ヶ 月、 ラィヒ 靑年 指導者 ^ 校 ビラ ィヒ女 
子靑年 指導者 學校ビ の 課程は 約 六 ヶ月から 一年までに 延長すべき である 〇 谔 年 指導 ^ は 優秀な 歷史的 
政治的 民族 生物 學的 知識を 持つ 外に、 充分な 肉！！ 訓練を 受けなければ ならない 0指導奔寧校の敎竹の 
目的は"苦き指辑著又は後 1: 指势著たるべき者に、ナチス世界觀を體得してゐるこビかふ來る平靜な 
る ® 越 或を 與 へる こ V 」 に 在る、 VJO 



'gf H 



家庭 



家庭 ビ學校 W H JVJ は、 靑 年の 正しき 發 達 のために 協力すべき 三つの 力 i される o HJ は 家庭生活 
ど兩 親の 敎 W 作龙 V 」 を 妨害す V きでは なく、 家庭は nj の 行 取に 容啄 すべきでは ない。 然し 舟 少年 指 
導 者は 家庭 V 」 密接な 關係を 保つべき で、 家庭の 信任 者た るべき である 〇 故に 一週間の ぅち 

土曜 0 を「阈家靑年日」( 8 2 - ^ « 2 . 兵§< 1 2 - ( 1 <? )、水曜： 1 :の夜を「 11 1 阁 *»| の夕」( 11 2 . 1 ^ ^ 民{^£) 
<^して；13了に、日曜：1:を家庭に、殘る五週日を舉校に割當てた0 
「阈 家靑年 日」 は HJ の 日で あり、 靑年 達は 學校 から も 工場から も 解放され て、 各 睹のス •ホ ォッ、 



E 隊 行進、 遠足、 キャン ビング 等を する o 「 HJ の 間 销の 夕」 は敎 宵に當てられ、物語、童話劇、合唞、 
音樂、映赉等が催されて、この間 |: 民族學、ドィツ史、地理學等の適當な指濞がなされる0 11 ょの敎 
育に 就いては 後に も觸れ る 0 

五 11 ぶビ贫 

HJU ナチ ス黨 の附屘 M 骼で ある。 十歲 乃至 十二 歲 にして ドィツ 小國 民 部に 入り、 十八 歲に 至る 迄 
HJ 1-- 妬した 者は、 長期の 試練に 堪 へた 者 ビして、ナチス黨からは信じ得べき間十： £ 見られる。從つ 
て、利己的目的から入黨する獅子身中の虫にょつて黨の基礎を蝕まれぬため、黛は 11 3の中から黨員 
を 採用す る 0然し、總ての 11 了がそのま、黧員に編入されるわけではなく、少年時代から 1[ び£して 
不斷 1: 運動の 義務を 果 した 者に のみ、 入黨の 門が 開かれる 0 
黨， / JHJVJ の 間には 密接な 協力 組織が ある o HJ の最萵 指導部 ど ラィヒ 指導 機關 ビの關係、：=3の 
管陡 (06 2: 其)指遵部 ?£ 黨阽 0 目)指淇機關ミの閼係は、運動を促進し强化するビいふ共通意志に贳 
かれて ゐ る。 卽ち 、政治的 指 薄 者は 一名の 適當な ；=^指導者を副官ビする義務 *> ある(ラィ傅士の衍 
令)0これは大部分の >1 1指遨者に、 ]1 了のための活動期間中に、政治的指導管の義務範阑を知らし 
める 艺共に、政治的指湛機關の後繼客を確保する意鬪にょる0かくて多數の 11 ^指洱奔は政治的指淇 
者の 下に 一年間 勤務し、 HJ 以外の 運動 分野 vj の 緊密な 接觸を 保つ。 又、 農民 指 群 赉ヮル タァ •ダレ 
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(R. Walter Darr e' によつ て 設けられた HJ 指導の ための 敎 育期間は、ラィヒ食榀同盟 » 2 . <:11311穿1- 
1 d) の 組織を 紹介し、 ナチ ス農業 政策の 意味を 明らかにする。 

丄ハラ イヒ靑 少年 指導 



ィ ライヒ 職業 競 爭 ( Reichsberufswettkampf ) 

最初のライヒ職業競爭は、ー九三四年、 11 1ごドイツ勞働戰線( 0 人卩)どの協カ下に行はれた0 
この制度は、 11 1の約八〇％が職業生活者であるビころから、勞働尊重ど職業に對して持っべき矜持 
VJ を 養 ふビ 同時に、 職業 指導を も果 さん ど する ものである o その 方法は、 一定 時期を 限つ て、 全 阈の 
靑年勞働者 *> 提出する理論的又は實務的業蹟を地陡每に比較し、各地诚の最良者をべルリーンに呼び 
寄せて 決勝 戰を 行は しめ、 優勝者には ヒト ラーが 謁見を 許す ので ある。 ライヒ 職業 競审 は眾に 靑年勞 
働 者に 關 する 制度では なく、 競 筇の結果は、资年勞働者の職業敎育に注意を彿はない企業者の存在を 
明らかにする0ドイツ笮働戰線が、か、る企業者から職エ養成の瘠利を取上げたこビもあつた0 
0 ライヒ學生成緖競爭(泛 0- ^ 1 2. ^ § ^ 名 2- ^ £13 ^ <^8 2- ^ 11 5? 11) 
靑年勞働者に對してライヒ職業競爭が設けられた如く、學生のためにはライヒ學生成縱競宰が設け 
られ た。 その 目的は 學 生に 日頃の 硏究の 結果を 發 表せし め、 全 ドイツの 靑年學 徒の 統 一 結合に 具體的 
な 形式を 與 へよぅ ビする ものである。 . 



ラィヒ學生成結競爭の制度は、ー九三五年八月、ラィヒ靑少年指導部の社钤部ミドィッ勞働載線の 
靑年部 ごナチス學生圃どの間に協定が行はれ、職業競爭のー部ビして學生成紱競爭を行ふこビ、實際 
的 技術的に 見れば 兩競爭 は 各自 獨 立の 催しでは あ 4*か、制度 ^ してはーっのものに屬する部分である 
こ S が 決定され た o 

ラィヒ學生成拔競爭には、ー九三五年に專門學校が參加し、ー九三六年からは全大學も加はるこビ 

になった。 

一九 三 五 年 十二月に 催された ラィヒ 學 生成 給 競 爭に は" 1ドィッ村落、匕職業の統ー、 (=) 學問 
及び菝術に對するユダャ人の勢カ、邮文化的形成カに於ける民族的理念ビいふ四問題が提出された0 
學生は 問題 提出 後 1 學 期間 硏究 に從亊 し、 一九 三 六 年 三月 二十 五日 i でに 硏究を 提出し、 各地 方に ょ 
って 十人內 外の 優秀 成績 者が* ヘル リ ー ンへ 送られて、 ヒ トラ ーの 親閱を 許された 0 

學 生成緖 競 爭の贲 行 委員 會には 學 生成緖 競 爭指遵 者 •か 當 b 、 考査 委員 會には ラィヒ 文部坍 、ナチ ス 
學生沏、？53、ドィッ勞働戰線の各代表者 *' 當り、ナチス*ドィッの第ー線に活蹯する敎育的諸要索 
の 全 方面から 考査す る 0 

五 五 



第 九 章 田園 學年 

(~- 田阆學年 0 38 1^11<^ ? )設立の贲義 

「 1 IB . ビ地 J ビを世界觀の根本にしてゐるナチスは、十九批紀の目役ましい科學文明物質文明の « 榮 
の 結果 都市 文化が 陡？ 來 たし、 工業都市が 膨脹し、 地方 農村が 從描 的な ものに なり、 人々 の 生活 
总 識か、 ，っ祐 + 愛が 奪 ひ 去られ、 そのために 民族を 內 的に 分裂させる やぅな 個人キ 義物質 主義 功利 ヒ专 
等 •か 害毒を 流す やぅに なつた I て、 「地の 政策」 から 出た 鄕 十； S - 農村 韓重 主義を 取つ た。 敎育 上に 
現れた 地の 政？ 見る •へき ものには、 ⑴ 農村に 於け る敎暴 成 機關の 新設、 ⑵大草 暴 部の 改革、 抝 
學生 宿泊所の 設置、 ⑷ 農村を 背 f する 靑 少年 敎育 ( ヒト T „ T ゲント 等を 通じて)、 g 鄕土 科の 
重 親等が ある。 田 圓學 年の 制度は その 最も 端的な 現れで ある 0 
(-) ブ D ィセ ンの 田園 學年 制度 

田 阁學 年の 制度が 公の 規定 W して 現れた のは、 一九 三 四 年 一月の ブロ ィ センの 法令で ある。 この 法 
令に ょる V 」、 田 暴 年の 制度は、 「小學 校 八ヶ年 終了の 8 九ヶ 月間、 大都市 if 地方 農村の 宿 
泊 所へ 送つ て、 祖國 V .1 V ニの 愛 SI ひ、 健全な 階級 S し 5 村 1 者が— に對 して 持つ m 
傾を 納得せ し® る」 _ 的の もので あ b 、 ■の 農 i?f Vi V フ D グラムの 中心を なして ゐる 0 



(=) 田阒學 年の 副次的 意義 

田 阂學 年の 制度は、 最初は ナチ スの 民族的 敎育政 策から 出た 試みで あつたが、 後 次第に その 效果が 
認められる ヒ共に 、當 局の 大きな 惱みの 一つで あつた 失業 救濟 、從 つて 上級 學 校への 入學 緩和 策の 應 
急措骰のーつ ^ しての副次的意義を加へて來た0この點、田阅學年の制度は勞働奉仕 19] の制度に似て 
ゐる o 

(ra) 田阑學 年の 各 年度 方針 

田阆學年の制度は谷年度毎にその方針が中央部に於いて樹立される0ー九三五年度の方針を見るご 
田園 學年は 四月 一日を 以て 始ま 6、 袖 年度ょ b も 七 割 五分の 多人数を 參加 せしめ、 全 賸で三 萬 一千 人 
が各派遣地へ分遣されるこ £ になつてゐる0 
g 费 用の 支辨 方法 

田 阑學 年の ft 用は、 人 件费を 州が、 物件 费を學 校 聯盟 (schulverMnde) が、 その他を 國家が 負攒す 
る 0 

は 指導 組織、 指導者 及び 補助 者 

田園 學 年の 放 高 指 ^ 權限は 文部 劣 內の田 學年局 (Landjahrabteilung des Reichsministerii) u K 
かれ、 各 州に 特別資 任 者が 任命され てゐる 。指導者 及び 補助員は、 あらゆる 職業からの 自由 應苋 にょ 

S 七 



り 採用され、 特殊な 指溥課 程を 敎 へられる 0 
七 田園 學 年の 實際 

田阑學 年に 於いては、 田圓勞 働 實 習を 主 ビし、その間に諸敎科が授けられ、特に民族學、鄕土學、 
政治、 地理、 歷史 等の 學科は 各地 方 vj 關係 づけて 具體 的に 取扱 はれ、 禮拜 、祈 a 等の 宗敎 儀式から 歌 
謠ダンス等の娛樂をも共にし、常に嚴格な規律のぅちに起臥して、その間に共同骑的僚友精神を # 4 
せる 。又、 多分に 軍隊式 敎 養の 意味 も ぁつて、 田阒學 年當琪 者の 言には、 「田 阒學 年の 疼 6に、 こ 1 1: 
加入した 少年が、 敎 室、 家事、 勞働 奉仕 及び 地方 的 競技に 於いて、 小 分隊を 指導す るこビ を學び 、更 
に、 戰 場に 於け る 堅 實 確固なる 態度を 學び 、戰場 に 在つ て 自由に 話し 且つ ドィッ 的 命令を 與 へる こ i 
を 修了す るなら ば、 初めて 田園 學年 1: 於いて 少年を 敎育 した i 云 ひ 得る」 ビ ある 0 
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第一章 ナ t ス 文化 政策 槪觀 

% 

一 阈民瓧 會主_ ビは何 か 

ナチス の 文化 政策を 硏究 する ためには、 ナチ スの 文化觀 を 知る 必要が ある。 ナチ スの 文化 奴を 知る 
ためには、 國民 社會 主義 VJ は 何 かを 見なければ ならない 。故に、 簡眾な 問答の 形式を 利用して、 阈民 
社铐 主義の 輪廓を 描く こ W にす る。 

〇 阈 民社會 主義の 根本 律は if うい ふ もの か 0 
—— 一般 事を 私事の 上に ® け 0 
〇國 民社會 主義は 何を 欲する か。 

—— 國民 社會 主_は 、誠實 に 活動し ^ 働し よう ビ する 總 ての ドイツ人の 共同 體を 建設し よう ビ努 
力す る o 

〇各 人は 國民 共同骼 に對 して 如何なる 義務が あるか 0 
—— 各 ドイツ人は、 全力を 擧 げて阈 民の ために 盡 し、 何よ b も國 民を 愛すべき 義務 •か ある 0 
〇 ドイツ 國民 同胞 VJ は 誰か。 

— ドイツの 血を 持ち、 ドイツ 國民 v r. トイ ツ國民 精神 ご に 一身を ^ げる ドイツ •人の みが、 ドイツ 
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. 六 — 

國民 同胞たり 得る 0 

〇 何故國 民社會 主義者は 勞働黨 VJ 稱す るか 0 

— 网 民社會 主義 著は 總て勞 働す る 者の 結合を 欲し、 拳を 以てする にしろ 頭 腦を以 てす るに しろ 
勞働 する 者の 總てを 等しく 金の 桎梏から 解放し、 勞 働に 新たなる よ 6 高い 意味を 與 へよう ど 欲す 
るからで ある 0 

〇何故國民社會主義者は阈民主_を標榜するか0 

阈 民社會 主義者は 全 情 熟を 傾けて、 ドィッ 國民を 自由に、 强大 に、 健康に、 獨 立に 維持し よ 

う VJ する からで ある。 

〇 何故 K 民社會 主義者は 社會 主義を 標榜す るか 0 

國民 社矜 主義 ^ は 各國民 同胞の ために 勞働 V 」 パン VJ を 持つ 權利を 戰ひ 取らう V 」 欲し、 誠實こ 

阈民共同體のために働く各ドィッ人が勞働ビパンどに對して神聖な要求權を持つこビを確信する 
からで ある 0 

〇國 民 主義 W 社 會 主義 W いふ 槪念は 、矛盾では ないか 0 

否。 最も 贫窮 した 阈民 同胞の 權利 のために 貧す 時 こそ 典の 國民 主義者で あり、 國民 •か 强く健 

康になるこビを欲する時のみ跹矜主義者である0瓧會主義は國內生活に對する根本紀卞であり、 




國民 主義は 阈 外に 對 する 根本 紀律で ある。 

〇「社 會 主義 的」 ビ 「社會 的 J VJ の 間に 差異が あ ^ か 0 

—— ある。 この 兩槪 念は 二つの 異なる 世界 觀の 表現で ある ◦社會 的 VJ は、 國民 同胞が 勞働ご パン 
ビを 持つ 權 利を 施設に ょつ て滿 足させ 得る VJ 信す る 自由主義の 常娈 語で ある。 社 會主義 者は 各 阈 
民 同胞に 勞働ビ パン V 」 を 得る 權 利を 認める が、 これは 社會 主義者の 正義感に m ふからで ある 0 
〇 勞働黨 は闕民 的で あ b 得る か 0 

—— 够働黨 は 阈民 的で なければ ならない o 國民 •か 健全で ある 時の み、 勞働 者は 生きる こ w *> 出來 
る 0全身が死滅する時、各肢體は死ななければならない0全身.か陡全である時のみ、各肢體は健 
全になる o . 

〇國 民 社會 主義は 階級 鬪爭を 否定す るか 0 

—— 國 民社會 主義は 階級 鬪爭を 最も 重い 犯罪 VJ 見る o 陪 級 闘爭 は國民 を 劇しく 相爭ふ ニ 群に 分 
ち、 內政 的に も 外 政 的に も國 K を 完全に 萎縮せ しめる。 

〇 國 民社會 主義 的. 國家 VJ は 如何なる もの か 0 

—— 國民社 待主袭 阈 家. 、 J は、 公私の 生活に 於いて、 いつ 如何なる 所に 於いて も、 一般の 福祉は 個 
人の 福祉に 優先す る V 」 いふ 根本 則を 信奉す る、 誠贲に 働く 國 K 同胞 總 ての 運命的 結合で ある 0 
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〇网民 社 會主袭 者は 反 セム 主義者 か 0 

—— 阔民社 曾 主義者は ユダヤ人を、 國家內 に ー阈 家を 形成し、 誠 實 に 働く ドイツ人の 勞働の みに 
よつ て 生きる が、 自らは 國民の 生活 鬪爭に 力を 併せて 戰はう ミしなぃ、ドィッ_民內の異髋ビ見 



〇阈 民 社會 主義者は 戰爭を 欲する か。 

—— 否 。批 界の 全國家 この 平和を 欲する 。然し、 失業 克服の ための 活勸を 阻止され ない こ '? 」" 全 
國民 同胞の 勞働 VJ パン VJ を 得る 權利 のために 戰ふこ VJ を 欲する 0 
〇何故阑民社會主義者は議會主義ビ戰ふか0 

譎宵主義は無貴任の糾織であ6、諸國民は役票 (: ょつて決して截難から救ひ出され得ないからで 
ある。 國 民社會 主義者は 指導者 原理に 歸 依す る。 

〇國 民 社锌 主義者の 第一の 敵は 誰か。 

—— 阈際資本主袭である〇卽ち、阈民共同 0 のためを思はす、おのれの懷のみを心配する國際资 
本 主義 利铉阓 體の 手に 權カが 握られて ゐる やぅな 阈家形 式ビ綷 濟 形式 ビで ある。 

〇 「利子 奴 隸制廢 止」 なる 要求は 何を 意味す るか S . 

! 國際令.融資本の支配を除き、ドィッ阈民を財政の桂梏から救ひ出さぅミいふこミである。 



01 : 民 社會 主義者は 誰の 利益を 代表す るか.。 

—— 网民社會主義奔はー般に特殊利益を代表しない。鹿民ビか勞働者ミか市民ミかの特殊階級の 
ためを 計る のでは ない 。阈民 社會 主義者は、 阈 民全體 *>* 上抖する時のみ、農氏も市民も勞働者も 
生き 且つ 前進す る こ VJ が 出來る VJ 確信す る 0 
〇 國民社 曾 主義者は 平和主義 か。 

—— 卒和 主義 V 」 は 魃祸の表現に過ぎない0平和主義者は、他人の擁護を自分に耍求する *>* 、臆病 
のために 自分 0 身を 擁護す る こ V 」 •か 出來な い。 平和主義 V 」 は、 國民の 意志を 喪失せ しめ、 偉大な 
る 行爲を なすこ V 」 が 出來な いやぅ にしょぅ i 試みる 國際大 資本の 發明に 過ぎない o 
〇 誰が 阈民社 會 主義者 €稱 し 得る か 0 

—— 正 當に國 民 社會 主義者 ご稱し得る者は、垃大の犧牲を引受け、國民の上#を诂も熱烈に信じ、 
全力を 舉 •けて 一般の ために 働き、 隣人の ために も 自己の ために も 身を 挺する こビを 覺 悟して ゐる 
者の みで ある。 

こ、 に 寒げ た 二十の 問答は、 勿論、！： 民 社 何 主義の 全 體ビ 細部 ビを云 ひ盡 した ものでは ない が、 こ 
れに ょつ て阈民 社 會主袭 の 輪廓を 知る こビは 出來る 。これを 豫備 知識に して、 次に、 ナチ スの 文化 政 
策を、理論に贲際を昭1合せながら見て行く。 
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六 六 

( r ) 文化 政策 
U 文化 政策の 目標 

ナチ ス 文化 政策の 目標は 文化では なく 生活で ある ビ云はれてゐる。卽ち、文化政策は應用文化學で 
あつて、 民族 生理 學 VJ 文化 生理 學 ご •か 見出す 文化的 生活の 諸 法則を 應 用すべき ものである o 文化 政策 
の 任務は、 人間の 能動的 適應 性を 導いて、 それにょ つて 起 個人的な 生活 ( 卽ち阈 民の 生活) の 維持 可 
能 性を 高める こ VJ 1- ある 0 

n 文化財の 問題 

文化 政策の 目標が 國民 生活に ある V 」 すれば、 如何なる 文化財を 促進し、 如何なる 文化財を 排蜈 すべ 
きか •か 問題になる o 然し、 生活 どいふものを判斷の標準 |: すれば、促進せしむべきものは健全な卽ち 
生活を 維持す る 文化財で あ り、 排槃す べき ものは、 病的な 卽ち 生活に 危險な 文化財で ある o かの 世界 
を 愤激 せしめた 焚書 祺件 やユダ ャ 人の 科學者 藝術家 の 追放は、 この 理論に 從つ たもので ある 0 
ハ ■價 値標筚 の 問題 

個々 人の 幸 不幸は 個人的な 價値 標準で ある 。個々 人の 生活は 誕生 VJ 死ビの 間の 短時間に 限られて ゐ 
る炉ら 、個人的 價値 標準は 一時的な ものである 0 !£• に、 個々 人は 各自 異なる ものであるから、 個人的 
價値標 準は 統一的で ない 。文化 政策の 領域で 最も 情熱 的な 議論 •か 行 はれる のは、 各人が 文化の 價値を 



常に 個人的に 解嗶 する からで ある。 然し、 個人的な 倫理は 萬 人には 適用し ないし、 輿論が 統一し ない 
阈家 は、 阈民 生活の 調和を 缺くば かれで なく、 政治的 獨立 性を も 脅かされる 危險 •か ある o ド イツの 指 
導 原理は 國民 社會主 _ であるから、 全國 民の 思想 行動は 國民 社會 主義 的に 統一され なければ ならな 
い o 宣傅省 ご ライヒ 文化 評議 會ごは 、國民 の 思想を 統一す る機關 である 0 
(-) 宗敎の 問題 

世界の 大宗 敎は 、永遠の 生ビい ふ 思想 ビ 利己心の 克服 VJ いふ 思想 VJ では、 孰れ も 共通の 考へ 方を 持 
つて ゐ る。 然し、 V の 宗敎も 同じ 誤謬を 犯して、 永遠の 生を、 彼岸 ミ いふ 理解の 出來な い 場 處 での 個 
々人の 無限の 生 w し、 自己を 滅却した 利己的で ない 生活を、 民衆 中での 非 個人的 生活 S して 追求した 0 
彼岸 ビいふものを人間生活の筚繩にすれば、そのために此岸の現贲生活が甚はれる。又、民衆は生活 
の 敵で ある 利己心を 克服す る こビが 出來な い o 從 つて、 永續的 生活の 維持 ごい ふ 問題に， M つては、 敎 
會の信 條もマ ルクス 主義 も 役に立たない 0 この 理論は、 ドイツに 於け る マルクス主義 思想を 一掃して、 
階級 間爭 思想を 根據 w する 勞働 組合を 破坺 し、 敎 fr VJ の 間には 今 も 文化 間爭を 給け てゐる 0 
ホ JJfc ^ yj 利己心 ヾ J の 問題 

國 K 社 會 主義は 生活法 則に 從 つた 世界觐 であるから、 永遠の 生 及び 利己心の 問題を、 宗敎 VJ ti 別個 • 
に解釋 する 。卽 ち、 人 問 生活 •か 此岸で 永遠に 椿く こ V 」 は 可能で ある ばか b でな く、 個人の 永 泣の 生 w 



いふ要求を抛つて、生活の擗ひ手は個人の死滅後にも他の無數の個人じ於いて存給して行くべきであ 
る VJ いふ こ ミ以外を望まない0これが生活法則に從ふ現實的な考へ方である0從つて、侗人は個入が 
生きる 短い 時間 內で 、利己心の なすべき こ W、 卽 ち、 「偉大なる 永遠」 のた めの" 惡衷に 對 する 善 者 
の 健全なる 戰を 盛んなら しめ、 しかも、 善惡を 小さな 個人的 尺度で 测らな い。 この 意味に 於いて、 阈 
民社會主義は利己心を排斥しない。この理論は、阈內に於いては新しい生活总識を育ててゐるかも知 
れな いが、 對 外的には 、ドィッ 精神の 孤立、 新異敎 主義、 國家的 エ ゴィ ズム等 の 非難を 招いて ゐ る。 

(-) 生物 學的 文化 政策 

ナチ スは 此岸に 執费 する。 淀に 對 しても、 それに 從へば 此岸の 生が 得られる かご 問 ひ、 それに 從へ 
ば 彼岸に 行ける かごは 問は ない。 この 態度は、 生物 學的 文化 政策を 採らせる もので、 生物 學的 倫理を 
正しく 解釋 し、 幾 代に も 亙つ て 生き 得る ものの みを 促進す る 。故に、 ナチ スの 文化 政策は、 個人的 立 
場を 宽要視しないし、身分、階級、闻骼等の特殊利益を代表しない0唯、ドィッ阔民生活の现實的高 
上 發展を 關る のみで ある o 文化 政策は、 結局、 人間經 濟學 ごも 稱 すべく、 生命を 持つ ものの 家政で あ 
る o 一 言で 云へ ば" 文化 政策は 民族衞 生學ド •完全に 一致す る o 人 問の 生命力を 維持し 培養す るた めに 
は、 先づ 人間を 知る こ VJ •か 必要で あり、 人間を 知る ためには、 人間の 遺 傅 的諸價 値を 問は なければ な 
らない 。この 理論の 實際 化は、 ユダャ人 排斥 vj ァー リァ 人蒱讚 美 ビに 現れて ゐ る。 



( H ) 文化 政策 實施 方法 

文化 政策の 實施 方法は、 宣傅 政策 ビ 統制 政策 W に ニ 大別す る こ VJ i ' 出来る 。統制 政策は 文化 政策の 
消極 面で、 反 ナチ スの 印刷物を 檢閱 して 制限 又は 禁止を 行 ふ。 貧 傅 政策は 文化 政策の 精 極 面で、 ナチ 
スの思想藝術等を廣く內外に鼓吹する0文化統制の目的は軍ー輿論の形成にある〇 

m 統制 政策 
⑴反 ナチ ス的書 籍 及び 出版物の 統制 

阈民社會主義文學檢閱委員會は、宣傳咨又は黛の精神的思想敎宵策を檢討すべく任命されたナチス 
黛 各 機關 等ビ 密接な 聯絡を 取つ て、 各 稀 出版物の 檢閱を 行 ふ。 出版 販 钗を許可される苒锫及びパンフ 
レットは、 この 委員 會をパ スした ものに 限 b 、 阈民社 fr 主義 檢定濟 ビ 銘打たれなければ ならない 。その 
他に、 ドイツ 文獻 振興の ための 阔家 ;..J « 2. chsstelle zur F 6 rderung des Deutschen schrifuumse. V.) 
ビ 、アルフレ ット •口 ォゼン V ルタ 主宰 下の 「文献 獎勵 のた めの 主 ^ 」 (Hauptstelle fiir Schrifttums- 
pflege) V 」 が、 岡 書の 出版 販 f n を 監 ff して ゐ る。 ドイツ 文獻振 興の ための 阈家： 5は、 一九 三 三年 六月 一 
HV ルリ ーンに 設けられた 。ドイツの 全文 獻を昤 味して、 ナチ スの 目的から 見て 推 ^ する 價値の ある 
ものを 獎勵 する 外、 月刊雑誌 「岡 書 解題」 (Die Biicherkunde) を發行 し、 「文獻 獎 _ のた めの 主 ^ 」 の 
監督を 受ける 0 
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⑵反 ナチ ス新 聞の 發行 禁止 

反 ナチ ス新 聞の 發行 禁止 ビ 、その後の ドイツ 新開の 國家 統制 VJ は、 後 章 「新聞 政策」 を 見られたい 0 
⑶ 科學學 術の 領域からの ユダヤ 人 追放 

ナチ スのユ ダ ヤ人政 策に 就いては、 調査 部 ニ 課 編 r 獨伊の 猶太 人 政策」 を 一説され たい。 ナチ スの 
ユダヤ人排 /? に就いてはナチス側から榑々なる理由が皋げられてゐるが、先づ經濟的理由を見なけれ 
ばなら ない。 政權 獲得 前の ナチ スは 中小 商工業者 や勞働 者を 收攛 する ために、 無職 及び 不勞 所得の 禁 
止、 利子 奴隸 制の 打破、 トラスト 經玆企 業の 國營 化、 大企業よ り生する利益の分配等のスロォガンを 
並べ立てた。 取 實 に 徵 しても、 ナチ スを熟 烈に 支持す る 者は 中小 商工業者に 多く、 突擊隊 の 大部分は 
彼等より 成つ てゐ たので ある。 從つて 、百货 店、 大 商店、 高利贷 等に 對する 小市民の 佾惡 は、 これら 
商店の 經營 者が 大部分 ユダヤ人で ある VJ ころから 、ユダヤ人 排 /? 運動 i なつて 現れて 來た 。然るに ナ 
チス は大 資本の 味方で あるから、 經濟 面には 手を 觸れ す、 文化 面の ユダヤ 人 (官吏、 辯 護 卜-、 醫者、 
葜術家 等) を彈彫 する 政策を 採つ て、 中小 商 H 業者の 憤激を 鎭 めよぅ W したので ある o 然し、 ユダヤ 
人を 排斥す る こ w は ドイツの 文化 活動を 沈 退せ しめたから、 ドイツ 一流の ォー ヶス トラ 指揮者 フルト 
ク土 ングラ ー は、 全 ドイツの 藝術 家の 名に 於いて、 宣傅 大臣 ゲ" V ルスに 抗議し、 「迤術 家に i つて 唯 
ーの標準は、よい莓術か惡い莪術かビいふこ >? 」である0ユダヤ人か否かビいふこビは、线術家に£つ 



て 何らの 規準に もな 6得ない0從つてユダャ人であ 0 炉らビいつて、彼が具 1: よい迤術を持つ限ち、 
これを 排斥す る 理由は 毫もない」 ビ 云つ た。 結局、 ユダャ人は ナチ ス •ドイッに 澍 して 組織的に 經濟 
的 ボイコットを 試みよぅ ビする 政策を 採つ て ゐ るが、 これが 却つ て ナチ スのユ ダ ャ人 排斥の 火に 油を 
注いで ゐ る。 

然し、 文化玫 策 上 重要な 問題は、 ユダャ 人では ない ドイッ人 が 自ら 進んで ドイッ 本國を 去り、 亡命 
地に 於いて 各種の 文化 活動を 行つ てゐ る亊實 である 0 

⑷薮術 批評の 禁止 

一九 三 六 年 十一月、 越 術 批評が 禁止され て、 蒭術 通信 •かこれ に 代つ た。 「批評家」 の 代 b に 「莼術 主 
筆」 を 置き、 主筆は 少く VJ も 三十 歲に 達した 者に 限り、 匿名批評は 總て禁 する こ W になつ た 0 

宣傅省 •か 蕤術 批評を 禁止した のは、 一九 三 1 一一 年 以後、 藝術的 才能を 持たない くせに 政治的 見解 だけ 
は 優秀で ある S い ふやぅな 無能蒭 術 家が 輩出し、 この 現象に 對 して 勇敢な 新聞 •か 反對 を唱 へた こ ミが 
政治的 論 爭を 惹起せ しめたので、 これを 一掃す るた めに 禁止した ので ある。 かくして、 宣傅咨 •か 赛術 
品な bw 宣告した ものは 藝術 品で あり、 新聞は あらゆる 方法で これを 褒める 義務が ある こビに な 
. つた 0 

线術 批評の 禁止に 關 して、 宣傅 相ゲご ヘルスは 、「批評」 よ b も 「報告」 を 主 i し、 優劣を 論す るよ 
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b も 真 價を檢 討せ ょ VJ 云つ たが、 この 意味は 極めて 瞹昧 である 〇 要するに、 批評は 構成 的で あるべく、 
S 術 批評家は 「藝術 品 w 民衆 vj の 間の 媒介 者」 たるべき で、 あくまで 「奉仕」 に 生きなければ ならな 
い S 云 ふ 意味は、 薮術 批評家は ナチ ス的務 術 品を 國 民の 間に 普及 させなければ ならない VJ 云 ふこ ビ に 
なる o 

口宣 傅 政策 

宣傅は 、ナチ スが 政權 獲得の ための 闘爭 期以來 、對內 的には 阈 民の 關心 VJ 信賴 VJ を 收攬 して 輿論の 
統一を 計 b 、 對 外的には ドイツ 阈 民の 傅統 VJ 文化財 ビを 誇示して 近代 技術を 紹介し、 ドイツを 單なる 
好戰网 又は 非 文化 國 VJ して 敵視す る 自由主義 諸阈の 反 對宣俜 に 對應 する ため、 最も 力を入れて ゐるも 
ので ある。 ヒ トラ ーは、 r 宣傳な る ものは、 武器 以上で もなければ 武器 以下で もない 〇 もし 宣傅 なる 
ものの 性質を 眞 に 會 得した 人の 手に かかれば、 實に 恐るべき 武器で ある」 VJ 云 ひ、 ォイゲン •ハダ モ 
ゥス キー (現 ドイツ 放送 简長) は、 「寅 傅は 勢力 獲得への 意志で ある」 w 云つ た 0 
右の 趣旨に 某-ついて 設立され たのが、 國民 啓 ^ 宣傳省 c tt 〕 (Ministerium fiir volksaufk WT rung und 
pspaganda ) であつ て、 阈民の 胸中に 阈民 社軻 主義 的 信念を 港 透させる ため、 中央に 統制？ れた 方法 
で、 明快 且つ 廣汎な プログラムを 製作し 贲行 してゐ る。 宣傅 肖 の 組織 その他 具體 的な 寅 傅 方策は、 調 
査部ニ 課 編 「獨 逸の ft 俜糾織 VJ その 實 際」 を 參照さ れたい 0 



註阈民啓菜穴傅省の設*は一九三三年三月十三日の布吿 1: 依る。「阈民に對マろ楮神的惑化、國家、文化，及ぴ摒濟のための 
寅傳 *それ |*- ついての阀內及ぴ闽外の公衆の啓较 |: 關マ*凡ての任務，及ぴこれらの目的 |- 率仕する凡ての制度の行玫」は 
寅 傅 省の 管掌 ll te - r s 。 

第二 章 ライ t 文化 評議 會 

ライヒ 文化 評議 會 ( Reichskulturkammer ) は、 「ライ t 文化 評議 會法」 (一九 三 三年 九月 二十 二日 ) w 
「ライヒ 文化 評議 會 第一 施行 令」 (一九 三 三年 十月 一日)，/」 を 法的 根據 V 」 して 設立され た。 施行 令笫三 
條に、ライヒ文化評議宵の目的は、科員の協同に依り、宣傅相の指堪の下に、國家及び阈民に對する 
責任に 於いて、 ドイツ 文化を 促進し、 文化 業者の 綷濟的 社 會的事 項を 規律し、 所 妬 職業閗 體の琪 業を 
調整す るに ある ど 規定され てゐる やぅに、 ライヒ 文化 評議 會は 、宣傅 劣ビ 密接な 連絡を 取る ナチ ス文 
化 政策の 贲 施機關 である。 

(-) ライヒ文化評讅會の組織 

ライヒ 文化 評議 會の總 裁 ( president ) は 宣傅 大臣 (Reichsminister fiir volksaufkl »3 : rung und Fr ? 
ロ3 «1 目{1£1)であり、贫傳大臣は货 ^ 傅部部長である0これは農業大踣(116 0- 11| 5- 5- 1^ £? 1£3穿3另 
und Landwirtschaft ) が ライヒ 農民 指 ^ 者で ある 例 3 f 同じく、 同一人物を 仲介に して 黨指漭 部 w 行政 
組織 ビの浊絡の緊密圓搰を阏つたのである。 
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總裁は 一名 又は 数名の 代理 (8 £ < 良3 53- 10を任命するが、これは副總放 < 5- 61}1^8 〇: 6 2. )ミ晔ばれる〇 
ライヒ文化評議會總裁は、ライヒ文化顧問贫(1^ 3- 81011 2- 31;) vj ライヒ 文化 元老院 ( Reichskul - 
tursenat ) vj に 助けられる 0 

ライヒ 文化 顧問 曾は 谷 評議 會の會 長ょり 成る 助言 機關で ぁる 。ライヒ 文化 元老院は 各 評議 會の會 長 
vj ドイツ 文化に 於け る 卓越した 人々 ビを含む百五名の會員ょり成り、ドイツ文化生活の最高裁斷機關 
ビして、ドィッ文化 *> ナチスの線に沿って系統的に進步發展するこミに責任を持っ0 
ライヒ 文化 評議 會の 常務は 三人の 事務 主任 (Geslt3f c: hrer) によつ て處理 される 0 
ラィヒ文化評議會にも、勿論、ナチスの指導者原理が適用せられるのでぁって、總裁が最上の權威 
V」 資 SVJ を 持つ て、 各 評議 會の會 長を 任命し、 總 裁の 決定は 各 評議 會の 決定に 對 して 潑先權 を 持つ の 



である o 



文化 評議 會總 裁丨 



丨總裁 代理 ( 一 丨數 名) 
丨事務 主任 (三 名) 

丨 文化 顧問 會 (七 名) 



r 文化 元老院 (一 ◦五名) 
-) 各 評議 會の 組織 




ライヒ 文化 評 a 會は 次の 七 部門に 分れて ゐ る。 

V ライヒ著作者評通好(116 〇- 1133{;11 2. » 2- 381^33610 

( 2 ) ライヒ 新聞 評議 會 (Reichspreikammer) 

(3) ライヒ • ラ デ オ評議 會 (Reichsrundfunkkammer) 

( 4 ) ライヒ 演劇 評議 ^ (Reichstheaterkammer) 

® ライヒ 音 樂 評議 會 (Reichsmusikkammer) 

(6) ライヒ 造形美術 評議 會 (Reichskammer der bildenden Kiinste) 

( 7 ) ライヒ 映 盡評潘 會 (Reichs s mkammer) 

ライヒ 文 ft 評議 會總栽 は、 各 評議 會の軻 長 (president) ビ その® 問 曾 ( p 3: sidialrat)0 fr BVJ を 
任名する〇各評議宵の钤長は、顧問會科員中からー名乃至數名の代理 (3 ?? 1 < 6 3- 1-6 ?? 10 ビ亊務主任 
(Gesch si tsfiihrer) vj を 任命す る。 

佾、 各 評遘 矜には、會長が職業阄體の代表者を任命して組織せしめる行政審讅會( < 与名£1 ?? 目&81^. 
rat ) が ある o 



各 評議 會會 長上 



— 顧 問 會 
丨 脅 長 代理 
^ — 寧務 主任 
I 行政 審議 會 




% 



• 七 六 

各評議會は法定の圃體であるが"その決定寧頃はライヒ文化評讅_總裁がこれを否決し得るのだか 
ら 、大きな 獨立 性を 持つ こビが ない . 0 又、 各 評議 钤は 、職業 別の 阁體糾 織を 作つ たのみで、 各 評議 科 
間に 價 値の 等級が あるので はない。 

⑴ラ イヒ 著作者 評議 會 

# 長 ハンス 鲁ヨ オ スト 

組 織 (-) 著作寒部 (-) 菩籍 業者 群 ！ 出版部、販钗部、仲 11 龙部、贷本業部、帐簿代表 
赉部 、書籍 業 使用人 部。 三 同盟 部 —— 住所 錄及び 廣吿書 出版者 同盟、 阈民 阔酱 
館長 同盟。 ドイツ 岡 轉 館長 同盟 。間 體會員 —— ドイツ言語枣矜、愛宵家料、諸岡齊 
館勞働 共同龄 Q 

⑵ ライヒ 新聞 評議 會 

會 長 マックス •ア 一マン 

組 織 (-) ドイツ新聞同盟じドイツ新聞發行者同盟巳ドイツ雜誌發行者同盟刚新敎 
新聞 同盟 g カトリック 新聞 同盟 六ドイツ新聞雜誌小赍同盟 七 官 •俜雜 誌 販 fi 
同盟 八 ドイツ 新聞 速記者 同盟 九 ドイツ 通信 報道 社 同盟 汁 ド イツ詖 杏 矜所苻 
者 同盟 土 ドイツ 新聞 雜誌卸 赍 笼者 同盟 ±1 ドイツ 驛構內 書 鞒販資 m 溝 同盟 主 



(5) 



⑷ 



⑶ 




出版 使用人 同盟 部 0 
•ラ デ ォ評議 替 

a ハンス •ク リイ クラ ア 

織 文化 形成の ための 諸 部 —— 經濟 、技術、 宣傅 。ラ デォ にょ b 活動す る莪術 家 部 (赞 
理 者、 放送 栺揮 者、 茜 術 家の 幹部 等々)* "冏體 會員 I 全國ラデォ協科、ドィツ素人 
放送 者 a 
演劇 評議會 

長 ライナ ア •シユ レッサ ア 

織 (-) 劇場部。專門群 —— 演劇 指揮者、 舞台 監 «■ 、 演技 指揮者、 歌曲、 戯曲、 合 唱" 舞 
踊 技術 員 OT 1 ダンス 部 (社交 ダンス 敎師 ) o 三 寄席 部 (熟 人、 興行 人、 ゲァ リヱ テ • 
サ ー カス 興業 者) 0 . 

ドィツ 演劇 發行老 同盟 G 
音樂評 遴 fr 

長べ 1 タア •ラ ア 1 ベ 

織 -) 作曲满部 =.) 仝國音樂家部务部 —— ォーヶ スト ラ 音樂 部、 アンサ ンブ ル昔 樂 



(6) 



家 及び 自由 音 樂家部 、音 樂敎師 部、 獨 奏者 及び 樂長 部、 新敎敎 會音樂 家 部、 カトリック 
敎會音 樂家部 0 (H) 音 樂钤 部、 各部 —— 音 樂會開 催 者 部、 音樂會 周旋 部 o 剛 n 丨 
ラス 及び 國民音 樂部各 部 —— 男子 合唱隊 (ドィツ 歌手 同盟)" 男女 合唱隊、 素人 樂 
器 同盟 0 ( 35 :) 樂譜 出版者 部は 樂譜 販赍者 部—— 樂器 製造業 者 共同 船 —— 网體矜 
員 音樂著 作榷 利用 協 曾。 

ラィヒ 造形美術 評議 會 
一長 ア ー ドル •チ ー グラア 

一 織 第一 部 管理 事項、 法律 寧 項、 綷濟取 項" 社會事 現 C 
第ニ部3宣傅、新聞、勞働調達。 

(b) キ 9 スト 敎務術 、慕 地、 記念碑。 

第三 部 建築家、 造園 家。 

第 四部谣 家、 彫刻家、 筆耕 a 
第五 部 風俗 ^ 家。 

第 六部 工務 家、 設計者、 室 內裝钸 家。 

第 七 部 美術 骨 策 商" 美術書 出版業者 a 



第 八 部 設備、 協會 o (a) 突 術 敎育 、美術 並びに 赛術 家協矜 、エ貉 家 同盟、 展费會 0 

( b ) 「クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデ」 

(7) ライヒ 映窬 評議 會 

會 長オ スワルト •レ ー 二 クヒ 

組 織 1 映 溢 部 I 映 谥製 作者 (製作 ^ ^ 者、 映 溢 監督、 俳優 等) を 含む。 に 映窬 經濟 
部 —— 專門湖 腊 ⑴映窬 製作 (娛 樂映谋 製作、 映 粛編輯 、映 溢 製作 場" 輸出入、 配給 
所) ⑵ 阈內販 H ⑶映窬 劇場 ⑷映谋 及び 映满館 技術。 專門協 宵 —— ドイツ 映 粛 
館 及び 文化 映窬 製作者 同盟。 

三 ライ t 文化 評議 會の 任務 

ライヒ 文化 評議 會は 、その 權限內 にある 一切の 事業の 條 件を 決定し、 文化玫 策 上の 問題に 關 する 政 
府の 諮問に 答へ る o 然し、 ライヒ 文化 評議 會は m に ナチ ス 文化の 振興を 岡る 思想 的 取締の 機關で はな 
く、 文化 面 に活動する人間の身分的職能的保障制度の規定を有し、文化_體相互の調節を計り、文化 
業者の綷濟的社會的問題を規定し、全所屬員の共同闻結にょって、ドイツ文化を促進する任務をも箝 
びて ゐ る。 この 意味から、 ライヒ 文化 元老院の 如く、 网民 文化に 對 して 功 勞の あつた 人物を 召集して 
優遇す る 設備を も 有する ので ある 0尙、ライヒ文化評謎科の規定中には、ドイツに居住する外阈人に 



適用され る もの •か ある。 

g ライヒ 文化 評議 會所庙 員 

ライヒ 文化 評 譴會は個々の評議會の聯合ではなく、各評議矜所屬員が同時にライヒ文化評議會の所 
妬 員に なつて ゐる o 卽 ち、 各 評議 曾の 所 妬 員は 齊通 三つの 所芘關 係を 持つ わけで、 第一に 職業的 部門 
同盟又は部門群 1: 所墘し、第ニに個々の評議钤に所妬し、第三に全體ビしてのライヒ文化評議會に所 
«3 する o 佤し、個々の評議會に所坧せすに、庇接全賠ビしてのライヒ文化評議會に所 «3 するものはゐ 
ないが、職業的部門间盟等に所屬せすに莳接個々の評逯會に所瑶する者はある0 

ドイツ 阈內に 在つ て 文化 關 係の 職業 (文部 堪管轄 下の ものを 除く) に從ふ 1 切の 人間 U、 强制的 に 
評議 脅へ 編入され る 。然し" ライ ヒ文化評議軻はナチス的職能 |#1 腊組織であるから、侗々人の活動は 
これを 公的 任務の 遂行 ビ 見て、 不適格 ビ認 めた 人間は 編入を 拒絕 する 。編入を 拒絶され た 人間の 文化 
活 恥 は 大いに 制限を 受ける 0例へば、評議矜の規定 1: ょつて、新聞業、印刷業、岡書販賣菜に從事す 
るユダヤ人が驅逐され、反ナチス思想を抱懷するドイツ人の文化活動が阻 !1: 又は制限を受けた0 
五勞 働戰線 VJ の關係 

ラィヒ文化評議钤は勞働戰線のー阀體である0又、阔民勞働統制法の諸規定はライヒ文化評議_の 
諸难 業に も 適用せられ るから、 勞働 管理 官は 、ライヒ 文化 評議 曾の 範圍 1: 含まれる 一切の 革 業の货 銀 




問題に 對する 法定の 權威 者で あ •る o 

第三章新聞及びラデォ政策 

1 新聞 政策 

新聞がー般阈民の輿論の指濞者である寧赏は、ナチスをして嚴格な新聞政策を執らしめ、ー九三三 
年 十月 四日には 新聞記者 法を 制定し、 同年 九月 二十 六 ：：：に設立されたラィヒ文化評議贫中に新聞評遴 
會を 骰いて、宣傳铒內の新聞統制に關するー /..3 ミ共に、全阈薪聞の指冯統制に當らしめてゐる0 
⑷反對 派 新聞の 整理 

マルク シ k ト系諸 新聞は 一九 三 三年 二月の 阈钤讅 事 堂 放火 事件に 關 係した V 」 いふ 理由で 發行 停止を 
命せられ た。 約 五十の 共產黨 系 新聞 ビ約百三十の社會民主黨系新開*、」が閉筘を命せられた。知識階級 
を 對 象，/ j して ゐた 所謂 自由主義 的 新聞は、 批判の 自由を 失つ た 以上、 例へ ば V ルリ ーン のフ * ス新聞 
^ 0瓦|6べ务§&)の如く、自己淸算を行ふか又は相次いで阈民社矜主義の統制下に協調した〇炉ぅ 
して ナ + ス系 新聞は 槪況を 極めて 約 百 二十 紙に 及んで ゐ る。 新聞の 生命 VJ も 云 ふべき 批判の 自由が 失 
はれた 反面には、 ナチ スの弾 m にょつ て 多數の 下等な 赤新聞が 1 M された V 」 云 ふ 利益 も あつた 。次に 
一九 〇 九 年から 一九 三 四 年に 至る* トィ ッ 新聞 數を 見る 0 



九 〇 九 年 
九 一二 年 
九 一 四 年 
九 一八 年 
九 ニ 〇 年 
九 ニ 五 年 
九 二八 年 
九 三 〇 年 
九 三 ニ 年 
九 三 四 年 



新聞 數 

三 五 七 ニ 
三 五三 四 
四 ニ 〇〇 
ニ 九 三 八 
三 五 〇〇 
三 一 五 ニ 
三 三 五六 
三 三 五三 
四 七 〇 三 
三 〇九七 



言論 自由の ナチ ス 的解釋 



一九 三 五 年の ナチ ス黨 大會に 於いて、 ラィヒ 新聞 評議 會轉長 マックス •ァー マンは、 言論の 自由に 就 
いて 次の 如く 述べた o 「西歐 的 意義に 於け る 所論 言論の 自由 S いふ 槪念 は、 最早 我 •か ドィツには 存在 
しない o この槪 念 及び この 狀態 ♦の 除去は、 國民 社會 主義 革命の 偶然の 結果では なく、 寧ろ その 網領的 






意志の 實 行に 過ぎない o 故に、 國民社 會主義 は 新聞に 對 して 國民の 指導 機關の 任務を 輿へ、 新聞が 阈 
民 總意ビ 特殊の 關係 にある こ ビ を 明らかにした o 自 山 に 就いて 語るならば 、常 然次 のこ VJ が 問題に な 
る。 自由 ビは 何に ょつ て保證 され、 何のた めに 存在す る もの か 〇 自由は 常に 統一を 前提 VJ する もので 
ある o 故に、 新聞は それ 自體 のために、 まして 自己の 目的の ために 存在す る ものでは なく、 その 自由 
性は ドイツ 阈 民の蝠 祉ご 結合して 存在す るので ある」 0ァー マンの 言葉は、 ナチ スが言 論の 自由を 如 
何に 解釋 して ゐる かを 明らかにして ゐる 0 

ハ 新聞 脅 議 ((pressekonferenz) 

毎日宣傅省に於いて新聞锊議が開催せられ、通信瓧通信員及び新聞辐輯人(中央新聞社の主なるも 
の 及び 地方 新開 社の 編輯 人) が 集合して、 政府筋 各方 面から 材料 及び その 註釋を 與 へられる o 通信社 
通信員 及び 新聞記者は すべて 宣傅 省の 統制す る 組合員た る こ VJ を： 要する ので あつて、 その 資格は ァー 
リァ條項にょつて人稀的制限を受けてゐる外、その政治的见想及びその發表に常に屎甫なる監抒を受 
ける 。その 結果 ドイツの 新聞記事は 政府 又は 黨の指 岡す る 記事で あるか、 又は* 少くビ も 政府 又は « 
の 意に 反しない 記來 のみで ある 0 

(=) 諸 通信社 

⑴ ドイツ 通信社 (Deutsche NachrichtenbQro. D.N.B.) 



t 



八 四 

ドィッ通信社は、ドィッの新閉ニユゥスの蒐集ビ配給，/』を獨占的に行ってゐる通信社で、世界的に 
疳名なクォル 7 通信社ビ圯信聯合ビがー九三四年に<"併して成立したものである〇この通信社の株は 
全部政府に只上げられ、玫府直接所有の五〇％余以外の株は私人に分有されてゐるが、贲際は政府の 
信託 的 所有に 過ぎす、 全く 政府 所有の 通信社 ビ見 てょ い o 同社の 通信網は 全世界に 張られ、 〇 ィタ 
1、 ァゲ ，ス 等の 情報に ょって 補充され る。 國 內支局 約 五十、 务地に 派して ゐる通 倍 員數は 約 百 VJ 稱 
せられる o 

(2) トランス •オ ツエ アン 

トランス •ォ ッエ ァンは 對外 通信を 目的 ^ し、ドィッ阈內の唞情を、英佛獨西の四ヶ國語に1って、 
無線屯信で國外に放送する0 

⑶ オス テ ツクス •ブレス (ostexpress) 

ォス テックス •ブレスは ソ聯 及び 東歐の 問題を 取扱 ふ 0 

(4) ナチ ス策 通信社 (Nationalsozialistische Partei-Korrespondenz) 

ナチ ス篼 通信社は 黛 通信に 關し て權 威が あ b 、 國内 新聞の 指導を 目的 V 」 する。 

(5) ドィッ 外交 政治 通信社 (Deutsche Diplomatisch-Politische 
Korrespondenz) 




ドイツ 外交 政治 通信 祉は 外務 洛の 機關紙 VJ して、 外交問題を 取扱 ふ 0 
ホ 新聞記者法 9 泛8011 2. » 1 2. ?3- 1兗36 £ 槪要 

一九 三 三年 十月 四 H の 新聞記者 法は、 ナチ ス阈 家の 出現 ど 共に、 必然的に 行は なければ ならな くな 

つた、* トイ ツ 新聞 機構の 完全なる 改革の 某 礎を 作る もので あつた 。卽 ち、 ナチ ス •ドイツに 於いては、 

/ • 

新聞は 自己 目的では なぐ、 精神的に 國 K へ 働き かける ビ いふ 目的の ための 手段で ある V 」 いふ 見地 か 
ら 、從來 は 個人的な 精神 活動の 擔者 であつ た 新聞を、 阈家的 公的な 課題の 擔著 にしょぅ どした ので あ 
る 0 

⑴新開 記者た る v き 要件 (同 法 第 五條) 

( a ) ドイツの 國籍を 有する こ VJOg 公民 權 w 公職 就仟 能力 V 」 を 喪失し ゐざる こ VJO ( c ) ア 人 
種に して 非アー リア 血統 者 ビ 結婚して ゐざる こ VJO ( d ) 滿 二十 ー歲 以上た る こ £0:5職業能カを -17 
する こ VJOg 再 門 家 的に 訓練され て ゐるこ VJOS 公衆に 對し影 轶 威 化を 及ぼす 仟務 U 必要なる 資 
質を 具備す るこビ 0 

( 2 ) 新聞記者の 任務 (同 法 第 十 五條) 

( a ) 記者は、 その 取扱 ふ 事柄を 眞贲に 表述 し、 a つ a 心に 從つて 判斷 する 仟務を 有する o ( b ) 記名 
は a 心に 從ひ 、職務の 內外に 於け る 行 肺に ょり 業務に 必要なる 竹 敬に 値する こ ビ を 示す 莪務を ft ふ 0 



⑶新聞 揭載禁 Ih 事項 (同 法 第 十四 條) 

( a ) 大衆を 誤 薄す るが 如き 方法で 自益 目的 V 」 共益 目的 ビ を 混同した 記事 og 网外に 對する 又 阈內に 
於け る ドイツの 阈カ 、ドイツ 阈民の 共同 體意 志、 ドイツの 國防 力、 ドイツの 文化 又は ドイツの 經濟を 
薄弱に した り、 他人の 宗敎心 を 傷け る 如き 記琪 o (c) ドイツの 名 # ビ 威嚴 ごに反す 0 記琪0 (( 1 ) 他人 
の名费 又は 幸福を 違法に 傷つけ、 他人の 名猙を m つけ、 他人を 輕侮 する 記祺 o (e) その他の 理由に ょ 
つて a 俗に 反する V 」 認められる 配 亊。 

ニ ラデオ 政策 
U ラ •テオの 意義 ビ 指導 

ラ デオも 新聞 ビ间じく’ナチスの穴傳用具ミして’國內輿論統ービナチス思想普及ビのため’颇る 
東 要な 役割を 演じて ゐる 0 

ラデオの指群統制に當るのは、ライヒ2フデオ評議會ご贫傅省ビでぁる。ナチス政權獲得前は、遞信 
省が全放送設備を所办し"國家放送钤社の下に十大放送飢緘を支配してゐた0ナチス政權の出現にょ 
つて、この十大放送組織は全部中央集中化されて、改造された阈家放送钤社の指揮下に於かれたが、 
この 阈家 放送 會社 は宣馎 省の 監督を 受ける 。現在、 ラ デォ 放送简 は 二十 五 ぁつて、 主要 放送局は 百キ 
ロ 放送 能力を 有する。 



n ラ デォの 普及 

ラ デォ •か 大衆 敎 化の 重要 用具で ある 以上、 當局は ラ デォ聽 取 器齊 及に 極めて 熱心で ある。 ラ デォ聴 

取 器 製造 高 は" 

1 九 三 ニ 年 百ー莴 一千 個 
一九 三 七 年 百 六十 八 萬 一千 個 

である。 この 外、 約 三十の 工場で 安 _價 な 國民聽 取 器を 製作し、 一九 三 七 年に 於いては、 四十 七 萬 五 
千 個を 製作した o 1 九 三 四 年に 於いて、 ラ •チ ォ聽取 器販賣 額は 約 六 百 萬 マルクで、 前年度ょり 百 萬 マ 
ルタ 以上を 增 加した 。これらの 數字に ょつ て、 ラ デォの 普及 度が 窺 はれる 0 
(-) 大衆聽取組織 

大衆 聽取 組織 ごは、 ナチ ス黨ラ •チ ォ監督 官の责 任 下に 行 はれる もので、 政府 當埽 者が 國民 大衆に 呼 
びかけ る 必要が ある 時、 廣場 、學 校、 工場、 一般 集合 埸 等を 利用して 大衆を 集め、 政府 當妨 者の 言葉 
を 聞かせる 組織で ある。 この 目的は 勿論 統一され た 輿論を 獲得す る こ W にあつ て、 この 放送時間には 
全 ドィッが 仕事の 手を 休めて 放送を 聞く 0 
一一 反 ナチ ス宣傅 

反 ナチ ス宣俜 は、 ドィツ ビ 利害 關 係を 異 じする諸國から稀々なる手段にょつて行はれてゐるが、ラ 

八 七 



デォ取業に於いても、ソ聯その他から窀波にょる反ナチス宣傳が行はれるのである0 

第 四 章宗敎 政策 . 

(-- ヒ トラ ー の 宗敎觀 

「我が 圓爭」 に 見られる ヒ トラ ーの宗 敎觀は 大要 次の やぅな ものである。 

Z ブ D テス タント 對 カトリ" ク の抗爭 は、 ユダャ 人 •か ドィツ 阈民 の反ユ ダ ャ的 思想を 緩和す るた 
め、 P 丨マ 法王 權の 問題を 利用して 行つ た 陰謀で ある 0 
レ 然し、 地上の 將來に VJ つて、 ブロ テス タント 又は カトリ" クの 勝敗は 問題で なぐ、 アー リア 民 
族の 發展か 死滅 かが 問題で ある 0 
(-) 民族 運動は 當然 法王 主義に 對 する 間爭 である。 

(= 民族 運動 內部で は、 カトリック 敎徒ビ ブ&テ スタン ト敎徒 W が 腕を 組んで、 ユダャ人 排轚 のこ 
¢ 1: 從 ふべき である。 

結局、 ヒ トラ ー自身 は 元來 P 丨マ •カトリック 敎徒 であつ たが、 信仰を 喪失して 以來 は、 如何なる 宗 
敎的禮 拜 にも 列し ない ので ある 0 

ニ ナチ ス宗敎 政策. 
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國 民社矜 主義の 立場は 現世 的 政治的で あつて、 普遍 妥當 性ょ b も 特殊性を 重ん する o これに 反して 
敎會の 立場は、 ブ 13 テス タントで あれ ヵトリ， クで あれ 彼岸 的 精神的で あつて、 敎 fr の 不鍉性 を 信じ、 
宗敎的 使命を® んずる o 兩 者の 間に 街 突が 起る のは 當然で ある 0 
ナチス黨網傰第ニ十叫條は宗敎に觸れたものであつて、 

「ドイツ 阈家に 對し 危險を 及ぼさす、 又 ゲルマン 民族の 倫理 威 情 及び 道瘀感 情に 背かざる 限りに 於 
いて、 國內に 於け る 信仰の 自由を 認む 0 

N S D A P は 一定の 信仰告白に 束縛 さる、 こ ^ なく、宵證的キリスト敎の立場を代表す。黨は內心 
的 外形的 いづれ の 形式を 問は す、 ユダャ 的 唯 物的 精神に 挑戰 し、 ドイツ 國民の 恒久的 更生は 次の 根本 
觀 念の 上に 來 るべき こ S を 確信す 。卽 ち、 『公益は 私益に 優先す』」 

ビ なつて ゐる 0 キリスト 敎は必 すし も 否定され す、 個々 人の 信仰の 自由は 制限つ きで 許されて ゐる 0 
又、 總統 代理 ル ードル フ •へ ス (stellvertreter des FOhrers Rudolf Hess) は、 一九 三 五 年 五月 十四 
日、 ストックホルムに 於いて、 國民社 fr 主義の 宗敎政 策の 根本 命題は、 「齐人 •か 各自の 形式で 淨福を 得 
る」 w いふ フリ イト ソプヒ 大王の それで ある W 云つ た。 卽 ち、 ナチ ス阈 家は 敎 ft u 敎钤の ものを 與へ 
る。 故に 敎 f ? は國 家に阈 家の ものを 輿 ふべき である o ナチ ス阈 家は 信條 の紛爭 には 何ら 關 心を 持たな 
いビ云 ふ 意味で ある 0 
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然し、阈民社贪主義は國民を政治的に指遵し、敎曾は网比を遂的に指導するご云つても、この問題 
.はさ ほ V 」 簡 m に 解決す る 性質の ものでは ない。 「ヒ トラ ー に 仕へ る こ vj は ドイツに 仕へ る こ w であ り、 
ドイツに 仕へ る こ VJ は 神に 仕へ る こ VJ である」 VJ 云 ふ 大まかな ナチ ス 理論に 對 して、 「人間ょりも 神 
に從 はなければ ならぬ」 (ニ ーメラア、 2 5- ヨ61161-、反ナチス*ブ0テスタントの指導者の言)どする 
宗敎家 達は 容易に 屈服し ないで あらぅ 0 

一九 三 八 年 十月 二十 二日の V ルリ イナ ア •タ ァゲ ブラット 紙は、 この 三年 間 ドイツには 新設され た 又 

は 新設 中の 敎曾が 三 五 〇 ある こ VJ を 報じ、 これは 靈 魂の 力の 狀態 及び 發 迮 を 證明 する ものでは ない が、 

敎會の 生活 意思の 證 明になる ビ 述べて、 ドイツでは 敎會の 生命 •か 絕 え た VJ いふ 外國 論調に 應 答して ゐ 
る 0 

三 ナチ ス對 プロ タス タント 

ブロ テス タントは 北 ドイツ 及び 東 ブロ イセ ンに 勢力 •かあつて、 反抗 主義に 立ち、 個人主義 的 自由 主 
義的 色彩を 持つ てゐる o ブ& テス タントの 地方 敎會 は、 C 分の 意思で 地方の 侯伯の 俗世 的 支配を 受け 
てゐ たが、 敎會を 主宰す る 牧師 職 及び 敎化者 達は、 大抵 根强い 共和主義 的 精神に 培 はれて ゐた 0 
イ ドイツ •キヲ スト 敎徒 (Deutsche christen ) 運動 
ナチ スは權 力 獲得 前に、 牧師 ホッ セン フ* 'ル ダア ( Hossenfelder ) を 指導者 ビ して、 ブ p テス タント 內 






部に ナチ ス化 運動を 展開した 0この運動はドイッ*キリスト敎徒運刺ビ稱し、從來のニ十八の地方福 
音 敎會の 代りに 統一的な ドイッ 福音 敎會を 骰く、卽ち、在來の牧帥中心主義の敎會を排して新しい阈 
K 敎 fr を 起さぅ ビ した。 一九 三 三年 七月 二十 三 H の敎 f ? 選舉に 於いて、 ドイッ •キリスト 敎 徒は 政治的 
權 力の 尻押しを 受けて、 大多数を 獲得した o その 結果、 

1. 聯邦 僧正 職 (Reichsbischof) が 設けられ、 ヶ ー 二 ヒス V ルタの 兵窃附 牧師で 同時に クィック ンべ 
ル クの國 民 宗務 會讓 員で ぁつた ミュラ ー (Ludwig s E ler) *> これに 仟命 された。 

2. 宗務 大臣が 設けられた 0 

3. 牧師に 對 しても 「アー リア 條 項」 が 設定され た 0 

4. ドイッ •キリスト 敎徒は 铒約帮 書攻擊 を 始め、 學 校で 铒約帮 書を 敎 へる こ W を廢 止しろ ビ 騒ぎ、 
古い ゲルマンの # 々 を キリスト 敎に組 み 入れる こ i を耍 求した。 

ロド イッ •キリスト 敎徒運 動じ 對 する 反對運 勅 

ブロ テス タント 側 

1. 二十 二人の 牧師が ウィッテンべ ルタで ドイッ •キリスト 敎 徒に 反對 宣言を した 〇 五 千 人の； ^ 師が 
反對 宣言に 钤 成した 0 

2. 反對 運動は ブ P イセ ン以 外の 州で 猛烈で ぁつた。 一九二 ニ 年以來 在つ た 「ドイッ 福 昔 敎會 同盟」 
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は 惰眠を 捨てて 活勸を 始め、 同盟 總務部 に當る 三人 委員 脅は 新たに 一人の r 總敎 父」 なる 最高 獨裁 
職を 設け、 ドィツ •キリスト 敎徒運 動を 絶 ^ に 排斥す る やぅな 人物を 選んで、 この 職に 孰け、 「總敎 父 
は國 民社會 主義 的敎 會 指势者 ミュラ ーの 上位に 立ち、 これを 指揮 監筲 する ものな り」 ， t の 寅 言 脔を出 
した o 

3. ア ーリア條項の適用は中七され’ホッセンフ上ルダアは辭職した。 

4. 宗務 大臣は なくなつ た o 小 ブル ジョア は敎會 の ナチ ス 化に 反對 した 0 

カトリック 側 

パィ ユ ルンの 大 黹正ファクルハアパア 9 §1 ^ ^ 10が先頭に立つて反對した〇ナチスはこれ 1: 對し 
て多數 の 牧師 や 說敎師 を處罰 (禁錮 又は 懲役) した 0 
ハ 反對速 動に 對す る處 S 

1. 「ラィヒ僧正」ミュラーは自らブ0テスタント敎 ^ の獨裁官でぁるビ牌明し、ブロィセン敎脅法 
を 廢 止した 0 

2. 總敎 父を 强制的 に 辭職さ せた。 反對 派の 指淇漭 1 ーー メラ アは 休暇を もらつ た o 反對 派 幹部を 罷 
免し" 尙聽從 しない 牧師を 黨の 刑務所へ 入れた 0 

3. ブ 0 ィセンに於ける敎钤代表者_を解散させ、ブ&ィセン地方の宗務を見るため、文部雀から 




代官を 派遣す る こ VJ に した。 

4. ブ XI イセ ン以 外の 牧師 達は、 ヒトラ ーが 「もし 紛爭が 椿くならば、 阈家 は敎 fr に 就いては 關心 
を持たない」、卽ち、年額ー倍マルクの敎會補助金を撤廢するミ吿知するや否や、降服してしまつた」 
(-) 新敎宵 患 法 

一九 三 三年 七月 十 一 R に 新敎锊 憲法 •か 制定され た 0 

1. 祀粑會 の 最高 部 vj して 「ライヒ ms 〕 を、 その 下に 「宗ス が： 咨」 を ® く。 

2. 右二 者は 敎 钤褀務を取扱ひ、立法に關しては「ドイツ阈民宗務會讅」ビ協カする0 

3. 铒ブ D イセ ンの 合同 敎 付は長老敎矜に辐入する。 

4. 總 "$主 ： 把 及び 因襲 的な 稀々 の敎軻 官職は 廢止 する 0 

第一 同の ライヒ 僧正には ミュラー か 取げ られ た。 然し 一九 三 三年から 三 五 年に 至る まで、 新敎敎 fr 
の 反抗氣 分は 少しも 輕減さ れな かつた 0 尙 、ドイツ •キリスト 敎 徒の 指導は、 一九 三 五 年 六月 以降、 
學務 委員 レエ ム (studienrat Rehm) *> 執つ てゐ る。 

四 ナチ ス對 カトリック 

阈民社柯主袭がヵト9ックの敎義ど相綷れぬものであるこビは、敁早說明の耍 *>* ない0又カトジプク 
は佾界的な組織腊でぁるから、ドイツ阈內 11 於ける阈民社饵主義對カトリプクの抗爭が、卽ち、世界 
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に 於け る阈 民社會 主義 對 カトリ" ク (0 丨マ 法王®) の鬪爭 でぁる 事實 も、 最早 注意を 促す 必要は 
ない 0 

W 理論 鬪爭 時代 

ナチ ス對 カトリ， ク の抗爭 は* ナチ スの搽 頭 以來 現在 も續 けられて ゐる わけ だが、 ここでは ナチ ス 
の播 頭から 政權掌 握までの 期間を、 理論 間爭 時代 vj する。 一九 三 三年 二月 十七 日は カトリ， ク諸 m 賸 •か 
1 九 三 ニ 年 十一月の 總遝皋 に對す る 抗議を 提出した o ナチ ス •か 政權 獲得の ために 戰つ てゐた 間、 カト 
リ "クは 勿論 中央 黨を 支持した ので ぁる。 中央 黨はゲ •'ル サィ ユ條 約を 熱心に 支持し、 デモ クラシ ィの 
發展 に盡 した Q 

レ 政敎 協約 準備 時代 

政 敎描約 準備 時代 V 」 は、 ナチ スの政 權獲得 後、 コン コルダ アト 締結に 至る 期間を 指す こ V 」 にす る 0 
この期間は、ナチスビカトリ"クごが 31 に步み寄つたのでぁる。卽ち、1九三三年三月五日、11トラ 
丨は 次の 如き 內容 の演說 をした 0 

1、 キリスト 敎 _は、ドィツ國民生活の安寧を保持するために摄も重要な要素のーつでぁる0 

2、 ナチ スはド ィツ •キリスト 敎會 V 」 諸 國家間 どの旣柘の協約を禕重する。 

3、 a 丨マ 法王 VJ の 親善 友好 閼係を ますます 坩强 する 0 



一九 三 三年 六月 三日、 フ t タ ( Fulda ) に 於いて 司祭 書翰が 公布され、 

1、 非 キリスト 敎的な 復簪を 好む 政策を、 

2、 「民族 VJ 血」 の 政策を f : 戒 し、 

3、 民族主義 的 敎會の 理念に 反對 し、 

4、 自由を 要請した o ( ここに 自由 ビ云 ふのは、 カト？ ック の學 校、 敎帥 餐成學 校、 諸 間 ^ 就中 為年 
圃體 、新聞 その他の 言論 機關に 自由を 求めた ので ぁる o ) 

一九 三 三年 七月 五日、 中央黨 が 解黨 し、 次いで バィ H ルン 人民 黨 * か 解黨 し、 カトリックの 政治的 勢力 
•か 大いに 減少した 0 

一九 三 三¥七3 二十日、 三十 四ヶ 嫌の ラィ ヒス •コン n ル ダ アト ( Reichskonkordat ) が、 法王 使節 パ 
チ'' プリ (cardinal pacelli ) ビ フォン •パ アベ ン (von papen ) ビの 間に 調印され* 同 九月 十日に 批准 交 
換された。これにょつてカトリックは「政治的_肋に關係せざるこ艺」になつた0コンコルタアト締結 
以後は 暫く 平和が 續いた が、 それは 決定的な ものでは なく、 やが で コン コルダ アトの 意味の 解释に 朝 
いて 論 爭が 始まつ た o 力 トリック 側は n ン コルダ アト 締結に ょつ て 表面上は ナチ ス阈家 を 肯定した が、 
ナチ ス世 界觐を カトリック 敎義 ぐしは相容れない反キリスト的新異敎主義だビ見る態度を改めなかつた。 
ナチス 側は、 



1、 敎 fr 的 カトリック，、」 政治的 カトリ' ク ，この間に 明瞭な 分界線を 刹し、 敎钤は K 行 不可能な 政治的 
諸 要求を 淸筇す る こ ビ、 

2、 敎 科 は阈 家に 現世の 問題を 總て 委ねる こ V 」、 

を 要求した 0 

(-) 平和 時代 

然し、 ライ ヒス •コン コルダ アト 締結ょり ザ ー ル 人民 投恶に 至る 一年 倚の 間は、 曲り なりに も 平和 
時代 ビ稱してょく、ナチス世界觀 £ カトリック敎袭ビを理論的に調和せしめょぅビする试み.かなされ 
た。 その 例 VJ しては、 ナチ ス 側に テッシ ュネル の 「民族 社 曾 主義の 全腊阈 家 要請 VJ ドイツの カトリ" ク」 
が あり、 カトリック 側に m オゼフ •クラ ー ゲルの 「ドイツの カトリ， ク敎徒 VJ 阔民社 會 主義」 が ある。 

ナチ スビ カトリック ビ の、 この 理論的 調和の 傾向に 對 しては、 ゲ T テ-カン 外交問題の フランスの 權 
威 者 ド •ラ •ブリエ ー ルまで •か、 ナチ ス は共產 主義 ユダヤ 主義の 排斥に カトリックの 協力を 必要 w する 
から、 兩者 間の 調和の 傾向は 一勝 强め られる であらぅ VV の樂觀 說を 述べた 0 
(-) 文化 鬪爭 時代 

ザール人民投蔑の勝利(1九三五年ー月十三日)は、ナチスのカトリックに對する干涉の火に油を 
注いだ。 カトリ" クの學 校" 諸 g 骼 、敎 育哝 業、 印刷物は 稲々 干涉を 受け、 司祭 寄 翰は 沒收 された ° 



九 三 五 年 十二月には、 カトリック 靑年阐 體が 解散した 。ナチ スは敎 宵が 阈家 に從® する こビを 求めて、 
敎會が ナチ ス敵對 の 態度を 改めぬ かぎり、 敎 宵ご阈家ビの間に戰爭が起6得るミ云ひ、次の諸點でカ 
トリ ゥクを 非難した 0 , 

1、 敎會は ドィツ 國 民の 政治的 統一に 全 的 協力を 示さない 0 

2、 敎會は 國 家の 統制 經 濟を亂 す 0 

3、 敎會は 不當に も 政治に 容喙 する 0 

一九 三 五 年の 司祭 # 餘 はこれ ら の難點 に 答へ てゐ るが、 結局は ドィツ •カトリックが ナチ ス國 家ビ如 
何に 步 度を 合せる か、 問題の 展開は 今後に ぁる。 

(3 t ) ゲ / イカ ンの 態度 

國 民社酋 主義の 哲學の 最も 完成した 姿を 見せて ゐる V 」 云 はれる ロ オゼン V ルタの 「二十世紀の 神話」 
を 禁書 目錄に 登錄 した T » 丨マ 敎會の 中心ヅ J グ "カンは、 ナチ ス •ドイツに 對 して 如何なる 態度を 取つ 



てゐ るか ( 



オ ー スト 9 アに 就いて 



ゲァテ ィカ ンは 、カトリック 敎阈 VJ しての オ ー スト リアを 獨立 させて 置きた かつた o オ ー スト ソアは 
ド ナウ 河畔の カトリ， ク敎の 防 禊 線た るべき で、 オ ー スト ソア を獨立 國 VJ して ミでめて骰くこ ^ は、 



ゲ J r 4 カンの 利益で あつた ばか. 〇 でな く、 ドイツ vj オー スト ソァ w の 合 邦を 恐れる フランスの 利ビす 
る 亡 ころで も あつた o 從 つて、 一九 三 八 年 二月 頃から、 全世界の カトリック 系 新聞は、 「ォ— スト リァ 
を 救へ。 それは ヨオ ロ， パの 問題 だ J ど 云 ふ聲を 上げ 始めた。 然し ナチ スは ォー スト リァ 合 邦に 成功 
した o 

口 チェ プ n ス p パ キアに 就いて 

ゲァテ ^ カン ビ しては、 ドイツの 勢力 脩 張が 中歐の カトリック 敎諸國 を 脅かす のに 堪へ 得な かつた 0 故 
にゲ カンは、 チ * Tn スロバキァを、 諸國民 *»* 一致して 共同生活を 營ん でゐ る樂土 夢見なければ 
ならな かつた o 然し チ H ッ n は ドイツに 合併され 、スロバキァは ドイツの 保護 國にな つれ 0 
(-) 國際 平和に 就ぃて 

阈際 平和を 理想 ビ するゲ カンは、 ドイツが 主張す るァク タルキ イに赞 成し 得す、 國際 間の 信用 
恢復の 基礎 w なるべき 自由な 資本 融通を すすめて ゐ る。 一九 三 八 年初 Union International d H tudes 
Sodalea (國 際社會 問題硏 究聯盟 ) にょつ て Code de Moral International (國際 道徳 法典) が 發行さ 
れたが 、多數 阈 家の 存在を 排し て、 超國家 的 組織を 逮設 すべし VJ の 內容の ものである o 又、 ゲ 7 グ ィカ 
ンは イタ ソイの 人種 政策を 攻轚 してゐ るが、 ナチ スは これを、 •ヘルリン • P 1 マ 樞軸を 弱める ための 
手段ビ 見て ゐる 0 



第五 章對外 文化 政策 丨 ナ t ス黨國 外 組織 

ナチ ス •ドイツを 取卷ぐ 所謂 民主主義 諸國は 、國際 文化 戰の 渦中で、 ドイツ 精神の 孤立を 說いて か 

ぅ 云つ てゐる o ナチ ス •ドイツに 於いては、 全社 曾 生活が 機械化され、 人間は 政治 勢力の 道具に なつ 

た。 個人の 權利ゃ 意見は 認められない o 暴力を 崇拜 する 異敎 精神が 跳梁し、 中世 的な 「ユダヤ人 狩 b」 

が 行 はれて ゐ る。 モノ. ホ プ ーにょる綷濟的獨裁 « 全體主義にょる政治的獨裁ビは、無智な官僚政治が 

勢カを增す危險を孕んでゐるば *> りでなく、獨裁者に時代の闲難を終熄せしめょ€求めるのは、人類 

の椅神 的智的 退化の 結果で ぁる 。「ドイツ 的な 思考」 は そもそも 「統一的な 西洋の 阈際 主義」 W は 相 

容れぬ もので、 ドイツは、 他の 西 欺 諸國の 意識に 大影德 を 與へた 「ギリシア •口 ー マ 精神 VJ キソ スト 

敎 J ミを 間接に しか 受取つ てゐな い 0事贲が示す如く、十六世紀の宗敎改革、十九世紀の浪曼主義運 

動、現世紀のヒトラー主義は、歐洲の精神的共同骶を破壞しょぅビ試みるドイツ的意識の三大宣言で 
あ る、 VJO 

民主 主 _ 諸國が この やぅに ドイツ 精神の 孤立を 叫んで ゐる 時、 ヒ トラ ーが 權カを 得る まで 國際 協調 
ミ國際平和どを說いた大戰前後のドイツ精神界の代表者達が、或は追放せられ、或は亡命しつつぁる 
亊實は 、民主主義 諸阈の ドイツ 批評の 正當 性を 裏書きす る 如くで ぁる 0 



1〇0 

これに對して、ドイツは次の如く答へてゐる。諸國民には精祌的に過度に外國化するこどに對する 
自然 的 拒否の 權利 •か ある 上に、 西洋 文化の 主位を 占め、 西洋の a 心を 擔ふ 者は、 必 すしもフランス人 
又は イギリス 人 V 」 は 限らぬ 0更に、ドイツ亡命者達はユダヤ的かマルクス主義的民主主義的ではあ & 
が、決してドイツ的ではない0民主主義諸國は亡命者達の文化活動を「典のドイツの表現」ビ見たが 
るが、亡命者達の文化運動には將來性*かない0ドイツ內外の國民同胞が統ー戰線を結成する日が近い 
からで ある 、 VJO 

卽 ち、 次に說 く 「ナチ ス 黛 國外 組織」 は、 國內 ドイツ人 ど國外 ドイツ人 ビの 統一 戰線 を强 化する た 
めに 組織され たもので ある 0 

國民社會主義ドイツ勞働歲國外組槭 8 5- >1131£111 & -0运巨 5* 21江§ ^ 1* ^ 80>1?.卜0.) 

(H A o の 成立 

A0 は、 ドイツ 本國 外に 在る ため 本 國の箏 情に 通せす、 本國 に對 する 關 心を 失 ひ 易い 立場に ある 國 
外 ドイツ人を、 ナチ ス 的に 統一す る 組織で ある o A0 成立の 沿革は、 

一九 三 〇 年 秋、 二三の 國外 ドイツ人が、 ハンブルクに 於て 統一 組織の 事務所 設立を 議 した。 

一九 三 一年 五月 一日、 ハンブルクに ナチ ス黨 指導部 飼 外局が ft かれた。 

ナチ ス政權 獲得 後の 國 內經锌 中、 ハンブルクの 事務所は 「政治 部指濞 下の 在外 ドイツ人 部」 の名稱 



を附 せられて ゐたが 、一九 三 三年 十月 三日、 再び 茁名 U 復 し、 總統 代理 ル ードル フ •へ ス (stellvertreter 





を附 せられて ゐたが 、一九 三 三年 十月 三日、 再び 舊名に 復 し、 總統 代理 ルー ド /^ フ •へ ス (steljvertreter 
des Fuhre3 Rudolf 11 皮 8) に直庙するこビになつた 0 

一九 三 四 年 二月 十七 日、 總統 代理は ナチ ス黨 指遵 部國 外局に 「ナチ ス黨國 外 組織」 (Auslandsorga- 
nisation der NSDAP.) の 名稱を 輿へ、 H ルンス ト •ク 'ルへ ル ム ••ホ ー レ (Ernst Wilhelm Bohle) を 
ガク 指導 官の 稱號を 有する ナチ ス國外 組織の 指 群 官 w した。 同時に 總統 代理 本部 附指導 官 •ホルマン 
(M. Hermann) の 名で、 國外 組織の 權限が 規定され た。 

1. 國外 組織は 國 外に 在る 全黨 員の 唯一の 管轄 官廳 でぁる 0 

2. 總 ての黨 支部 ビ阈外にぁる黛の諸組絨ビの寧務的交涉は例外なくべルリーンの國外組織を經て 
行は れる 0 

3- 國外 ドィツ人を その 活動に 參加 せしめん S する ナチ ス的諸 阆肋は 、國外 紐 織の 範圍內 に 於いて 
のみこれ を 行 ひ 得る 0 

4. 國 外に 定住 所を 有する か 又は 國 外に 旅行す る總 ての黨 員は、 國外組 織 並びに その 居住地の 地區 
集圃(01- 5- 句1^^6)に铤し、ドィツ阈內の何れのガク 0 巨)にも庙し得ない0 

一九 三 四 年 三月 十六 日" 總統 代理は 迫 加 命令 ミして、 航海 手帳を 所持し、 陸上 勤務に 携 つて ゐなぃ 
者 及び ドィツ人 水先 案內人 も、 國外 組織に 加入すべし w 命じた。 

J01 




1 0 ニ 

一九 三 五 年 三月 中旬、 ハンブルクの 事務所は 組織を 擴 大してべ ルリ ーン へ移轉 した 0 
一九 三 七 年には、 阈外机 織の 仕事に 從亊 する 男女が 合計 七 百 人 以上に 上った o 總統 は阈外 組織の ® 
要性を認めその活動を更に造漏なからしめるため、ー九三七年ー月三十日、外務劣内に國外組織の司 
令を 骰い た。 卽 ち、 阈外 組織の 指導 官 ヱ ルン スト •ウィルへ ル ム 'ホ ーレが 外務 ^ 內阈外 組織 司令 (chef 
der Auslands-Organisation der NSDAP.) になり、 外務 洛の 取扱 範圍 にある 國外 ドイツ人の 各蒱亊 W の 
指遵 及び 管理を 引受けた o 阈外 組織 司令は 外務大臣 じ個人的菹接的に下屘し、その取扱事項に劚する 
限 b、 閣議に 參與 する 0 

ニ A 0 の 綱領 

<|0の綱領は一九三ー年に決定された0厶0加盟負はナチス黨員證>」共に「阈外證明毐」 > §1哲 & _ 
目3名618)を交附されるが、國外證明書には立0の綱領が命令>」して記載されてゐる〇 

1. 汝 が 賓客 ビ なれる 國の 法律に 服せ よ 0 

2. 汝 •か ^ 客 VJ なれる 國の 政策は、 これを 阈 人に 委ねよ 0外 阈の 國內 政策は 汝に關 係す る こ5な し 0 
外阈 の國內 政策に 干涉 する 勿れ、 容喙 する 勿れ 0 

3. 如何なる 地に 在りても 常に ナチ ス黨 員た る こ VJ を 鮮明に せよ 0 

4 . 常に ナチ ス運 動、 延いて 新興 ドイツの 名# V」 なる が 如く 語 り、 行動せ よ。 正義を 爲 せ* 名 春を 



重ん せょ、 勇敢 なれ" 忠誠を 遵 せょ。 





重ん せよ、 勇敢 なれ、 忠誠を 逢せ よ。 

5. 國外にドイツ人を見たる時は、汝の國民同胞、汝ビ血液、沢惯、本質を同じくする者なるこビ 
を 悟れ o その 階級を 問は すして これを 助けよ o 我等は 總て ドイツ 國民の 「創造者」 な bo 

6. ドイツ 國民 同胞が 罪な く^ i て闲窮 せる 時、 誠意を 以て 自發 的に これを 救濟 せよ 0 

7. 黛 員た るに 2 2" まらす、第ー線の戰士たれ0我 *> 運動の本質、內容、目的を知悉せよ0 

8 . 名# ぁる 總 ての ドイツ 國民が 、我が 運動に 參 加す るよぅ 日毎 努力し 戰 へ。 彼を して 我が 運動の 
優越性 £ 正しさミを、我等が勝利の必然を、それに依つてドイツが榮ぇ行く亊を、確信せしめよ。 

9. 我が 黨機關 紙" 我が 印刷物 W 書籍 W を讀め 0 

10 . 汝の滯 在 地の黨 員に 結びつけ 〇その地に支部 » §自目 5: )、地姑集网(0118句若1>6)ぁらば、そ 
の 紀律 正しき 勤勉なる 共働 者た れ 。紛爭 を 生せ しめす して、 起るべき 不和を 錤むる こ W に 全力を 寒げ 
て 努めよ o 

§A o の 組織 

國外 組織は これを 一の ガウ (Gau) ビ して、 長官に ガウ 指導 官 〇 £111 2: ?? 10を掼 <- 〇ガク指導官は前 
述のボ ーレ でぁる。 その 下に、 諸外阈 及び 諸 船舶 上に 支部 (安|1>巨 5: )及び地陡集糊(01^内2で？6)を 
置き、 それぞれ 指導 官を 配す る o (A0 の 政治的 指導者は ヒ トラ ー の 許可を 得て 「阙外 組織 芸香 




• 5 四 

AO-Raute —— の 名稱を 有し、 菱形の 黑い芸 香を 左腕 时關節 上 ニ センチの ミころ へ 逆にして 附ける 0 
芸香に は AO なる 頭文字を 入れ、 その 色は 最高责 任 者が 黃 、その他は 白で ぁる。 この 釉章 は黨 員が A 
0に參加してゐる時 1- 限り着用し得るもので、ドィツ國內に歸^'次第、取外して项內の地區集閗に交 
附 する) o 

(1) 國局 (L^nderamt) 

國局 指導 官 (I^ndeltsleiter) は、 委託せられ た 集沏の 組織 ご 全將 的發展 どに對 して Ac 指導 官に 
责任を取る〇國局指琪官はドィツ國民生活に關係のぁる海外の諸琪件を常に知らなければならない0 
從つて國局は人0組織の政治的基礎でぁる〇國舄には次の八つがぁる〇 
第一 國局 北部 及び 東部 ョ ー ロ， パ 

第二 國局 西部 ヨォ P ッパ (大 英帝國 及び アィルランドを 除く) 

第三 國局 東南 ョォ 口 ッ パ 及び 近東 地方 
第 四國局 ィタ リィ、 スィス、、 ノン ガリィ 
第五國 局 アフリカ 
第 六國局 北ア メタ 力 
第 七國局 ラテン* アメリカ 



第八國 M 一！® 東、 オ ー スト ラ リア、 大 英帝國 、アイ グランド 



第 八國届 極東、ォーストラリア、大英帝國、アイルランド 
6? 航海 局 (Das Amt seefahrt) 

海員 免狀を 所持す る 海上 薄 員 全部を 管轄し、 個々 の ドイツ 商船に 地區 集网ビ 支部 ミを 設ける。 ド イ 
ツ 海運業に 對す る瓧會 政策の 發展を 掌 b、 併せて 航海 者を 本國 ドイツ人 ビ 海外 ドイツ人 ビ の 仲介者た 
らしめ る o 航海 局は 三 班に 分れる 0 

イ 、ウ XI ゼル = 工ムス 班 (ブレ 1 メン) 

0、H ル V 班 (ハンブルク) 

ハ、 オス トぜ 1 班 (シユ テ テ ィン) 

(3) 贸易局 (Das Aussenhandelsamt) 

ドイツ 贸 易の 促進を 圖 b、 海外 ドイツ人の 經濟的 重要性に 留意して、 これを ドイツ 國の經 濟的 利益 
ミ 一致せ しめ、 貿易に 於け る ナチ ス經濟 政策を 監督す る 0 

(4) 贸 易® 內技術 局 (Das Amt fiir Technik im Aussenhandelsamt) 

海外 ドイツ人 中の 技師、 技術 家、 化學者 を 保護し、 國 外への 技術 硏究 旅行 及び 海外に 於け る 技術的 
經 濟的宣 傅を 取扱 ふ 0技術茼は資易局內の經濟顧問ミ迚絡を取る0 

(5) 法律局 〇 £18|16011 ^ ヨ1;) 

. 1 0W 



1 0 六 

法律 局は 外國に 生活す る 無 資産の ド イツ國 民 同胞の 法律上の 保護を 無 fit で 扱 ふ。 法律 局は ナチ ス满 
のライヒ法律简(116 0- 1181:601118£131;)卽ちドイツ网民法作保護局 > 11^ 5? 1 & 6 116<;11 2- 1}^1:6111|兵 & 8 
Deutschen Volks ) の 指導 下に ぁる网 內の ナチ ス法作 保護 所 ( Ns .- Rechtsbetreuungsstellen ) VJ m 力す 
る o 阈內の ナチ ス法律 保護 所は" 阈外 組織の 法律 局が 本國內 に 於いて 法律 的 要求を 追求す る 時、 阈外 
ドイツ人に 助力す る。 反對 に、 國外 組織の 法柞简 は、 本阈內 に 住む阈 民 同胞が 外阈人 又は K 外 ドイツ 
人に對して法律的要求を追求する時、ナチス黨の國外集网の助カを提供する0尙、阈外机織の法侓局 
は、 國外 ドイツ人に 蹰 する 立法 上の 諸問題に 對 する 黛の 標準 事務所で ぁる 0 

( 6 ) 网民福祉局石だ卜一一一一 ^ 一^ぎ一 ^ —一一一 ^ 一一一一) 

國外 ドイツ人の 冬季 救濟 事業を 取扱 ふ。 阈內 外の 國 民 同胞の 艱難を 減す る こ V 」 を 目的 V 」 する 。かく 
して 國外 ドイツ人 に ナチ ス的犧 牲觐 念を 喚起し、 本國 S の 結合を 堅く する 0 

(7) 國民保健局 8 ^3>ョ1 £? |*\^01 ^ 268111;1<1116 5: 

ドイツ 國 民の 健康 維持の ための 總統 命令 及び ライヒ 锊師 指導者 ( Reich ^= rztemhrer ) の 指令を W 外 
ドイツ人 U 傳 達し、 これに 與 らしめ る。 卽ち阈 外 ドイツ人に 健康 及び 病氣の 凡ゆる 間 題に 就いて 助言 
を 輿へ、 健康な" 人口 政策 上に 又逭傅 生理 學上に 價 値の ぁる ドイツ 國民に 就いての ナチ ス的 思想を 弘 
める o 



(8) 歸网者 屈 (Da3 Riickwandereramt) 

國外か ら本 國へ歸 つて 來た 者の 監督 保護を 掌る。 先づ假 b の歸國 者證 (K&ckwandererausweis) を、 
檢査の後じ決定的歸國者證を與へ、勞働35に依る勞働紹介の前提たらしむ0歸阈荞の瓧會的保護ビし 
ては 衣服を 給す る 等の 外、 阈內 各處に 歸國 者の 家を 設けて、 無資產 の歸國 者を 收容 し、 適當な 職業を 
得る まで 保護す る 0 

( 9 ) スペイン 在留 ドイツ人 救助 委員 會 (Der Hilfsausschussfiir 
spaldeutsche) 

スペインの 市民 戰爭 勃發に 際し、 一九 三 六 年 六月 二十 七日に 設® された o 戰爭 に 追 はれた ドイツ人 
を本阈 に 送還す る VJ か、 本國に 於いて 又は 國民 主義 的ス ベインに 於いて 新 生活を 築く 援助を 與 へる e 
かの 事を 取扱 ふ 0 

S 監督局 0 ”8 1113ヌ ^ 0- 118£131;) 

監督 局は 主 VJ して 國 外の 黨諸 支部の 組織の こ V 」 に從ふ 。更に、 ドイツの 船舶が 寄港す るすべ ての 比 
較的大きな港に说かれた港海勸務指導官(11 ^ 611 & |1;1 2. ?? 1*)の報吿を吟味する0港辑勤務指濞官の任 
務は 、船舶 上に ぁる 國外 組織の 政治的 指導 官 又は 信任 者 ( <5 6 3- 3§1133§3)ビ提携して、 # 地の集围 

W 速 絡を 取る 外、 ドイツ人 航海 者 及び 旅行 中の 黨員 、國 民 同胞を 保護す るに ぁる 0 
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U 文化 局 (Das w ulturamt) 

文化 局は 國外ド イツ 人 VJ の 精神的 文化的 交換を 計る 總 ての 官遐 及び 施設に 對 する 連絡 仲繼 所で ぁ 
る o 文化 局の 活動は 阈外 ドイツ人の 文化 生活の 全 領域に 該當 し、 本阈 から 外國へ 向って 働き *' ける 總 
ての 文化 諸 力を 統一的に 綜合す る こどを 努める 。卽 ち 、 K 外 ドイツ人の 協會枣 業や國 民 精神 涵養の た 
めに重要な企てに對する配慮、ドイツ書籍の公布、國外ドイツ人岡甚館の創設、國外集厢や植民地に 
於ける催し事の應援、國外に於いて目的的にドイツの莼術的科學的催し亊をするに對する相談"阈際 
文化交換の諸問題に對する協カ等が、文化局の仕事でぁる、文化局は敎育家局 ^ 活勸上からも組織上 
から も 連絡して ゐる 0 

12) 敎育家 局 (Amt fiir Erzieher) 

敎育家 局は ナチ ス敎員 同盟の 國 外部 V」 共に 同一 指溥 機關に 1} し、 國 外の 全 ドイツ人 敎育 家を 組織す 
る こ S を 任務 ビ する Q 

13) 敎化局 (Das schulungsamt) 

敎化 局は、 國 外の黨 員に ナチ ス的 世界 觀を 施す。 敎化 局には 航海 者 及び 國外 ドイツ人の ための 指 ^ 
者學 校が 附属して ゐ て、 國外 及び 海上の 政治的 指導者を 敎靑 する o 更に、 敎化局 には 「ドイツ 國 K 敎 
養事業部」が附艇してゐて、敎化局の世界觐的政治的啓蒙活動を文化政策的觀點から補足支援する0 



14 ) 新聞厨 8 £18 1?3836£13じ 

內外 新聞に 現れた 國外 ドイツ人に 關する 記事に 注意して、 これを 利用し、 內 外の ドイツ人 經營の 新 
聞に 記事 寫典を 供給す る。 

15) 夹畜ラ デ ォ辯士 配置 局 (Das Amt fiir Film, Funk und Rednereinsatz) 

本 周は 映盡 、ラ デォ 、演說 者 じょつ て 國外 ドイツ 入の 間で 啓 ^ 活動を 行 ふ。 

16) A0 の ドイツ ^ 働戰線 (Die deutsche Arbeitsfront der A0.) 
國外組織のドイツ勞働戰線は、國外で働くドイツ人を、ナチス本國で行はれてゐる諸取 1' に從つて 

糾合し 指導す る こ V」— 務 VJl。 船舶 上 s? 和の 維持 方法© 如 u イツ 本寶 於け る— 
•{: でぁる0組織も本國のドイツ勞働戰線じ準じ、「クラフト * トゥルヒ*フロイデ」( « 3 ^ & 目 ( , 5 プ句 '-1 2 & ) 

も附遢 して ゐる o 

17) 官吏辰 8 §>31 5? 186议3 3- ) 

官吏 局 r その 指導 官は 同時に ドイツ 官史 同盟の 國 外部の ガク管 理人 ( o pcwa^w) でぁる) は、 阈外 
官吏、 外務省 官吏、 官吏た る 水先 案內 、渡船の 官吏の 摩 項を 掌る。 

• (18) 國外 ドイツ 婦人 勞働 共同 體 
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これは 國外 ドイツ 婦人の 活動の 中心 體で ある o 國 外 組織の ガク 婦人 指導 官 (Gaufrauenschafts- 
一 eiterin) に 指導され る o 

(19 靑 少年 局 (Das Jugendamt) 

ライヒ 靑 少年 指導 機關 W 密接に 提携し、 囲 外 及び 海上に ある ドイツ 靑 少年を 指導す る 0 
(20 ス •ホ一 ツ問題 委任 者 (Der Beauftragte fiir sportfragen) 

これはドイツ 95 育同盟 8 213<;11泻116 ?;- ^ 1}目{1 £? 1*1^1>68&11运§)の連絡員である0阈外 1: ある歷 
育 同盟ス •ホ ーツ 同盟の 諸問題を 掌る 0 

(21 ガク裁 到 所 (Das Gaugericht) 

ガク 栽钥 所は 國外 ドイツ人の 排除 事項の 法廷 ミして" 航海 栽 判の 決議 紛爭 及び 調停 人の 法廷 ビな る。 
卽ち黨 ビ、 國 外に 住む 黨員 ビ の 共同の 名睾 を擁 譲 する ので ある。 

(22 會訐局 (Das schatzamt) 

會計 局は 國外 組織の 全 財產權 事項に 對 して 責任を 取る 0 

(右に 述 * へた *<*10 の組織は €}1" 目 {1 » »? §,>11 3 2 £111§<1'\\^11;8 ^ ^ 1;80 2. 11 目的 ^ 8 目 3-. §811802 £ 5 , £3; 8<:113 
Staates 中の Das Auslanddeutschtum V. E. W. Bohle の 記述に 據つた ものである o Mmil Ehrich の 
Die Auslandsorganisation §- 1 * 52: 80>1*. を紹介した同盟通信赴パンフレットには、 ( 1 ) 第 1 國局幻第ニ 



國局 (3) 第三國局5第四阈局 (5) 第五國局 (6) 第六國局 (7) 第七國局 (8) 第八國局 (9) 航海 局 
(10) 人 0 のドイッ勞働戰線 (11) 官吏局 (12) 敎育局 (13) 國 外大學 講師 大管區 ( 14 ) 國外 學生大 赞區 (15) 
ナチス文化同盟 ( 16 ) 法律保護者同盟大管區 (17) 阈外ドイツ婦人事業協會 ( 18 ) 靑年简 (19) 贸易简 (20) 
監督局 (21) 文化局 (22) 人事局 (23) 新聞局 (24) 大管戚裁判所 (25) 法律局 ( 26 ) 講師 紹介 局 (27) 歸 阈 者 
局 ( 28 ) 會計局 (29) 學校简 (30) 國民福祉局 (31) 技術局 (32) 人0ハンブルク支所を擧げてゐる)0 
尙 、ナチ ス黨國 外 組織は ドイツ 國民で あつて ドイツ 國外に ゐる 者に 關する 組織で あつて、 ドイツ 系 
の 言語ビ 文化 « を 有する 者では あるが ドイツ 國民 ではない 者には 關係 しない 。然 らば、 ナチ スはド イ 
ツ系 人に 對して 如何なる 政策を 施す か。 

ドイツ 系 人の 問題 

ナチ ス黨國 外 組織は、 國外に 在る 黨員が 客 ビ して 滯 在して ゐる國 の內 政に 干涉 する こ ミを 禁止す る 
やぅに、 ドイツ 系 人に 工作を 施して これを 組織化す るが 如き こ VJ もしない ビ云 ふ。 然し これは 表面の 
原則で あつて、 他面に、 ドイツ 國ビ 海外 ドイツ 系 人ビの 精神的 文化的 綷濟的 相關關 係を 深める ため 
に、 ドイツ 系 人が 何ら かの 設備を ® く s *> 照體を 組織す る こ ビ を獎勵 する こ ビ を 妨げない ビ して ゐる 0 
故に ドイツ 系 人に 對 する 工作が 行は れてゐ る もの ミ見るべきであるが、調査部ニ課辊「獨逸の贫傅組 
織ごその實際」じ讓る0べルリーンには國外ドイツ諸搞會同盟(0^ < 兵1}£11^06&8<;1161-<63 5- 61ヨ 



A— e. V., Berlin) •か 在つ て、 阈 外の ドィツ 諸協會 の 指導 的中 心に な \ 年鑑 「世界の ドィツ人」 
(**wir Deutsche in der welts) を 出して ゐる o 



第一章 ナナス 社 會 政策 槪觀 

(--) 社 會的 政策 

ナチ ス瓧會 政策の 細目に 入る 前に、 ナチ ス が 社會政 策 マ」 云 ふ ものを 如何に 考へ てゐ るかを 見る の •か 
便利で ある o 卽 ち、 「社 曾 政策から 社 會的政 策へ」 發展 した V 」 稱 する ナチ スの 意嚮を 確かめる こ 
所謂 「阈民 共同 體 J の 本質に 觸れ しめる であらぅ (Jahrbuch fiir Sozialpolitik 中の： Von der Sozi- 
alpolitik zur sozials Politik 2 (Dr. Miinz) 參照 )o 
ナチ ス社會 政策が 社 宵 的 政策に なつた ど云.ふのは、社會政策が內政のー部ではなく、國民共同骶を 
實現 する ための 全體的 公的 活動の 立場を 意味す るに 至つ たこ ビを云 ふ o ナチ スに 依れば、 從來の 社 ft 
政策は、 資本主義の 崩坺を 救 ふ VJ 同時に、 高度 資本主義を 發展 せしめた 。高度 資本主義 ビは 、產 業の 
合理化、 集中 化 及び 機械化で ある。 その 結果、 經 濟_體 の 勢力が 增 加して、 阈 家は 賃銀 契約の 遵守の 
單な る保證 者に なつた o 勞働市 場 ビ商品 市場 どに 對 する 勢力の 諸 關係か 、勞 働條 件を 形づくる 決定的 
要素に な b 、 市場が 幾百离 人の 運命を 左右した o 卽 ち、 經濟は 政治 化せられ、 政治は 綷濟 化せられて 
政策は 市場の 要求の 奴隸 になつ たので ある 。かくして、 資本主義は 人間を 支配し、 延いては 產業 全般 

を 破坺 した o 產 業の なかに、 否定 W 破坺ビ の 精神が 生じた。 
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ニ 六 

然らばナチスは、「人間を支配して、產業のなかに否定ビ破坺どの精神を生せしめた資本主義」を 

# 

如何に 見る か o 

(-) 資本主義の 問題 

ナチ スに 依れば、 資本主義は 國民に 仕 亊ビパ ン ミを 與へ 得ない •か 故に、 經濟舱 制た るの 資格を 失つ 
たので b. る 。經濟 «)1 二 ^ いて ゴット フ 9 イト •フ上 1 ダ ー (Gottfried Feder) の先縱 に 從ふヒ トラ ー は 
ドイツ 國民 の經濟 的獨立 V 」 自由 ビ を 獲得す るた めには、 ドイツ 經濟が _ 除 的 令 融市場 の 支配を 脫 し、 
「利子 奴隸 制を 打 波し、 不勞 所得を 廢止 する」 (ナチ ス黨 綱領 第 十一) 必要が ある こ？」 を 力 ^ した。 ヒ 
トラ ーに依れば、阈際金融資本こそ戰爭挑^である0故に、最も困難な戰は、諸敵國民に對するも 
のでは なく、 阔際 金融資本に 興す る ものである (「我 •か 闘 爭 」 二三 三 H 參照 )o ドイツ 锊濟は その 國際 
化に 反抗し なければ ならない ので ある。 

從つて 資本主義の 缺點は " 

T 自國の 锊濟 部門を 犠牲に して、 國際的 分 槳なる觀念を饽しビする。 

T! 勞働 を ^ 重せ す、 投機の みに 賴る 0 

H) 國 ^ の福祉を目的にしない0利害 ^ 於を對立せしめ、阈民の福祉を政黨の福祉ビ置き換へる0 
/V 

屻 羝濟 理論の ために 現實を 無視す る 0 



K ) 資本主義は 自由主義 的で ある。 自由主義 U 一文 化 時期の 特徴で ある、 旣に 過去に 成す る もので 

▲ 

ある 0 

か資本主義は锊濟を自動機械 2 考へる故に、唯物論的であ$"國家は綷濟に干涉してはならぬビ 
する 點に 、自由主義 的な 唯物論 的 性格を 设も 明瞭に 示して ゐる 0 

乜 資本主義は 人 問を 人 問よりも 上位に ある ー髋系 (锊濟 )に 從屬さ せる 故に、 杏 遍 主義 的で ある 0 
ナチ スは普 遍に對 して 特殊を 主張す る 0 ， 

(A) 資本主義は 經濟を 創造性よりも 上位に 沢く o 又、 綷濟 生活を 則 造の 火花を 發する 生活よりも 上 
位に 置く。 從つて 國民 文化の 萎靡を もたらす 0 

加 共 產キ義 の 主要 論據は 資本主義の 主要 論 據の變 化した ものに 過ぎない。 資本主義*、」 共產主 f 
の 唯一の 和 違は、 创造性 に反對 する 程度の 違 ひで ある o ボルシェゲこスムはゝ创造性に對して武器を取 
って 反抗す るに 至った 資本主義 以外の 何もので もない。 

+) 資本主義は、國家*か經濟政策によって實現しなけれ*ばならない总志的目的(例へば、ナチスの 
國民 共同 ^ 實现の 目的の 如き) を 持たない。 

ナチスはこのやぅに资本主義に反對してゐる0然し、私見によれば、ナチスの經濟骱制は決して資本 

主義を 脫 却して ゐない 0 阈 民 社 钤 主義なる ものの 現狀は 、阈家 資本主義 ビで も稱 すべき もので あらぅ。 
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三國 R 社 曾 主義 

前節に 於いて、 阈 坟 社 曾 主莪は 阈家 ff 本 主義 V 」 でも 稱す V きか V 」 云つ た。 その 理由は 次の 如くで あ 

so • 

ドィッ 綷浒界 の ヵルテル" トラスト 等の 企業 形態は、 旣に 大戰前 に 始まり、 大戰 後ます ます 强 化さ 
れたが 、この 企業 形態は 一 M の產業 統制で ある。 一九 三 三年 以降、 ナチ ス •か 勞働 組合を 徹底的に 粉 碎 
し、 共 產黨に 限らす ナチス 黨以 外の 政黨を 禁止した こビは 、吏に 國家的 統制 政策を 容易なら しめた。 
然し、社會主袭を標榜するナチスの經濟政策は强カな統制緙濟であるが"ソゲ<ユトの如く個人企業を 
全廢 して、 全生產 VJ 配給 どを阈家が管理するゎけでなく、私有財產を肯定する資本主義的緙營法に立 
脚して ゐ る。 故に、 ナチ スが當 初に 揭げた 國家社 饵 主義 的な スロー ガンには 贲行さ れな いものが 多い 
ので あるが、 急進派の エルンスト •レ ーム ( HIROehm ) •か 殺戮され た 事 (0、 二十 五简 條の黨 綱領 
の作成荠ゴ"トフリィトニ^1:タ丨 0 0ミ1^16<1 & *>* 隱遁した祺等は、ナチス經濟の將來の動向を 
陪 示して ゐ る。 卽 ち、 ナチ ス の經濟 は网家 資本主義の 道を 進む ビ思 はれ、 一 般勞働 者は 階級 鬪爭を す 
る 必要が なくなつ たにしても、 從來 ビ同じく贫困の狀態に止まるであらぅ。 

(註〕 一九 三 四 年 六月 三十日* ヒ ト？ の 命令 •.一ょ つて 突如 ナチ K 1 W 始 S れ 、ナチ K 突 甲隊嫌 H 令 レ 丨ムは 逮捕され* 
元首相 シラィへ ル夫粢 外、 突 喟隊指導者シュトヲッサー淳七名が銃殺^^れち七月十ニ一^デ丨^ゾ ^ は法菁家大會じ於い 
て*淸黨運勧批判禁止を聲明し ?: 0七月十三日* 11 トヲーは臨時 14| # 1- 於いて、武ヵ淸黨のやむなかリしか 89: 明し、«刑者 
七十 七 名 y , 發表 L f : 。 八 J 十八 m * ゾ 浐は レ ー ム两亂 の檢礙 數 一〇 ニ 四 名 w a ^ L f : 。 



ナチス(置 *1:( 1義ドィッ1黨)は、|ブ少ジョァ|び努働者1|で 
た。 ナチ？ 揭 げた 二十 五 I の黨 綱領 I め ば、 ナチ ス—が 如何なる 階級 麻に 叶び 力け たもの て 
ぁつた V か 明瞭になる。 卽 ち、 小 ブル ジョァ 層は、 ナチ スを 己の 政 1 」 して權 力を 獲得せ しめ それ 
こよつ て沒 f 额 した 己の— 善 せん £§でぁ る。 小 ブ公 ョァ S 1 は、 市場の 競 
I じ 於け る 敵で ぁる 大 資本家 的 企業の 優位を 打破す る i に 依らなければ ならない。 裘 ナチ ス 
1 の 中心— 1 た— の 中小 商人 及び 家內エ 1、 裏店、 均一 店、— の支1 
る大 商店を 鬪爭の 目的に した 0 

中小 商人 及び—— •か— した 中 11 は、 ドィッ 小 1 f 結んで 、 S 
店 及び 類似の 大 商店を、 販賣 商品の 麗を 制限す る こ 5 より 個— 商？。 しめ，*^ し？-* 
品の 取引 f I る 百貨店税 ( 取引 額 ニ 〇〇〇 离 マルク 以上の" の S し 二分の 一— 課し、 そ 
れ よ— sit 11。 又、 ナ i — ナチ — 
雲—— 又は 個々 の大 I に 干渉し、— 門 ^ ナチ スの 代表 f 入 ふ— S 依つ て、 $ 

本家の 勢力を 殺 •かぅ VJ した。 

然るに、 政— 得 後の ナチ ス 政府は、？ 1 地 f して 利用し？— 級® 利 f 代表し な 

ニ 九 



かった o 一 九 三 三年 五月 六日には、 中小 商工業者 保護 法なる 法律が 決定され たが、 これは 單に 商店の 
新設 ビ景品 の 配布 どを禁じたのみで、百货店に對して中小商エ業者を保護する.ものではな *> った0百 
货 伉 税及び 支店 税の 徵收に 就いては 取引 額を 基準 ビ する 百货 店税は 制定せられ す、 單に 旣存の 百货店 
税及び 支店 税を 倍加し 得る 権能を 各 州に 與へた に 過ぎな かった。 ナチ ス设高 幹部は 黨員に 對 して 今後 
百貨店に 干涉 する こ ビ を嚴禁 し、 八月 七日には 中小玆 業者 闘爭 同盟を 解散せ しめた 。他面、 ドイツ H 
業 家 聯盟は 六月 二十日に ドイツ 雇主 同盟を 併合して ドイツ 工業 E fffi ビ 改名し、 以前 同樣 クル ッブ に 支配 
せられる こ w にな b 、 ラング ナ—ム •フユライン(ライン*ク上ストファーレン地方の重エ業資本家湖體) 
も 七月 五日に 至って ナチ ス黨 員の 支配を 脫 し、 フリッツ •テ イプセンが 指 薄 者の 地位に 就いた 。從 って 
ナチ スの 代表者を 諸 資本家 湖 賠及 び大會 社に 送り込んで ゐた ナチ ス經锌 細胞 机 織 ( N * siB , o ) は、 
七月 二十 九日に 至って、 同 細胞 組織が 任命した n ンツ H ルン 諸會 社に 對する 委託 者 全部を 解職す る こ 
ビを發 表しなければ ならな かった o っ ib 、 所謂 r 國民 革命」 の 波に 乘 じて ナチ ス黨員 •か 企てた 大资 
本家に 對する 干涉は 完全に 除去せられ たので ぁる 0 

右の 事實を 見ても、 ナチ スが 資本家 階級の 味方で ぁる こ V 」 は 明白 だが、 後に ^ く國民 勞働統 制 法の 
諸規定を見れば、この祺はー胂明らかになる。例へば勞働條件を決定するにしても、資本家に倍用せ 
られてゐる人々が選ばれて構成する信任協讅昝がこれを行ふのでぁるから、勞働者の意志が竹笕され 




、 n C 、 き 访 m 5 v n r ニ • i つ r ! ; t ;i ^ r : ^ Rl & 止 ( ^ ^ 、新自商也にネする利 



る， yj は f へられない 。又、 勞働 振興 ブ ログラムにょつて行はれた各稀公共事業、新自泐萆に對する和 
税の 免除、 蠢車繁 ©雲 等は、 殆 ざ 總て S 家の 利益に な るるであった。 
m ナチ ス ビ 勞働者 階級 

ナチ ス 政府 治下に 於け る 勞働 名の 狀 態に 就いては 、後に 說く S 民勞働 統制 法」 ミ 「ドイツ 勞働戰 
線」 W を 參 照され たい 0 

W 前項に 於いて 確かめた やぅに、 阈民 社會主 義ド イツ勞 働黨 は、 政權 獲得 後、 中產階 級 及び 勞働衮 
階級の 希 f 裏 J す、 業 家 階級の 味方で あ る こ— 義し た。 從 つて、 ■で 約 五 S の努倒 
者の 投票者を 持つ てゐた ドイツ 共產黨 が 解黨 させられた こビ は、 勞働奔 階級に， じつて 不幸で あつた 0 
y 諸勞働 組合 及び 諸 使用人 組合が 「ドイツ 爷働戰 線」 なる ナチ ス組織 に 統一せられ たこビ も、 勞 
働 者 階級に VJ つて 不幸で あつた 。何故なら ば、 「ドイツ ^ 働戰 線」 は勞働 者の 物質的 生活の 向上を 計 
るどか勞働者の利益を代辯するビかいふための組織ではなく、嵇極的には勞働者にナチス世界龈を髂 
得せしめるため、消極的には反ナチス的勞働運泐を防沿するための組織だからである。ナチス世界氰 
は、 經濟 及び 勞働 方面に 於いて、 指, (企業 主) じ？ る 從思者 S 働 者) の 絕對服 從を敎 へる。 
從つて、ドイツの勞働者が、舊勞働組合を破墙されて、「ドイツ勞働戰線」に統ーされたこビは勞倒 
者の_腊的閼爭カを溥弱ならしめたビ云はなければならない。 



ニ 三 

T 然し、 ナチ スの 第三 阈家に は 階級 間爭の 必要 •かない i 云 はれる 。勿論、 純理 論 的に 云へ ば、 企業 
家が 指導者 V 」 なり 勞働 者が 從炤者 VJ なつて、 兩者 間に 些細の 軋櫟 もな く、 相携 へて阈 家の繁 榮の ため 
に 働く ので あれば、 階級 間爭は 自ら 終熄す るで あらぅ 0然るに、資本主義的經濟體制下にあつては、 
資本家 VJ 勞働者 VJ の 利害は 必す 相反す る。 ドイツ 勞働戰 線の 指邁漭 P1V グ ト •ライ (Robert Ley) に 
依れば、 對立 する 利害 關係に 置かれて 資本家 對勞 働者ビ いふ ニ 大陣玆 に 分れて ゐた兩 者は、 「職能 洲 
體 的 構成」 ^ 「ドイツ勞働戰線」ビを通じて融和され得るビ云ふ。從つて、「職能 |^] 腊的構成」ごは何 
か、 「ドイツ 勞働戰 線」 ビは何 か V 」 いふ 問題になる が、 いづれ も 後 章に 讓 る。 . 

-) ナチス政權摩握當初には、食糧品價格の引上げビ、これに伴ふ消费の減退ミが非難された0ー 
九 三 七 年に 於いても 食榀 饑饉が 云々 され、 同年 三月 十五 日 以降は、 パン 及び パン 製品の 製造に 當つて 
小麥粉に七。。，の玉蜀黍粉を混入するこビが命せられた程であつた。食粉品の價格が引上げられたの 
は、勿論、食糧不足に依るが、この食糂不足は當然農產物の價格騰貴を齋した0法律の取辅にも拘ら 
^ 、ー九三四丨三五年間にゝ家畜の價格はー四 ^ 騰 -^ し丨取鈴哭その他の農產物の偎格は戰前の水潭 
に 迄 達した 0 

然し、 一九 三 八 年 九月の 黨大會 に 於いては、 ゲー リングが 社會政 策の 成功を 報告して 次の 如く 演説 
した 〇 ( A ) ドイツには 强制勞 働は ない。 ドイツ人に ミつて義務であるものが、外阔人には强制ど見ぇ 



るの だ。 ドイ纂 1 上 命 法は— It、 I の 1 は—— 全す る こ . 1 气 
( B ) 社 脅— は 成功— め 11 官 は、 現在、 111 ( tf 。 ( C ) 3 十月 
ー日以後パソに玉蜀黍を浞せるこ ^ を廢めるのい新鮮なパンを赍るこミを許岈する^い黑ノンジ 
f 過ぎを 減らす。？ 故に、 糠 t ての 飼料 (蠢用) が 多くなる。； £ パン© 値上げ— さ 『卜 
ビ上 の酸造はかなり 揪 加され るで 1 SIS 收毯は 昨年 以上。 け 砂糖は f る 位 ぁ 
る。 ハ 捕 飯 船 文 大成功を 收 めた。 — ゲ丨 N . クの靈 は •トイ ッ黎秦 ©成功ょ b も、 成功の 遲々 

/IV 

たるを暴冻してゐるのではあるまい炉し 

喲 勞働 所得— 者、 使用人、 官史) の 態 枝は 如何。 一九 三 四 年に 於いては 一九 三 ニ 年— 比し 

/m\ 

て' 

一 九 三 ニ 年 第二 四半期 .六十 五 億 五 千 五 百 萬 ライ ヒス •マ 火 ク 
一九 三 四 年 第二 四半期 六十 九 億 三千 六百莴 ライ ヒス •マルク 
卽 ち、 五 •八％ の 上昇 VJ 報告され た 0 
然るに 官鹿 生計 f < 指數は 、 

一九 三 ニ 年 七月 八 〇 • . 

一九 三 四 年 七月 八 一 •〇 

ニ 1 三 



一二 四 

卽 ち、 〇 •九 % の 騰貴を 示して ゐる o 從 つて、 生計 费指數 が 虛僞の もので ない VJ しても、 勞働 所得の 
坩加は 四 •九 ^ に 減る わけで ある。 一 ST ナチ ス 治下に 於いては 統計 辰から 發表 される 總 ての數 字は 貧 
傳省 の檢 閱を經 る 0これは、宣傅省が常：要な統計をナチス政府に都合のょぃゃぅに改似するでぁらぅ 
ビの想像を許すものでぁる0又、平均時問货銀の統計はー九三四年以來、婦人勞働荠のそれはー九三 
四 年 十二月 以來 、最早 經常 的には 發嚷さ れな くな つた o 從 つて、 次に 揭げ る阈民 所得 統計の 如き も、 
多分に疑ふ餘地がぁるゎけでぁる.0 
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(1〕成年男チ(完全人〕の消«を«準-^し，(消费 
眾位〕 « 人子供な右の挖準 |*. 對する割合 1: て推 
算 乜 る.^ の。 人口の 年齢 構成の 異な. 9 1 : 從ひ人 
ロ一人當所洱額 |1 每年の阈民の福耻水準か比較 
マ S こ ミか得 ^ い故 |: ,右の消費吼位當 « 民所 
捋を計铱マる必要がわる。 

01〕 一三 九 五 年 以降 U ザ ール 地方 か 含む。 



勤勞 所得、 企業 所得、 年金 所得の 比铰 



九 ニ 九 年 
九 三 ニ 年 
九 三 三年 
九 三 四 年 
九 三 五 年 
九 三 六 年 



劾勞所株及ぴ沧 
業 所得 (1 

六 三 •六 

三 六 •八 

三 八 •五 

四 西 * 1 
E 九 •五 

五三 •八 



年金 收 )x 
2 



r 〇 •九 

c 畢位十 位* 



年金收人の勅勞 
及ぴ企業所得 1- 
對 - T る 割合 

ニ 0 •九 

三 三 .E 

三 〇 • 

ニ 五 •一 
ニニ * 一 
ニ 〇 •三 

一 ス •マ *' ク〕 



u 1. 商 i 、 I、 I (1SII1 共 ’ i 所 2 鋈 S 人 — H 

( 2 )( 资本收入、《贷料、地代及ぴ年佘恩給か含む。 

? 勞 働 所得の 次に issi 税で f か、 li 年坑 加して 罌 f 1にネ す 

/ 1 > 



一八 •六 ^ 
ニ 六 •〇％ 
二八 •六％ 



である* 



n 銀 所得 中から 差 引かれる 諸 控除は、 ⑷ 失業 保險 掛金の S 一 会' («) 恐— 一％ レ 結 姐 生活 



ニー 六 

者 扶助 (所謂 獨身稅 )ニ， % (-) 冬季救濟事業寄附金、勞僥戰線組合费(總收入及び臨時仕寧の價値に 
ょつて決定され、最高月ーニラィヒス*マルクょり最低月〇 » ー〇ラィヒス，マルクまで)、ナチスの新 
開兼誌購讀豫約费等々全部で少くども五 ^ でぁる0又、勞働振興ブログラムは「國民的事業助成のた 
めの 自發的 寄附」 を 募つ たが、 これは 殆 ^ 正規の租税に變じた0卽ち、勞働者は货銀の中から毎週ニ 
十五べ-1プヒの寄附を强制されるが、每週ニ十五べ- '; 4.は年額で十三ラィヒス*マルクに達する0從つ 
て、 《民所得增加の緩漫なる 1: 對する租税負擔の增加は、勞働者の生治を低下せしめたでぁらぅ0 
は 勞働 配置 政策 

ドィツが 現在 「工業に 於け る 勞働カ 特に 熟練工の 不足 VJ 農村に 於け る勞働 力不足」 ビに 惱んで ゐる 
こ W は、 一九 三 八 年 九月の 黨大钤 に 於け るヒ トラー の演說 U 明らかで ぁる 0 
3 勞働 手帳 制度 

一九 三 四年以 來 、ナチ ス跹 會玫 策は 勞働配 说を計 $ 的に行はなければならなかつた0ー九三五年ニ 
月 二十 六日の 「勞働 手帳 實 施に 關する 法律」 にょる 勞働 手帳 制度は、 計 迸 的勞働 配 故の 基本的 ^ 備調 
査でぁつた *> 、ラィヒ勞働紹介失業保險局長官ジルーブを & 高指揮养ビして、この統ー的中央機關を 
中心に、 貪 三 六 〇 以上の 勞働 兄の 下に 全 職業 紹介 失業 保 險機關 が 總動員 された ので ぁつた。 

勞働 手帳 制度は、 「勞働 手帳寶 施に 關 する 法律」 の 第 一條が 規定す る 如く、 「ドィツ 經浒に 於け る 1 



切な 勞働 力の 配分を 確保」 せん VJ する もので、 全勞働 者 並びに 使用人に 對し て勞働 手帳を 所持せ しめ 
企業者 及び 所轄 勞 働官廳 をして 笮働赉 並びに 使用人の 人格、 锘歷 及び 職業を 明瞭なら しめ、 かくして 
勞働 力の 適切な 配分を 確保し、 勞働 統制を 確立 せん ど したので ある。 本 法 第二 條 は、 本 法の 施行に つ 
いて 定められた 時期 (一九 三 五 年 四月 一日) 以後に 於いては、 本 法の 適用を 受ける 勞働者 並びに 使用 
人は 勞働 手帳を 所持し なければ 經钤 、行政 又は 世帶に 雇傭せられ 得ない こビを 規定した o 第三 條は勞 
働 手帳が 所轄 勞働 公署 (職業 紹介 所) から 發 行され る ものである こビ 、他の 部署よ b の發 杉 は 法汴が 
認めた 場合の 外は 之を 禁じる こ VJ を 規定した 。第 四條は 、本 法の 違反に 對 する 罰則を 規定した。 

勞働 手帳は 實際に 如何なる ものである か。 

⑴勞働 手帳の 發行 。勞働 手帳は 勞働者 又は 使用人の 申請に よつ て、 所轄 勞働 公署から 發行さ れ 
る C 發行を 申請す る 際には、 勞働者 並びに 使用人は 先づ 所轄 ^ 察 署の證 明 書を 受けなければ ならな 
い 。勞働 公署に 出頭した 場合は、 發行に 先立つ て 自己の 人格、 職業、 經歷 等を 係官に 對して 陳述し な 
ければ ならない o 發 行は 無料で ある 0 

⑵勞働 手帳の 全國的 統一。 勞働 手帳は 全 國ー忭 的に ラィヒ 職業 紹介 失業 保險周 長官の 定める 雛 形 
によつ て 統一され る。 全 勞働者 及び 使用人に 對して 同時に 勞働 手帳を 交付す る こ i が 不可能な ため、 
一定期間を 定めて 假證明 書を 發行 する こビも ある 




⑶勞働 手帳の 記載事項 o 勞働手帳には自己の生年月日、住所、緙歷並びに職歷を記入する0 

⑷勞働 手帳の 運用。 勞働者 並びに 使用人は 新たに 雇傭せられ た 場合、 又は 雇傭 關係 中に 於いても 
勞働 手帳が 交付せられ るビ 共に これを 企業者に 手交す る o 企業者は 右勞働 者 又は 使用人の 雇傭 中は こ 
れを保存し、手帳の中に雇傭開始の日時及び正確な稲別を記入する以外に、別にラィヒ職業紹介失業 
保險局 長官の 定める 用紙に 同校の 記入を なして、 これを 所轄 勞働 公署に 提出し なければ ならない 〇 又 
雇傭に 變更 を來 たした 際に も 同様の 報吿を なし、 雇傭 終了の 際には、 その 日時を 記入して 手帳を 原 所 
持 者に 返還す る 0 

(5) 勞働 手帳の 保管。 企業者、 勞働者 又は 使用人た るを 問は す、 勞働 手帳の 保 宵 者は その 保符 中充 
分の 注意を 拂はな ければ ならない o 手帳を 紛失した 場合には、 これを 所稃勞 働 公署に 申請す るこビ を 
要し、 その 申請に 基づいて 新たに 勞働 手帳 •か 交付せられ るが、 この場合には 手數 料を 徵收 する こビが 
出来る 0 

(6) 勞働 手帳の 監 ff o 勞働 公署は 必要 あ 6ビ認める場合に何時でも勞働手帳の差出を請求するこ £ 
が出來る0又、勞働手帳の中 11 不當、不完全又は許容し難い記入を發見した時には注意を與へ、訂正 
を 行は しめる こ ビ が 出來 る。 勞働 公署は 管轄 下の勞 働 者 及び 使用人の 勞働 手帳に ついて これを ヵード 
に 記入して、 保存して 置かなければ ならない o 勞 働 手帳 法に 對 する 罰則は、 他の 刑事 法® にょつ て 1 



» 重い 刑に 處 せられる 場合を除き 、違反 琪項の 種類に 從 つて" 一年 以下の 禁錮 VJ 百 五十 ライ ヒス •マ 
ル ク以 下の 罰金 VJ の ニ蒱を 區別 する 0 

. w 勞 働 ? id 置 政策の 弱點 どしての農業勞働カ補給 

「ライヒ勞働時報」中のライヒ勞働紹介失業保險烯長官の報吿にょれば、ー九三八年齑、農業勞働カ 
不足の ため、 十二 萬の 外國勞 働 者を 輸入した . 0 これは 勿論 ドイツの ァク タル キイ 政策を 危險な らしめ 
る ものである。 旣に 一九 三 四 年 五月の 「勢 働 配 ® 規制 法」 S 1 九 三 五 年 二月の 「農業 勞働 力 ^ 要 充足 
に關 する 命令」 ミは、非農業的經營が農業に從來してゐた者を雇储せんごする時には、勞働紹介監抒 
勞働 局の 同意を 要する もの VJ し、 又、 その 强制 解雇を も 间じ機 關の權 限に 委ね 得る こ ビ にした。 

然し、農民離村ビ勞働カ都市集中化2は、資本主義制度に固有な必然的傾向である上に、ドイツの 
現狀 は 氓 戰時體 制 下に あつて、 生産力を 傾充 しつつ ある 軍 ^ 品 諸產業 •か 勞働カ 吸 收を强 化して ゐ る。 
褀贲 、四ヶ 年計盡 を 宣言した 一九 三 六 年 十一月には 、「農業 勞働 力 ^ 要 充足に 關 する 命令」 は廢 止さ 
れた 。尤も、 その後に 於いても 農村 勞働 力の 過度の 流出を 防ぐ ため、 地方 的に、 化學 並びに 迚築 工業 
に於ける勞働者の篾傭を職業紹介機關の同意を耍するものビ命令したこミもある0然し大體に於いて、 
農業 生産力の 維持は 軍 ^ 諸 工業 並びに 鑛 業の 生產カ 擴充の 犠牲に なりつ、 ある o 

ナチ スは 農業 政策 第三 條に 「農民 VJ 農業 ビ は眞の ドイツ 民族 國 家の 樞 軸」 VJ 宣言した o 故に、 農民 




-Ho 

の 精神的 啓蒙に 努める かたはら、 農業 勞働者 住宅の 建築 ビ 長期 契約 農業 勞働制 どに 力を 注いで ゐる 0 
然し、 外國勞 働 者の 輸入が、 一九 三 七 年の 六 离炉ら 一九 三 八 年 春の 十二 萬に 倍加して ゐる 事實は 、農 
業 勞働カ 調整の 困難を 如實に 示して ゐ る。 

(-) 熟練 勞働 者爭奪 防止 

勞働配置をめぐる社會政策の最も基本的な問題は、熟練勞働者爭奪防止でぁる。從つて、四ヶ年計 
靈 受託 最高 指揮者 ゲー？ ングに よる 一 九 三 六 年 十一月 七日の 諸 命令の 根幹を なす ものは、 熟練 勞働者 
爭奪 防止に 關する もので あつた o 卽 ち、 勞働配 骰 に關 する 彼の 第二 命令が これを 示して ゐ る。 

⑴鐵 並びに 金盥 工業 經營が 四半期に 十 人 以上の 勢 働 者 雇傭を 增加 せん W する 時は、 當該 管戚勞 働 
局の 認可を 要する 0 

⑵ 特に 超過 雇傭を 必要 ごする 時は、 國家 政策 的 锘濟的 重要性に よつ ての み 認可され る 0 
⑶ この 重要性の 基準は、 軍備、 食糧 保障、 內 原料 産業 確保、 輸出 促進、 勞働者 住宅 建築 等の 瓶 
である o 

.又、 一九 三 七 年後 半には、 同樣の 規定が 建築 勞働 者に も 適用せられ た 0 

勞働 力# 要の 統制 VJ 勞働贷 銀 その他の 惡化 

熟練 勞働者 不足は、 競爭 的な 賃銀の 糴上げ 、福利 施設に よる 誘惑 等に よる 勞働 者の 爭 奪を 惹起し、 




これは 生 產カ儐 充を ffi 害する。 從 つて、 計査 的な 勞働 配® は、 先づ 賃銀 勞働 諸條 件の 强カ的 計 棗 的統 
制を 必要 ビ する 0 

⑴勞 働關係 

後に 詳述す る 「«韦規則」は、超綷眘的な領城に苜一つて货銀勞働諸脩件の最底條件を規律するもの 
で、 勿論 勞働 諸條 件の 國家的 統制で あり" 統制の 擔任 者は 勞働费 理官 である。 然し、 货銀瞽 働 諸條件 
その他は、第ー次的には經贷指導者(企業者)が「綷贷規則」のなかで獨栽的に決定する0經资指導 
者の 決定す る勞働 諸條 件に 對して 異謠を 挾む 唯一の 機關は 「信仟 協 謎 貪」 であるが、 この 協議 會の議 
長は 經營 指導者で あり、 委員は、 綷煢指 薄 者が ナチ スエ 場 細胞 委員長 VJ して 選拔 した 勞働漭 及び 使 
用人 中から 無記名投票に ょつ て 選任せられ るので あるから、 勞働 者の 意を 滿たし 得ない VJ 思 はれ 

so 

⑵货銀 問題 

四ヶ年計赉宣言後、ナチス經濟政策に於ける國家的價格形成の最高厭理は , 價格の间定」であり、 
社會政策に於ける國家的贷銀形式の最高拟理は「貨銀の固定」及び「給付货銀の烺理」である。然し 
「給付货銀の原理」は勞働給付の增大從つて生產の增大を伴ふ限り、货率規則に規定された货银牟以 
上の 货 銀を 許して、 K 率 規則に ょる 固定 it 銀 率 こ赉實上の « 銀ミのひらきを生达しめるから、企業者 




は 熟練 勞働 者爭奪 のために、 これを 利用す るに 至った。 一九 三 八 年 六月 二十 五 H の 「货 銀 形成に 關す 
る 命令」 は、 最高 K 銀を 新たに 强カ的 に 規則した もので あって" 同年 六月 二十 ニ =の「特に阈策的 31 
要 性を 持っ 事業に 對する 勞働カ 充足 確保 令」 (註〕 ビ共 1: 、 勞働 保護の 社會政 策が 後退しっっ ある こご 
を 示す ものである 0 、 

( 註 〕 verordnunw zur K cherstellunwdes 1 c 3: ftebedarfs f&r Aufwaben von besonderer staatspolitiacherwedeutunw 

II ゲ ゾ 浐じょつて發布され !: 。 . 

け 勞働 力不足 對策 

ドィッの 勞働 力不足は、 勞働琦 の報吿 にょる ビ、 一九 三 八 年 五月 現在 雇 入 申込に 對 して、 二十 萬 人 
の 不足で あった (そのぅち 八 萬 五 千 人は 農業 部門に 關 する 不足) o これが 對策 W しては、 

⑴ 婦人 勞働者 調達 法 (一九 三 八 年 二月) 

これに 依っ て、 二十 五 歲未滿 の 婦人 勞働漭 は、 最少 限度 一ヶ年 以上 農業 綷濟 若しくは 家庭 經 濟に從 
事した 者に 限り、 公共 若しぐ は 民間 企業に 就職し 得る こビ になっ た 。ドィッの 總就業 勤勞者 ニ 千 萬 人 
中 六 百 三十 八 萬 人は 婦人 勞働 者で ある 。故に、 婦人 勞働 者に 依っ て勞働 力不足を 補 ふため、 かの 結婚 
獎勵金 制度は 一九 三 七 年 秋に 撤廢 された 0 

⑵家 內勞働 者の 動員 計畫 



恐慌 時代の 失業者た る 家 內勞働 者を 再敎诗 して勞 働戰 線へ 送り出す 0 
⑶靑 年勞働 者の 養成 
一九 三 八 年 三月の 法律に 依って、 

學校卒 m 生は、 卒業後 二週間 以內に 勞働局 へ 申告す る莪務 が ぁる。 

ー九三四年ー月ー日からー九三八年三月十四日迄の學校卒業生にして、ニ十五歲末滿の勞働茗も勞 
働 局へ 申吿 する 義務が ぁる 0 • 

一九 三 八 年 四月 一 H 以降、 二十 五 歲未滿 の 徒弟を 勝 用 せん w する 5 if 合は 勞働局 の 同总を 要する 0 
⑷勞働 者の 質的 改善 

工場 內 徒弟の 再敎 育0將來はエ場內で講匁矜を開始し、勞働者の技術的向上に努めるこミにな 
った 0 . 

(5) ォ ー スト リァの 失業者 (約 六十 萬) を ドィッ 本國 ビォ ー ス 
ト リァ W の 諸產業 部門に 振 b 分ける 0 

へ 「特に 阈策的 m 要 性を 持っ 事業に 對す る勞働 力 充足 確保 令」 
ー九三八年六月ニ十ニ日に至って、阈策上常：要なる1定祺業に對しては勞働カを强制的に振り向け 
る 旨の 命令 •か 發布さ れた〕 卽ち、 「特に 國策的 m 要. 性を 持っ 事業に 對 する勞 慟 力 充足 確保 令」 は 男女の 

一三 一一 一 




ニニ E 

別、硪業の如何を問はす、笱も夯働能カぁるドイツ阈民ー蚊じ對し、通常の笮働契約闕係に於いて、 
ー時政府の指示する特定の職場 1: 於いて勞働をなし、乂は特定の職業敎育を受くる莪務を負はしめた0 
然し、勞働義務を賦課せられた者の復職及び旣得權は保證せられ、收入竹從來の收入以下ならざるも 
の w する ので ある o 

第二 章 職能 園體的 社會構 成 . 

H 職能 湖體的 構成 

ナチ ス社會 政策の 最高 目標は、 所謂 「一民 族、 ー阈 家、 一指 導 者」 の 民族 共同體 を 建設す るこビ で 
ぁる 0卽ち、「民族共同體なくしてはドイツ眾備迚設の觀念的前提なく、失笼の滅少な く.. i ては ドイツ 
軍備 建設の 物！：！ 的 前提は 存しな い。 ドイツ 軍備の 建設な くして は ドイツ 阈民の 生存 權 の保證 なく、 ま 
た ドイツ 民族の、 ひいては ドイツ 各個 人の 利益 £ 幸福の ために ドイツの 文物を 形成す る 可能性は ぁ b 
得ない」 (邦 譯 「新 獨逸阈 家 大系」 第一 卷三三 ニ 頁) ので ぁる。 然らば 、民族 共同骼 或 ひは 阈民 共同體 
は 如何なる 社 會 構成に ょつ て贲 現される か。 

ナチ スの 理論は、 社 脅の 組織 や 機構は 意志 現象で ぁつて" 人間の 創造的 意志に ょつ て 思 ふ *>* ま、 の 
形式を 與へ 得る ものでぁる VJ 說 く。 この點 ナチ スの 理論は、 社會組 織社會 機構を— 現象 或 ひは 必然 



現象 V 」 見る 社 宵 a 主 主義 や マルクス主義 i 決別して ゐ る。 

卽 ち、 ナチ スけ： 職能 g 節 的 構成に よつ て國民 共同 f 裏し よぅ ミし、 職能 W 船 的 構成 (1&• 
scher Aufbau ) は g 民の 全力を 一方 向に 向け 得させる 組織で ある 墓 ふ。 然ら は、 職能 面 糖 K 構成 ど 

は 何 か。 

先づ、職能阐體嘗113の一例£て、特に宽重なライヒ食糂同盟§||33を見る0 

ライヒ 食糧 同 ^ -^ ライヒ 食糧 農 菜 大臣 (Reichsminister fiir Em tfi hrung und Landwlrtschaft) に 描し 
農產物の生產者たる ^ 民だけでなく、農產物の加エ ^ 再生者全部を ^ 八，**してゐる ライヒ 食 f 同盟 
は第ーじ綷濟政策的施設であるから、農產物の直接の生產者たる || 民以外の者をもこれに參加せしめ 
こ理 &i、 それによ つて ドイツの 食糂 組織 全體を 槪觀 する こビを 得て" 市場 統制 ビ價 格 形成 ミを 圆滑 
ならしめ んごしたのである。又、ライヒ食糧同盟は所屬良の經濟的並びに社會政策 ^ 保議をも，バゝ' 
卽ち 、その 指 薄 部は、 市場 (Markt) 農場 (Hof) 人間 (Mensch)， w いふ 三 主要部 門に 分れて、 あらゆる 
領域に 於いて 所黌 に訐盡 的 指, 與 へる。 ナチ スが說 く 「土 ビ 血」 なる 理論は、 ドイツの 土地 ごヶ 
斤 マンの 血統 V」 を 主張す るの だ •か、 この 理論の 最大 對象は ドイツ 農民の 維持に ある ビ云 つてよ い 。ナ 
チス はこの ライヒ 食 猫 1 組織に よつ て i の 維持に 努める 旁、 ライヒ 食 S 盟を計 蜜 的 經濟的 
こ指苒 する こ ビによつて、ドイツ國民の食榀を能ふ限りドパツの國土炉ら得よぅミするのである。 



一三 六 

尙、ライヒ食糌農業大臣はライヒ食糧同盟を主宰するビ同昤に、ライヒ農民組織(§—^^^ 
8011 ^ 1)の長 £ してライヒ農民指導者(1^ & ^ 尝61* 2, &1131*)である〇ライヒ食粉同盟の意 || ょ、それ 
が 先っ 經濟 政策； £ 施設で ある 點に あるが、 量 組織は 一定の 生活 形式に 所 学る；^ 毳の集 言して、 
ライヒ 食糧 同盟 ミは些か異なる意義を有する0所謂「職能_船」(3这兰)なる名稱は農仗組織の如き 
U 該當 する ので あつて、 その 理由は、 農民 組織の 構成員は 經濟的 共通 利害に ょつ て 結びつけられて ゐ 
るの みで なく、 共通の 道 德的觀 念に 結びつけられて， Q るからで ある 0 

ライヒ 食粮同盟は職能阄體的構成のー例であるが、ライヒ文化評議脅(「ナチス'トイツの文化政策」 
參照) や ドイツ 勞働戰 線 (後述) も、 國 民共同體の某礎ビなるべき重要なる職能 1« 體的構成である0ラ 
イヒ文化評議會は度接又は間接にライヒ阈民啓蒙寅傳大臣の赞粍下にある總ての職業竝びに經玆が集 
合して 構成す る もので あ 6、 ライヒ 食糙 農業 大臣が ライヒ 食 糍间盟 を 管轄 するど 同時に ライヒ 農民 紐 
織の 指 雲で ある やぅに、 ライ 晶民雲 宣傅 大臣は 同時に ライヒ 文化 評議 嘉裁 である 0 
(11) 職能阒 體の 理論 

ナチスの社钤構成は職能 0 體的構成である〇アル 7 レプト， 13 オゼン.へルクに依れば、「戈々ょ全艄阈 
家を 欲する のでは なく、 國家に 於け る ナチ ス運勐 の全骼 性を 欲する 〇 家を 欲する のでは なぐ、 

鞑 能 !^] 腊的紐 織を 持つ 政治的 權カ 形！ g を 欲する」 ので ある 0從つて、職能_骼的構成ミは共同益〇欠 



治 的 生活 形態で ある ビ 云 ふこ W •か 出來る 。この場合" 「ナチ ス國 家は 民族的 生活の 玫治的 作用で ある 
が、 國家自 4 .は 職能网 體では ない」 (ヶロル ィタ ー)0 

職能 阆體 V 」 利益 固 體 . . 

ナチスに依れば、職能遡體は民族の生活的必耍から生じたもので、民族生活の喷落の形態を示す利 
益网體 ビは別物である0利益 |«1 體ビは、民族に反し民族を犧牲にして小集盥の利益を遂げんビ努める 
もので、 眾なる目的阁體である0之に反して、職能洲骶は同じ民族的生活機能の實現に協カする生產 
者の共同體であるから、有機的な紐織であつて、職能_腊の成員は組合共同體的紐帶で結ばれてゐ 
る0彼等は「職能上の仲間」であり、職能_骶を通じて民族に寄與するのである0ー 
職能 网體の 種類 

職能_體の蒱類は、民族が如何なる生活機能を必耍ビするかに依つて決定される0民族が生きるた 
めには、先づ民族の物質的生杯が保障されなければならないから、經濟の領域に於いて職能_髋的構 
成が始まる0卽ち、農民阐腊、エ業 ^] 骼、商業湖體、手エ業者 |*1 體、交通网骼等0文化の領城に於て 
は" 醫師闽 體 "法律家 网體 "敎育 家 网賠 "國 防阗體 等 G 
ラィヒ 職能 网體 

職能 |^1 骱は「公法上の自治骼」ビ見られ、この意味でラィヒ職能 ^1 體ビなる0ラィヒ職能 1« 腊は阈 

一三 七，， 
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家の 肢體 であ b 、 公の 任務の 擔者で あつて、 自治體 ごして ( Si 有の 活動 範阐を 有し、 委託せられ た範阐 
內 で" 國 家の 上位 高權の 下に 固有の 强制權 力を も 持つ てゐる 0 

第三 章勞働 政策 

ー勞働 政策 

ナチ ス勞働 政策は、 國家を 媒介 ビした 勞資 共存 共榮 のた めの 經營 共同骼 V 」 稱 せらるべき 組織の 建設 
を、 最大 目標 ビ して ゐる o 

周知の 如く" ナチ ス社 會觀は 從來の 綷濟 中心 主義の 見方を /? けて、 國家的 道 % 觀及び 社 會的 名# 觀 
を 導入して 來たが 、阈 民勞働 統制 法は 綷濟ど 道 德<の 合一の 立場から、 產業 平和を 維持 促進し ょぅご 
する 意圖を 示して ゐ る。 

ナチ ス勞働 法 そのものは、 勿論 一般 ドィッ 阈民の 安寧 福祉の 維持 增 進を 目的 ビ する もので" 必すし 
もー黨 一派の 獨裁强 化を 計る ものでは ない。 然し、 ナチ ス黨が 構成す る獨栽 政府に ょる 獨裁 法制で あ 
る 故、 ナチ ス獨 裁の ためにす る 因子が 多分に 含まれて ゐる 專實は 否定し 難い。 例へ ば、 

T 信任 協議 會を 構成す る 信任 委員の 資格が、. ドィッ 勞働戰 線の 加盟 員た る 填を 要する のは、 その 
現れの 1つである。卽ち信任委員の選擧せられる手續は、殆ざナチス經玆細胞組織のー方的意思に制 



約せられ、 看の 指 ■たる 企業者は、 その 命令の 忠實な 通行 者た るに 遇ぎ す、 篇 協議 會を 通じて 
工場 內 部に ナチ スの獨 M 權 •か 確立せられ る 仕組みに なつて ゐる 0 
-) ナチス黨員やナチス系諸 1#1 體員に對しては、勞働カ配分令が適用されない0 
一 t H 四 年 一 弓 二十日の 國民勞 働 統制 法 (Gesetz Sr Ordnung der nationals Arbeit) は ナチ スの 

根幹 的勞 s 法で あつて、 將 來の篇 行政の 法的 蓮— 墓 本 法で ある。 

( 11 ) 阈民勞 働 統制 法の 特色 

w 本 法は 七 章 七十 ニ條 ょりなる 廣沉な 立法で あるが、 その 最大の 特色は、 勞倒關 係の 某潭 をな す 
雇傭者 ビ被 傭 者 VJ を、 階級 關係 VJ してでは なく、 機能的に 分類せられ た 職業 身分 的 關係ミ して 見て ゐ 
る點で ある。 卽ち 階級 間爭の 思想が 克服され たので あつて、 雇傭者 ビ被傭 者ミ は相對 立すべき もので 
はなく、 阈民 及び 國 家の 共同 利益の ために 協力すべき ものである 革を 强調 する。 「經资 二 於 テ ハ 企 龙 
者 ハ ソノ 指導者 トシ テ 使用人 及 ビ勞働 者 ハ ソノ從 漭 トシ テ トモ-一 ソノ經 玆ノ 目的 促進 並-一圃 民 及ビ H 
家ノ共同利益ノタメニ働クモノトス」なる第ー條を、ヮィマ，滿法中の「勞働者及ビ使用人ハ企 ^ --?? 
ト同等ノ權利ヲ以テ、相協间シテ贷銀勞働條件ノ規制並ーー生產カノ全經濟的發展-ー與产べキモノト 
ス、 M 傭主侧 及 ビ 被傭者 側 ノ 阆骑 並 二 コレラ ノ 阁體ノ協定ヲ承認ス」(ヮィマル憲法笫百六十五條)ビ 
比較す る ビ き、 その 相違は 著しい ものが あ り、更に、ー九ニ六年のィタ？ァ勞働憲章第叫奸ッ M — 井 

ニニ 九 
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ノ谷稀 要素 間 ノ速帶 ヲ具體 的 ニ 表現 スル モノ ハ 雇傭 主 及 ビ勞 働者ノ 相反 スル 利益 ヲ協 調シ 、彼等 ヲ生 
產ナル 高次 ノ 利益 ニ從展 セ シムル 3 トニョッテ達成セラルル洲骶協約ナリ」-^對比しても、ファ，シ 
ストが 未だに 階級 對 立の 思想を 殘 して ゐるに 反し、 ナチ ス は一步 進んだ 思想を 明示して ゐる 0 
レ 本 法の 第二の 特色は、 勞働 法に 對す る道德 的 某 礎を 確立した 琪で ある o 卽 ち綷營 內の努 務關係 
を、 「與へ (勞 力を 供し) 而 して 取る (贷 銀を 受ける)」 S いふ P ォマ 法的な 唯物論 的 見解から 脫 却し 
て、 忠誠 (Treue) 及び 社會 的名界 (soziale Ehre ) なる 逍德 觀 念を 汲み取つ て 規定した o これは ゲルマ 
ン 民族の 古い 法 汴觀 念を 復活 させょぅ ビ する ナチ スの 意嚮を 窺は せる 0 
レ 笛 三の 特色は、 階級 對 立の 思想を 克服し、 企業者 側 ご勞働者側ビの网骼交涉を認めなくなった 
結果 V 」 して、 勞働條 件に關 する 超經贷 的 集 ^ 的规 制が 廢 止せられ、 勢 働條 件が 原則 ビ して綷 窃內 で規 
制せられる こ V 」 になつ た點で ある o かくて、 經窃 指導者は 企業 關 係の 諸箏 項を 總て 自己の 眾獨 ☆任で 
決定するが、經煢指墀者の利己心を阻止するためには、各經膂內に信任撝 ||| 會がある外、社會的名 # 
裁判所の 制度が ある 0 

(H) 國民勞 働 統制 法 谷 論 

(>f 經營 指導者 (F&hrer des Betriebes)v^ « m ^ <$I(vertrauelt) 

0 勞働 管理 官 (TreuMnder der Arbeit) 



-) l^ t:®M(Betriebesordnung)VJ tl _-M(Tarifordnung) 

-) 社會的 名 # 栽 判權 . (soziale Ehrengerichtsbarkeit ) 

/f\ 

^ 解約 吿知 保護 ( Kiindigungsschutz ) 

(>!) ' 經營 指導者 £ 信任 協議 矜 
. ⑴搽眘 指淇者 

ナチ スは 指導者 原理の 立場から、 經眘の 企業者に 對して 、跸玆 指 ^ の 全權を 委ね、 經玆の 目的の 促 
進及び阈民並びに阈家の利益の爲に全カを致すこミを要請した(第ー條)0卽ち企業名は、眾に經窃の 
利益を 計る のみなら す、 從 m M の 生活に 最善を 蒲す 爲に 努力し、 格 働條 件を 勞 働の ^ 藤」 に關 する 
ナチ スの 解释に 合致せ しめる 责任を 負は された 。この 際、 勞働洛 は經费 指 剪 著 (企業 名) の從迠 者 ミ 
なる o 

⑵ 信任 協議 曾 

國 民勞働統制法に於いては、勞働條件は原則ビして綷窃內で規制せられる0信任協逯昝は經资內部 
の 規制の 中心 體ビ 目すべき もので、 綷资指 薄 ^ に 對 しては 從瑶 的な 地位に 立ち、 その 諮 門 機 關で ぁる。 
この 信任 麻 浅 脅を 橘 成す るた めに、 信任 委員 ( vertriiann ) が 選 摩せられる のは、 常時 從業 U ニ 
十 名 以上の 經營 でぁる (第 五條)。 

1 四 一 
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信任 協議 會の 任務。 

信任 協議 會の 任務は 第 六條に 規定され てゐ る。 卽ち 一信 任 協議 曾は その 辟. 玆 共同 體の 相互の 信 賴 
を增加せしむべき義務を有す (-) 信任協遴會は勞働給付の改善、ー般的勞働條件、特に經營規則の作 
成並に屣行、經營保護の實施並に改善、經營從業員相互並に經營 ^ の結合の增大及び經營共同體全員 
の 福祉の ためにす る 一切の 處® に付き 評議を 行 ふ ものビ す、 又 吏に 經玆 共同體 內 部に 於け る 一切の 紛 
議の 解決を 阖る v し、 經铎 規則に ょる 賠 m 金の 決定に 付ても 諮問 じ應す べき もの ミす3信任協議钤 
は その 個々 の 任務を その 特定の 信任 委員に 委任す る こ VJ を 得 0 
信任 協議 會を 構成す る 信任 委員の 數 Q 
信任 委員の 歎は 各 經營に 於け る從業 員の 總數 にょつ て 異なる。 

從業員 總數 信任 委員 數 
■ニ 〇 —— 四 九 ニ 
五 〇 —— 九九 三 
一 〇〇 —— 一九 九 四 

-50 — 三 九九 五 

四 〇〇 人 以上は 三 〇〇 人を 增加 する ご VJ に 一人を 增 し、 最高 十 名を 以て 限度 ビ す (第 七條) 0 



信任 委員の 資格 c 

年齡滿 二十 歲以上 o 少く vj もーケ 年間 ー綷營 又は 企 m に所屬 し、 且つ 少く S も ニケ 年間 同一 又は 類 
似の 職業 又は 產業 部門に 從忠 したる 者に 限る。 更に 公民 權を有 し、 ドイツ 勞働戰 線に 所思し 梭範 が 
人物を 以て 顯はれ 、常に 國民 及び 阈家 のために 働く こビを 踣躇 せざる 旨官 •誓す る亊を 要す (第 八條 )o 

T 勞働 管理 官 

勞働 管理 官 S 度は、 一九 1 年 五月 十九 日の ■墓 官法 にょつ て 創設せられ S は、 通 渡 的 制 
度 « 見られて ゐたが 、國 民勞働 統制 法は これを 恒久的な 制度 ミ した。 

勞働 管理 官の 身分 

勞働 S 官は ライヒ 大經濟 S 配 5 れ る。 經濟區 は ライヒ 勞働大 P ライ t 內務奈 及び ライヒ 
經濟 大臣の 同意を 得て 決定す る。 勞働 管理 官は 總統兼 宰相の 直接 任命す る ライヒ 官史で 職務 上は ラ 
イ ヒ勞働大臣の管轄に思しその所在地はライヒ勞傲大臣がライヒ綷濟大臣の同意を得て決定する(第 

十八 條 ) Q 

勞働 管理 官の 任務 

ゎ 信任 議 S 構成 及び ■の遂 ( S 释し 、紛議 S 決する。 溱の韋 る 所に 從 ひ、 G 任委 
員を選任又は罷免する。 
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⑵ 綷袋規則及び個々の勞働契約の内容に對する基準を定め、 ©- 率規定を發令し、これらの育施を 
監督す る。 

⑶ 大量 解雇の 決定 0 

⑷社會 的名釋 裁判 權の 行使に 協力す る 0 • 

(5) ライヒ 勞働 大臣 及び ライヒ 經濟 大臣の 詳細な 指令に 從 つて、 常に 社 會 政策の 發 展に關 し 政府に 
報告す る 0 

勞働管 理官の 補助 機關 

勞働 管理 官の 任務 遂行を 助ける ために、 ⑴ 代理 官 3) 特命 勞働 管理 官 ( sondertreuh p : nder ) ⑶專門 
家 委員 補佐 會議 ( Sachverst s 9: ndigenbeirat ) ⑷ W 門 家 委員 ^ ( sachverstiindigenausschuss ) *>* ある。 

⑴ 代理 官 

勞働 管理 官の 補助 官 たる 代理 官 は、 ライヒ 勞働 大臣 又は 勞働膂 理官 から 委任され た 個々 の 任務を 遂 
行す る 0 

⑵特 命勞働 管理 官 . " 

特命 勞働 管理 官は、 勞働條 件の 取締 規定を 数個の 地域に 亘 b 制定す る 必要が ある 場合、 又は その他 
の 特別 任務を 履行す る 必要が ある 場合 等に 任命せられ る もので、 地域的に 拘束され す、 全國的 或 ひは 



少く VJ も數 地域に 亘 つて、 所定の 經濟 に對 する 一 般的 規定を 施行す る 0 . 

⑶專門 家 委員 補佐 會議 

專門家 委員 補佐 會速は 常設の もので、 勞働管 理官の 命に 應 じて、 その 職務の 一般的 又は 基本的 問題 
を ^ 定 する。 この 钤議 の 委員は 勞働苞 理官の 區內に ぁる 各種の 經濟 部門から 召集せられ る もので、 そ 
の 四 分の 三は ドィツ 勞働戰 線の 推蓝 人名 薄ょ 6採用し、殘余の四分のーは勞働管理官が自ら選出する 
(第二 十三 條 )o ドィツ 勞働戰 線は、 當該勞 働 管理 官所在 地* 22 の 信任 協議 會所餡 者 中から、 職業の 蒱類 
並に經濟部門を考慮して適當な人物の推薦人名簿を作製するのでぁる。 

⑷ 専門家 委員 會 

專門家 委員 會は 常設の ものでは なく、 個々 の 場合に 召集され る。 

ハ 經煢規則ビ貨率規則 
經營 規則 

常時 二十 名 以上の 從業員 を 使用す る經玆 は、 經營 指導者が 緙煢 規則を 作成して、 書面を 以て 公 衣し 
なければ ならない。 縛. 營 規則 中に 記載すべき 勞働條 件は 次の 如くで ぁる (第二 十六 條 、第二 十七 條 )。 
一、 一日の 勞働 時間 及び 休憩時間の 終始。 

ニ、 勞働 報酬 支拂の 時期 及び 方法。 
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三、 請負 又は 出來 高勞 働を 採用して ゐ る經铉 では、 請負 又は 出 來高勞 働 計算の 原則 0 

四、 罰金の 定め ある 時には V その 種類 金額 及び 取 立に 關する 規定 0 

五、 法律に 定めた もの 以外の 理由で、 通告 期間を 待たす にす る勞 働關 係の 解約の 理由 0 

六、 勞働關 係の 違法 解除に ょづて 生じた 損害賠償 金の 給 輿。 

貸 率 規則 

货 率 規則 VJ は、 勞働 管理 官 •かその 管轄 戚 內の 同一 部類の 經锌 の從業 員の 保護の ため、 特に 必要な 時 
には 專門家 委員 食の 協議を 經 て、 勞務關 係 規律の 最低 條件を 書面に ょつ て 定めた ものである o 货 率規 
則は 最低 條 件を 定めた ものであるから、 この 規則に 反する 企業家 勞働者 間の 合意は、 ょり 良い 勞働條 
件を 示す 場合に 限り 法律 的效 力を 持つ 〇 又、 贷率 規則は 同一 規定 亊項に 關 する 時は 常に 經锌 規則に 優 
先す る 0 

(-) 社 會的 名# 裁判 權 

社會的名 # 裁判權は、「社會的名#に瞄する民族精神」の表現であり、正しい瓧會的氣風を助長し維 
持す るた め、 各 勞働 管理 官の 管輅 地區內 に 一個 宛 設けられた 新 施設で ある。 卽ち 、阈民 共同腌 の 精神 
に 違背す る 者、 經窃 共同體 所 % 員に 必然的に 課せられた 義務を 遵守し ない 者 等を 處罰 する S 共に、 生 
產的な國民同胞にふさはしい氣風を敎へ込み、社曾的名 # を保持しょぅビするのである0 



社 會的 名# に 反する もの ミ して 名 # 裁判所の 訴追を 受ける のは、 次の 四つの 場合で ぁる 0 

一、 企笼 者、 經煢の 指 ^ 者、 若しくは その他の 監督者* か、 その 權 力を 濫用して 故意に 從屬 者の勞 働 
力を 费 消し、 又は その 名 # を 傷つけた 場合。 

ニ、 經煢 の從業 員が 他の 從業 員を 故意に 炖 動して 經较 の勞働 平和を 攪亂 し、 殊に 信任 委員 i しての 
經铎の 指 薄に ついて 故意に 不法 侵害を 行 ひ、 又は 經祭 共同 體の精 神を 毀損した 場合。 

三、 鍩煢共词髋所屬者が操返して勞働贽理官に對し、輕卒にして根據なき不服を唱へ、又は申出を 
なし、 或は 管理 官 の # 面に ょる 指示に 對 して 故意に 違反した 場合。 

四、 信任委員がその任務の執行について知了し、且つ祕密に附せられた取項、綷资並に¥務の祕密 
を 播限な くして 發表 した 場合 0 

社 會的 名釋 裁判所の 處罰 手段， 

> f ) 戒吿 y a a T 罰金 刑 (一 萬 ライ ヒス •マルク まで) (-) その他(綷铃の指濞者又は信仟委員 
の 資格 剝 奪。 從業 員の 職場轉 搀又は 褫辉) 名 没 栽 判 所の 判決に 對 しては、 勞働管 理官 又は 被 ^ からべ 
产？ 丨ンのライヒ名釋裁判所へ上訴し得る。 

名# 裁判所の 構成 

(1) 栽 判 备 ( 一名) は ライヒ 司法大臣が ライヒ 勞働 大臣の 同意を 得て 任命す る 司法官で ぁる。 



(2) 陪席 員 (ニ 名) は、 緙资 の指苒 者 一 名， / J 信任 委員 一名 vj ょりなる 。名# 裁判長は ドイツ 勞働戰 
線の作成する推 0 人名簿から、名簿の順序に從ひ、被吿ビ同一の職龙部門に庙し、敁も有能な人物を 
陪席 員 V 」 して 選ぶ 0 

ライヒ 名# 裁判所の 構成 

⑴哉判 官 (ニ 名) は、 ライヒ 司法大臣が ライヒ 勞働 大臣の 同意を 得て 任命す る 上級 司法官で、 そ 
のー名が裁判長に、他の1名が陪席員にな.る0 

⑵ 陪席 員 (一 ユ 名) は、 經玆の 指 ^ 者 一名、 信任 委員 一名 及び 政府の 定めた 一名で ぁる (第五 十一 
條 )o 

ホ 解約 告知 保護 

解約吿知保護は、經營の從業員が不當に解雇されょぅビする場合の保護法規でぁる0 

常時 十 名 以上の 從業 員を 使用す る 同一の 經營 又は 企業に ーヶ年 以上 從業 した 後、 解約の 告知を 受け 
た 場合、 被 解約 告知 者は、 その 告知が 不當に 莆 く、 且つ その 理由が 經營狀 態に 基づく もので ない 際に 
は、 吿知 到達の 二週間 以 內に勞 働 裁判所に 對 し、 解約 告知の 取消を 申請す る こ ビが 出来る 0 

信任 協議 會が設 置され てゐる 經玆 では、 先づ 信任 協逯軻 に 於いて、 就龙 繼續の 可否を 協議し、 協議 
が 決定を 見る に 至らな かつた 場合には、 その 旨の證 明 書を 添附して 提诉 する こビを 要する (第五 十六 



條 )o 

勞働 裁判所が 右 解約 告知の 取消を 宣告した 場合に U 、 企業 名は この 判決の 送達を 受けた 日から 三日 
以內に、被解約吿知著に對して解約吿知の取消或ひは損窖賠惯のぅち、1を選ぶべき義務を有するが、 
判決に 對して 控訴す る こご も 出来る 。企業者* か 解約 告知の 取消を 選ぶ 場合は、 被 解約 吿 知者に 對し 
て、解約に至るまでの繼锫勞働に對する贷銀又は体給を支拂ふこビを耍し、损害賠惯を選ぶ坳合は、 
經營 の綷濟 狀態ビ 給付 能力 ミを 考 臌して、最終年度の報酬の十ニ分の四を赵ぇない限度に於いて定め 
られた 賠 惯 金を 支拂 はなければ ならない (第五 十八 條 、第五 十九 條 )o 

被解約吿知者が別に新しい联傭契約を結んだ場合は、前企業老の下に働くこどを拒み得る。この際 
には 解約せられ た 期 H ビ 颓勞働關係に入つた日 ^ の問の ^ 銀又は体給を請求し得る(第六十條) 

TO 國民勞 働 統制 法に 對する 疑義 

阈民勞働統制法は、ドィッ經濟に於ける指導者烺理の確立、階級對立の排除、社科的名 ^ の矜及徹 
底 V 」 いふ 三 要 丙を 織 込んで、 社會 平和を 維持し、 生 產の擴 大を關 つた ものである ビ云 ふ。 然し、 これ 
に依つて多數の勞働者が資本主_の桎梏から免れ得るか否かは頗る疑はしい0協調钤編「ナチス勞働 
法」 は、 この 疑惑を 次の 如く 述べて ゐ る。 

「本法の中樞機關たる勞働管理官がナチス政府の庇妬ボたるこどは勿論であるが、谷綷钤に於ける 

1 W 九 



一 五 〇 

信任 協， 議會の 委員、 專問家 委員 輔佐 會議の 委員 も 亦 ドィッ 勞働戦 線 所圯者 中より 任命すべき こビが 法 
文に 堂々 VJ 記載され て* るので あつて、 この こ ビ は 企業 主の經 玆指導 者た る こ VJS もに、 ナチ スの獨 
栽 權の 工場 經營內 部に 於け る 確立 及び 資本家 並に 企業 主の 保護を 总味 し、 ナチ ス以 外の 勞働 者の 結束 
の機會を根本的に輮ひ去るべきものであり、政府の獨裁カを强化せん ?£ するこ£には役立つけれ ^ も 
果して これによ つて 當 初に 勞働 大臣の 宣言 期待した るが 如き 社會平 和の 基礎が 確立せられ るか 否かは 
そこに十分疑問の余地の存するこビは否みがたい0」又、「しかしながらこの阈民の革命が、果してそ 
の 全生產 者に 對し 、その. 成果 ビ して 彼等の 享受す V きものを 十分 享受せ しめ 得る か、 或は 從來の 集 湖 
的、 起綷锊 的 勞働條 件の 規則に よつ て、 企業家の 恣总 から 僅かに 解放せられ た 勞働者 階級の 手足を、 
再び完全に海ひ去り、從來の勞働協約制に滿足しなかった反動的企莱漭阆の帑坫に犧牲に供せん ^ す 
る ものである かは、 本法忭 のみに よってで なくして、， ¥ろ 今後の ナチ ス勞働 政策の 具體的 推移の 中 か 
ら判斷 しなければ ならぬ 問題で ある 」 VJO 

第 四 章 失業 問題 



(-: 失業 問題の 現狀 . 

ナチ ス •か 政權 獲得 當時 、失業者は 六百茁 、卽ち 全 國勞働 者の 四 分の 一で、 巷に 溢れて ゐた 〇 失業 救 



濟 1 何ょ b も 先 LT 着手す V き ii 當 面の 霞— つたが 故に、 ヒ "•ラ 111 得するな 
b 失業 救濟を 約束し、 失業 救濟 葉を 開始した。 i の ラ •チォ 放送 (一九 三 九 年 四月) にょる V 」、 ド 
ィッには現在ー人の失業者もない艺のこビでぁる0昨年五月までの就業者數ビ失業著數ミをラィヒ 
ス-クレディット*ゲゼルシャフトの統計で見るミ、 . 



九 二八 年 四月 
九 ニ 九 年 四月 
九 三 ニ 年 四月 
九 三 三年 四月 
九 三 四 年 四月 
九 三 五 年 四月 
九 三 六 年 四月 
九 三 七 年 四月 
九 三 八 年 四月 
九 三 八 年 五月 

(傷病 保険 局 統計 病氣缺 勤 中ノ =£ / チ 含ム) 



找業者 

一八、 四 o 八 

一八、 七 八 八 
ニ 一、 九 六 三 
ニニ、 〇 六 〇 
一 五 •七 一八 
一六 ' 二 六 五 
一七、 四 七 ニ 
一八， 九 〇 七 

一九、 九 五 七 
ニ 〇、 四 〇〇 



業者 

I、 ニ 11 

一、 七 ニ一 
E 、 七三 九 
五 •三 三 一 

II 、 六 〇 九 
ニ ' 一三 三 
一、 七 六 三 

九 六 一 
四 二三 
三 三 八 



一九 三 八 年 五月 末の 失業者 一二 十— 中、 l ® t ものは 二十 离 弱で、 こ® 二十 六离弱 中、 住 
居の 移稱 不可能の ための 失業者が 十六 离 以上で ぁるから、 眞の 失業者は 三 海 七 千 人で ぁつす この 一二 
萬 七 千 人 •か 本年 (一九 一一 一九 年) までに 就職せ しめられ、 現在では 一人© 失業者 もない*"」 云 ひ 符る狀 態 



一 五 ニ 

に 達した ので あらぅ o ( 一般 U 、 ドィツの 產業 活動の 範圆は 他の m ォ 0, パ 諸國ょ b も 大きく、 ドィツ 
の 人口の 半分は 產業 活動に 從 革して ゐる o 1 九 三 八 年 五月、 就業 勞働者 及び 体 給 生活 者の數 は、 約 ニ 
千 五十 萬 人で あつた o ) 

(-) 失業 救濟の 精神 

ナチ ス 政府に ょつ て 失業 救濟 のために 出された 法令は 頗る 多數 であるが、 特に 重要な ものは 「笛 一 
次 失業 緩和 法」 (一九 三 三年 六月 一日： r 「第二次 失業 緩和 法」 (一九 三 三年 九月 二十 一日)、 r 勞働配 frc 
の 取締に 閼する 法律」 (一九 三 四 年 五月 十五 日)、 「勞働 力 配分法 令」 (一九 三 四 年 八月 十日) である 0 
失業 救濟に 對 する ナチ スの 精神は、 ヒ トラ ー の演說 (一九 三 三年 九月、 三 四 年 一月) にも 窺 はれる や 
ぅに、 國民 各自に 仕事を 分配す る こ ご であつ て、 仕事を 有する 國民 •か 仕赓を 有しない 國民 の犧牲 にな 
る こ w を 斥けた 。從 つて、 ナチ スの 失業 救濟 政策は、 綷濟的 物質的 方面に のみ 捉はれ す、 ナチ ス的に 
精神 方面を® 視 して、 生產 能力の ある 全阈民 に 勞 働の 機會を 輿へ、 失業に ょつ て 受ける 精祌的 苦 惱を 
克服す る 取を 第一義 VJ した。 故に、 報酬 及び 待遇の 低下は 必す しも 問題に ならな かつた 0 
先づ 一九 三 H 年 以来の 大規模の 公共带 業計赘 の 遂行、 建築業 姓 築 材料 業 その他の 經濟的 部門の 振興 
等は、これに伴ふ當該部 ? 1 3 に於ける失業者數を滅少せしめた0次に、黑色勞働の掃菡、ニ重稼の撤廢、 
冬季救濟褀業の施行、勞働奉仕搠の創設、結她獎勵にょる婦人勞働济の制限、ニ十五歲未滿の獨身勞 



働 者の 勞働 場よりの 驅逐 、勞働 場 及び 勞働 者の 配分 等の 措 ® は、 ナチ スの獨 裁を 背景に する 積極的 組 
織 的 失業 對策 である。 又、 一九 三 三年 五月の ドィツ 勞働戰 線の创 立、 一九 三 四 年 二月の 產業 統制 法に 
よる ドィツ 產業 統制 組織の 創 成は、 失業 救濟 ビ綷濟 復興 ど阈 民勞働 統制 ごの 緊密な 關係を 示し、 ヒト 
ラーの 所謂 產業 VJ 勞働ビ の 協力に よる 國家的 難關の 排除を 規定した。 

然し ナチ スの 失業 救濟政 策 中で 特に 注目すべき こ VJ は、 失業者 數 の ® 的 克服を 目指した ご 同時に、 
失業狀態を整理するため 1: « 的克服の措骰が取られたこビである0卽ち、失槳溝 *>* ー定地诚或ひはー 
定產業 部門に 集中す る こ ビ を 緩和し、- 勞働 の缺 乏した 部門 又は 比較的 勞働 力の 吸 收の餘 地の ある 部門 
に對 しては、 他 部門の 勞働 力を も 移動 させて 吸收さ せよぅ ビし 、失業 老中で も 比較的 年長で 家族 扶签 
赛 務を 持つ 者を 先づ 雇傭せ しめる 等の 策が 講也 られた 0 
(=) 失業 救濟の 手段 

ナチ ス 政府の 失業 救濟 手段は、 大體勞 働 ^ 要 增加策 ど勞働 供給鉍 少策ビ に 分けて 考 へる こどが 出來 
る 0 

勞働耑 要增加 策 

これは 「第一 次 失業 緩和 法」 (一九 三 三年 六月 一日) 「第二次 失龙 緩和 法」 (一九 三 三年 九月 二十 一 H ) 
及び その他の 失業 對策に よつ て 行 はれた ものである 0 - 



A 公共事業 又は 補助金の 交付に よって 行った もの 

⑴第 一次 失業 緩和 法は、 大蔵大臣に 對 して 一 〇 億 マルク 迄の 大葳省 證券 發 行の 權 限を 認め、 次の 
事業に 當 らしめ た 0 

A 州 及び 各 稲 公共 自治 船の 廳舍 、官公 含、 橋梁 その他の 建築物の 修繕 並びに 補完 エ箏 
( H ) 農業 用 建築の 修繕、 建增 
(- 都市 郊外の 小 住宅 建設 
. (-) 農業 用內地 植民 
岣 河川 治水工事 
(-) 瓦斯、 水道" m 氣 供給 設備 x ^ 

ト 州 及び その他 公共 自治 體の營 む 土木工事 

これらの 事業に 使用され た 失業者に 對 しては、 從來 通り 失業 手當が 支給され たし、 四 遇 間 完全 勞働 
に從 事す る 度に、 必需品 購買 券の 形式で 一二 五 マ’ クの阈 庫 補助が 行は れた 。この 購 Ji 券に よっ て、 
指定 販 15 所で、 被服、 下 若、 家庭 用具 等を 購 ふこ ビが 出來る 。このほか、 一 a ー囘の 暖かい 食事 又は 
これに 和當 した 手當が 支給され る 0 

⑵ 第二次 失業 緩和 法に よる 建築物の 修繕 並びに 補完 工事で、 高層建築 事業に 關 係の ぁる 勞働 者を 



冬季中も業務にど>まらしめんビした0 

(3) 大規模の 國家的 土木 計畫の 遂行" 一九 三 三年 六月 二十 七日に 決定され た ライヒ 自泐卓 道路の 建 
設 、河川工事、 內® 殖民の ため 十五 億の 資金を 準備し、 四〇海の勞働者の就業增加を圖つた。 

⑷ ドイツの 半官半民の 鐵道 及び 郵便、 m 信 事業 も、 それぞれ 六 億 ニ 千 五百莴 マルク、 七 千 七 百 萬 
マ ダクを 失業 救濟の 目的の ため 一九 三 三年 度に 投下す る こ VJ にした 0 
(5) 前代 諸政 府 の計畫 、卽ち パー ベン 內開の 緊急 失業 對策 及び シユ ライヘル 內 開の 緊急 政策を 續け 
るた め、 數億マ ルタの 支出を 計上した。 

B ) 狨稅 、免税 等に より、 民間 事業に よる 間接的な 勞働需 要 增加笕 
⑴第 一次 失業 緩和 法に よる 機械 器具 購入 及び 修繕に 對する 免税 

⑵ 第二次 失業 緩和 法に よる 農業 地租の 引下げ、 農產 物に 對する 取引 税の 引下げ、 及び 私設 小 住宅 
並びに 自己 所有 小屋に 對 する 免稅 
g 自動車 稅 の免稅 

⑷ 租稅 及び 公課の 免税。 これは 租税 輕 減法 (一九 三 三年 七月 十五 H 付) によつ て、 资業用 建物の 
修铕 及び 補完 工事を なす 者に 對 して* 經 ft の 十 ^ に 相當 する 所得税 及び 法人所得 税の輕 減を 行 ふこビ 
にした o 



一 五 五 



勞働カ 供給 減少 策 

市場に 於け る 商品ビ しての 等 働が 過 刺で ぁる ビ 、失業 VJ いふ 現象が 生じる 。從 って、 商品 どなって 
ゐる勞働のー部を市場外に移せば、失業が緩和されるこ £ になる。この窓味でナチス政府が執った玫 
策は 次の やぅに 見る こビが 出來 る。 

⑴勞働 力を 非 工業 的 生産へ 向ける。 

⑵勞働 力を 家 內經濟 へ 向ける 0 
⑶勞働 力を 場處 的に 拘束す る 0 
⑷勞働 力を 年齡 別に 拘束す る 0 
卽 ち、 

⑴勞働 力を 非 工業 的 生産へ 移す。 

勞働 奉仕 制度 ( Reichsarbeitsdienst ) や 農業 補助 制度 ( Landhilfe ) は、 失 栗 者を 吸收 する 限りに 於い 
て、 勞働 力を 非 工業 的 生産へ 移す 意味を 持っ た。 「勞働 奉 什 制」 に 就いては 別项 で述 •へる。 

農業 補助 制度 V 」 は、 勞働 奉仕 制の 如く 組織的な もので なく、 都矜 の靑年 失業者を 農村へ 移铐 させる 
方策で ぁる。 卽 ち、 靑年失 業衮を 農業 補助漭 ミして、ー年問、 || 茏の附加的仕琪に從事せしめ、彼等 
に 生活 ビ 農民の 勞働 ビに對する理解を持たしめ、土に對する莴びビ愛ビを持たせょぅビするご同時 



こ、 鞋 E をして 土地を 維持 促進す るこビ を 得せし め、 特 r - 農婦 の a 擔を輕 くしょぅ ビす るので ある。 
かかる農業補助 ^ を雇ふ農龙著はゝ農業補助者の紀段を斡旋したー配说失 ^ 保險 ^ しの地方支 ^ から、 
毎月 財政 的 補助を 受ける 。農業 者は 農業 補助 者に 食事 こ 宿 ビを 提供し なければ ならない Q 農 業 補助 ^ 
は每月 小額の 手當を 現金で 受取る。 一九 三 五 年 七月の 農業 補助 者數 U ニ ニ 七三 四 〇( 男 一一 〇 一 五六、 
女ニ七ー八四)、八月はー三九ニ三ニ、十ニ月は八ー九七七であった。當屈が農業補助者の農場永住 
や結婚にょる農家への入6込みを獎勵する結果、ー九三五年に於いては、農茉補助 ^- の五〇 % 乃至六 
〇 % は 自由 勞働カ VJ して 農業に VJ Vj まつた。 

また 田阐學 年 9 目&昏10家政學年 8 〇8プ| ^. ^ 3 §- ^ £ ^ 6】&)も少年少女の就職兢 ^ を緩和す 
る 意味を 持つ てゐる 0 

田阒學 年 ビ は、 一 九 三 四 年 三月 二十 九日の 法律に ょつ て ブロ ィセン に 設けられた 制度で ある- 阈民 
學校を 卒業した 都替の 少年を、 一年 問、 田舍 へやつ て、 鄕 土ビ阈 K 性 こに 抟觸 せしめ、 健全な 農民の 
國民的價値 1: 對する理解を深からしめる^*いふのである。(田園學年の詳細は1ナチス*ドィッ敎育玫 
策」 の該 項を 參 照され たし S3 

家政 學 年 ， yj は、 學校卒 m 後の 出來る だけ 總 ての 少女を、 一年間、 附加勞 働 力 VJ して 家庭 經濟の 中に 
入れ、 主婦の 敎育的 指導 下に、 家內勞 働を 實踐さ せる 制度で ある o . 

一 五 七 



⑵勞働 力を 家內經 濟へ 向ける。 

職業婦人を 家庭に 入 b 込ませる ために、 結婚した 若い 夫婦に 對し て、 花嫁が 從來の 職を 退き、 且つ 
貸與金を償還するまでは再び何らの職にも就き得ないこミを條件ビして、ー〇〇〇マルクを限度ごし 
て、 無利子で 貸附 金を 與 へた o 贷 附金は 現金に ょらす、 必：品 購 n 券の 形式で 贷附 けられた •か" 貸附 
金の 資金を 得る ため、 獨身者 に 結婚 補助 課金なる 一 稍の 獨身税 を (五十 五歲以 下に) 課した o (然し、 
國內 事情の 發展 のた め、 勞働 力に 不足を 來 たした ので、 この 結婚 獎勵 制度は 一九 三 七 年 秋に 廢 II : され 
た o ) 

また 家亊 使用人 W して勞 働 力を 吸收 する ため、 家事 使用人の 保險 金を 免除し、 傭 主に も 減税した 0 

( 3 ) ' 勞働 力を 場 處 的に 拘束す る 

一九 三 三年 五月 十五 日附 「勞働 者 移 ®; 統制 法」 は、 都市に 於け る 失業 溝の 減少、 農業 勞働 者の 補給 
並びに 維持を 岡つ た o ell v 一定 地域 內へ の勞働 者 又は 被 傭人の 侵入を 制限し、 農龙勞 働 者の 轉業を 制 
限し、 最近 三 グ年內 に 農業に 從 事して ゐた努 働 者を 解雇す る 義務を 企業者に 與 へて、 農業 勞働 者數の 
增 加を 岡つ た。 これは 一定の 人間の 往 居の 自由 及び 轉 業の 自由を 制限した ので あつて、 ベル ソ ーン、 
ハンブルク、 ブレ ー メン 等の 中心的 都會は 、この 法律に 基づいて、 浮浪者 や 無職者の 入 市を 拒絕し 



⑷勞働 力を 年齡 別に 拘束す る。 

勞働 市場 U 於て 新鮮な 勞働 力が 選ばれる ビ 、家族を 扶簽 しな けれは ならない 老年 勞働者 •か 失業す る 
こ ビこな ^ 0眩つて、1九三四年八月十日の「勞働カ配展に關する法律」はこの點に注目して、靑年 
勞働者 VJ 老年 勞働者 どの 交代を 阀つた 0 雇傭者は、 年齡 順 の 被傭者 名簿を 作成す る こど、 又、 二十 五 歲 
以下の 靑年勞 働 者の 職場を 家族 扶莶の 義務 ぁる 年長勞 働 者に 讓ら せる こ ビ を 強制され た。 卽ち 、綷铎 
指導者はニ十五歲以下の勞働老を雇ふ塢合に、赞轄勞働官磨の許可を得させる袭務がぁる(ー九三四 
年 八月 二十 八日) 〇 m し、 農林 業、 內外 航海 業、 航空 業の 諸經營 は、 この 規定の 適用を 受けな かつた。 
靑年勞働漭 ^ 年長勞働者ビの交代に就いては、ー九三四年十月ょ6ー九三五年十月までに靑年勞働名 
から 年長 勞働 者へ讓 られ た職拗 數は 、約 一三 〇〇〇〇に達した0政府は、この要求に從ふために联傭者 
側に 生す る勞 働經 S の增大 じ對 して、 交替 勞働者 一人に つき 五〇マ ル クの 補助金を 雇傭者に 與 へた 0 

年長勞働者に職場を讓つたがために失業した靑年勞働者は、勞働奉仕、農業補助、その他の政府亊 
業に 吸收 された が、 就中 再軍備 宣言に ょる 兵役 義務は 多数の 失業 靑 年を 吸收 した 0 
(0) 失業 救濟 資金 調達 方法 

ナチ ス政權 獲得 當時 の國家 財政は 非常な 窮迫を 告げて ゐ た。 外國 信用の 利用は 期待 出來 ないし、 一 
九ニ九年の世界恐慌の後をぅけて、長期赍本市場は頗る贫弱でぁつた0又、恐慌時に於ける長期投資 
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一六 〇 

の 忌避、！： 內 政情の 不安、 信用 制度の 不備 等が 原因に なつて、 短期 金利 ビ 長期金利 ミの 差が 甚だし か 
つた。 この やぅな 金融 ft 本 市場を 前にして、 ナチ ス 政府は 如何にして 失業 救濟に 要する ^ 大な資 金を 
調達す る こ ビ が 出來 たか o それは 所謂 中間 金融の 方法に ょつ たので ぁつて、 一九 三 三年 六月 一日 附の 
第一 次 失業 緩和 法には、 勞 働大藏 證券の 制度が ぁる。 • 

(^) 時«匡救事業の擔當者は、各州及びその他の地方公共_體でぁるが、中央政府はこれら亊業擔 
當 者の 必要に 應 じて、 資金を 貸與 する 0贷與された資金に對しては、將來公共 1«| 體*か長期賦拂の方法 
にょつ て 政府に 惯還 する。 然し、 玫府 S 公共 糊體 はこの 融資 關 係に 於いて、 何ら 度 接 交渉を 持たない 0 
4 政府は い 一 方に 於いて、 ドイツ 公共 勞働軻 社、 ドイツ 建物 及び 土地 銀行、 ドイツ 移民 銀行、 ド 
イツ •レン テン バンク •クレディ ツト •アンジュ タルト 等の 所謂 公共 金融 機關 に、 信用の 基礎 vj して、 年額 
十億 マルクを 限り 大藏證 券を 交附 し、 他方に 於いて、 唭 m 擔當 者た る 地方 公共湘 船は、 豫め その 亊業 
計畫 を、 前記 公共 金融 機關に 提出して、 必要なる 信用の 贷與を 求める 0 

1公共金觖機關は、勞働大藏證券をライヒス*バンクに預託して、褀業資金の調達を行ふが、そ 
の 資金 も 直接に 亊 m 遂行 者に 撒布せられ るので はなく、 箏業 遂行 者は 失業 救濟 手形を 振出し、 前記 公 
共 金融 機關の 引受を 受け、更に琪業擔當者たる公共阑體の裏咨を添へて、銀行その他の金融機關 |-- つ 
き 右手 形の 割引を 求める。 



(-: 失業 救濟 手形は 三ヶ月 期限に なって ゐて 、政府は その 支彿を 保證 し、 支拂の 都合に ょっ ては 適 
宜 切替を なし 得る。 手形 期限の 到來 VJ 共に 政府は 引受人た る 公共 金融 機關に 代っ て、 手形を 決濟 し、 
同時 1- 同額の大藏省證券を阳收する0失業救濟手形に闆しては、ラィヒス\ハンクが全幅的に割引の許 
諾を與 へて ゐる ため、 金融市場 もこれ を 第一流の 投資 物 VJ して 歡迎 し、 銀行の 第一線 維 備を 形成した 0 
レ 公共 金融 機關の 公共 阒腊に 對 する 信用の 期限は、 平均 ニ十ヶ 年に なって ゐる o この 慣還 金は" 
公共 金融 機關か ら順次 政府に 返還せられ、 これにょ って 政府の 中間 金融の 手續が 完了す る 。更に、 こ. 
の勞 働大藏 證券は、 一九 三 四 年から 一九 三 八 年までの 各 钤計 年度に 於いて、 五分の 一づっ 愤還さ れる 
ものでぁる。 

この やぅに、 ナチ ス 政府の 失業 救濟枣 業は、 公共 网骼に 谷 種祺業 を 擔當 せしめ、 その 箏業 資金は 公 
共_骼 に 對し 、政府に 代る 公共 金融 機關が 一時 これを 立替拂 ひする 形式に なつて ゐる o 然し、 これら 
公共圃體は直接現金の融通を受けるこビはなく、眾にその來業請負業者の振出す失業救濟手形に裹書 
をな すに 過ぎない から、 祺 K 上 ナチ スの 失業 救濟赉 m は、 公共 金融 機關 ビ民間事業科社どの金融取引 
を 主ビ して 遂行され たので ぁる。 從 つて、 中間 余 融方法 採用の 結果は、 一方に 於いて、 失業 救濟に 要 
する緙费の大部分が赶接阈家財政の表面に現れすに、眾に國家及び公共沏體の將來に於ける支拂義務 
•^して、金融市場に於ける信用動員の旅動カになつてゐる ^ 共に、他方に於いて、右の資金も多くは 
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金融市場の短期資金を以て賄はれゝ長期資金の必要を惹起するこミがなかった。 

然し、 失業 救濟艰 業の進行中、軍備璐張のための资金をも必要ビするこミになったナチス政府は、 
長期 資本 市場の 確立に 努力し なければ ならな かった 。このため、 「 ^ 業依務整理法」(ー九三三年六月 
一日) 及び 「地方 ® 脓 債務 借 換 法」 (一九 三 三年 九月 二十 一日) を 中心 ミして、 恐慌の 殘 滓を 整理し 始 
め、 ラィ ヒス •パンクの 公開市場政策を 可能なら しめた 。又、 「銀行 法改正」 (一九 三 三年 十月 二十 七 
m )、 「投資 法」 (一九 三 四 年 三月 二十 九日)、 「公 依 ストック 法」 (一九 一二 四年士 一月 四日)、 「信用 制度 
法」 (一九 三 四 年 十二月 五日) 及び 數 度の 公偾 借換 にょって、 强 IAJ なる 公佔 市場の 確立に 努力した。 

珀 失業 救濟 U 對 する 疑義 

失 菜 救濟に 對 する 疑義の 第一は 失業 統計に 關 する ものでぁる 。ナチ ス政權 獲得 後間 もな く、 ヒ トラ 
I は 約 六 ヶ月 間に 失業者の 数が 約 一. ー百茁 減少し、 尙 減少し っづけて ゐるビ 報告した 。統計 局の 發表に 
ょれば、 失業者は 次の やぅに 減少した こビに なって ゐる o ( 軍 位 千 人) • 

一九 三 二 年 二月 六 一二 八 
三月 六 〇 三 四 
四月 五 七三 九 

六月 五 四 七 六 • 

一九 三 三年 二月 六〇〇1 



一一； 月 五 五 九 八 

四月 五三 三 1 . 

五月 五〇〇〇 
六月 四 八 五 〇 

ナチス政府は、この失業減少を生產活動が活潑になつた結果だビ説明した。然し、艰實生產活励が 
活潑になつたのでぁれば、財 15 の流通も必然的に坩大し、銀行の金融活刺が促進される ^ でぁる0然 
るに ベル リーン 五大 銀行の 贷借對 照 表は、 一九 三 三年 二月 以來、 « 付總额 殊に 割引手形 保有 高の 減少 
を 示して ゐる o 卽 ち、 

ベルリン 五大 銀行 (百葙 マルク) 

贷付總 額 割引手形 
ニ 月 六 八 四 三 一 五 四 七 

三 .月 六 七 九 ニ 一四 七 七 

四 月 六 六 ^ 八 一 五一 一一 

五 月 六 五三 七 一四 八 七 

又、 一九二 九 年 六月の 統計に ょれば、 統計的に 表し 得る 勞働希 琪 者數は ニニ 七 ニ •五 海人 ( 强制饨 康 
保險 加入 渚* か ニ 〇 七 七 •五 萵人 、疾病の ため 勞働 不可能の 者が 六九茁 人、 失業 漭が 一二 六 ^ 人) でぁる 
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一六 四 

•か、 一九 三 五 年 五月の 統計では 一八 三 〇 •九离 人 S 康保險 統計に 基づく 從 1 働 者 一三 一七 离 人、 補 
助金を受けっっある失業者四〇ニ*九萬人、勞働局發表に基づ<補助金を受けてゐない勞働者ーーー 
离人)に過ぎない。恐傻時に於いては勞働しょぅど欲する者の數が增加するのが府則であるから、ナ 
チス 政府の 統計には 不審の 點 •か ある わ けで ある 0 

失業救濟に對する第ニの疑兼は、勞働振興政策じょる諸生產亊業の生產增加に應じて、低 « 銀で出 
來るだけ多数の失業者を就業 3 せょぅビ努カした結果、眾に「勞働してゐる失業名」に過ぎない者ま 
でが、 統計 面 上は 就業 勞働 者の 中に 繰 b 込まれて ゐるこ ミに 關する ものである 。かくの 如く すれば、 
勿論、 統計に 表れた 失 業漭 は 減少す るが、 典の 失業 救 濟ビは 程遠い ミ 云は なければ ならない o 典の 失 
業救濟は、勞働名の ?! 質的收入を增して、その購ロカの增大を岡らなければならないのである0 
失業救齊に對する筘三の疑義は、眾に「笮働してゐる失業者」に過ぎない济までも就業勞例满に數 
へ入れてゐる結果、この壤態を持績させるための手段は ^ 銀の切り下げど强制勢働 1|»1 度の擴張以外に 
ないのではない *> ミいふこビに關するものである。 15 銀の切6下げ 1-- 就いては、時間货銀を^紛に變 
へた り、 侗 々の 經总を 下級の 地跖へ 移したり して これを 贲行 して ゐる o 又、 勞働赞 理官 が經眘 の經濟 
的 緊急 狀態に 於いては 贷率 規則の 例外の 申出を 承諾す る權 限が ある こビ になつ てゐ るのは、 勞働漭 の 
運命を 全く 勞働 管理 官の判 斷に 委ねた ものである。 强制勞 働 制度の 擴張に 就いては、 勞働配 ® のた め 



の諸法令が明ら炉に物語ってゐる如く、現在のナチス政府は、男女の別、職龙の如何を問はす、仿も 
勞働 能力 ある ドイツ 國民 一般に 對 し* 政府の 指示す る 特定の 職場に 於いて 勞働 する こどを 命じ 得る の 
である o 



第五 章 r イツ 勞働戰 線 

ドイツ 勞倒戰 線 (Deutsche Arbeitsfront, 0> 3 は、職龙的社符的地位の如何を問は 1-- 、働くドイ 
ツ人總 ての 社 啓 的 職業的 保護の ため U 組織され た" 黧の附 M 洲體 である 0 
W ドイツ 勞働戰 線の 所遒員 

ドイツ 勞働戰 線の 所 興 貝は 原則 ど しては 個人で ある •か、 ライヒ 食 51 同盟 (Reichsn c 5: hrstand) や ライ 
ヒ文化 評議 ^ (泛 ^- 一一 ^ 一一一 ^ ^ —一一一 ^ の如き數個の合法网 ^ がゝ网胎どして參加してゐる^個人的所 
挺 員 vj しては、 ライヒ 內 外の ア ー リア 系の 總ての 働く ドイツ人が 參 加し 得る。 所炤 負 は收 入に 應 じた 
會费を 支拂は なければ ならない 0 

ドイツ 勞傲戰 線の 指 ^ ^ は 口 ーべル ト •ライ (Rebert Ley) である。 

ロ ドイツ 勞働戰 線の 任務 

T 所 .il JA の 社 會政策 的諸關 係の 保 謎を 目的 S する 0 

一六 五 



. 一六 六 

(-) 介 業 家 VJ 從業員 問の 對立を 除去し、 ナチ ス的 共同 髋 思想の 意味に 於け る 勞働 平和の 確保に 努め 
る 0 

(^) 社宵的名界裁判所及び中央名辟哉判所の陪席員の推鹧人名簿を作成する0ドィツ勞働戰線の地 
方法汴相談所及び諸種の救助施設にょつて、勞働栽判に對する所艇員の法怍相談に應する。 
卸勞働管理官の顧問どなるべき赛門家の推鹧人名簿を作成する。 
g 「等 働 指 薄 及び 職業 敎育 部」 にょつ て、 所庙 員に 職業 敎 宵職龙補沢敎育を施す。 

为窮乏 に 陷つた 所 妬 員の 保說 "養老年金の 給與 、自助 施設：^ 

- t :) クラフト，ドゥルヒ*フロィデ組織にょつて、所 ;£ 2貝の文化生活を指 ^ する。 

(-) ドィツ 勢 働戰 線の 組織 . 

ドィツ芬働戰線の組織は、 (--) 地域的分肢組織ビして、 (11) 職業別分肢紐織£して、ニつの方向 *> 
ら 規定され てゐる 0 
T 地域的 分肢 組織 どして 

ドィツ勞働戰線の地域的跖分はナチス煞の地域的戚分ミー致して、0尝，内3 5- ,01- ^ 穷吞1>6,511 «> 
Block ) に 分 たれて ゐ る。 黛 vj ドィツ 勞働戰 線 V 」 の 密接な 關聯 は、 二つの 組織の 地域的 區分 •か 一致して 
ゐる點 ビ、各地匾の指_漭が同一人でぁる點 <£ に明瞭に現れてゐる0これを岡示すれば、 




黧の ガウ 指漭官 
(Gauleiter der 
NSDAP.). 



黛の 中央 紐 織 部長 
(Reichsorganisations- 
leiter der NSDAP.) 




ガ ウ玆官 
(Gauobmanner) 



ブロック 软理人 
(Blockwalter) 



オルト 長官 
(Ortsobmann; 



| 細胞 伢理人 
(Zellenwalter) 



(註〕 ロー ペルト . -7 イ 11 贫£- 央钳織 部 及兼 >- ィッ嘮働戦轹栉埤宵でぁ 2. 。經铕長 
{=27.> ;: 、個 -«' の ^ ?? * |- 於ける |>«1 1«; 社付主衣.、- >* ィ !; > 努働 ?£ 规ミの代 ^ 者で 
* ル ト R W な 助ける。 



n 職業 別 分肢飢 織 ミして 
(> 












純 粹に 土地 的な 區分 ミ並ん で、 ドイツ ^ 働叽 線は 職業 部門 別の 縱の陡 分を 持つ。 卽 ち、 同 補の 經窃 
の所拓 ^ を集めて十八のライヒ經 ^ 共同 ^ (^6 0- 1181>61; 2. 6 ^ 1>=» 63 2. 113€11 ^ <;)を作る0 
十八の ライヒ 托煢 共同骼 ごは、彐食稅ご嗒好品、ニ縊維エ業、彐衣服、泗迚築、 (5:) 木材、は 
金餡、乜化學、 (^) 印刷、幻紙頻、 (+) 交通及び公び：來業、 (±) 鑛業、は鈒行及び保險、 (£) 自由職業、 
+ a Jg m " 十五 皮革、 十六 石材 陶土、 十七 商業、：^ 手工業で ある 0 

ライヒ 經營 共同 ^ の 主要 任務は、 共同 1 '||<>: 思想を促進する艰、勞働铊理官に助カする祺、緙玆內に必 
要な 秩序が 欠けて ゐた り、 異議を 挾むべき 點が あつた b する 場合に、 その 事を 勞働符 理官に 提示す る 
事、 社會 的名界 裁判の 處 S を 必要 どす る 事態が 在る 場合に、 その 取を 勢 働 筏 理官に 告知す る琪で あ 
る o 又、 ライヒ 經饺 共同骼 は、 個々 の經符 內の 社柯的 衞生 的狀態 にも 注意を 拂ふ 0 
十八のライヒ綷资共同 ^ の各個の上端には、ライヒ經 ^ 共同||指導官(^6 ?;* 1131>61 2. 6 ^ 0=1 §6 5- 8<^ ^ 18- 
一 eiter) が 立ち、 これ ぐし 同列 じ 一名の 代表者 (stellvertreter) vj 一名の 顧問 (Beirat) ビが谠かれてゐ 
る。 ライヒ 跖煢 共同體 は、 V チ少ク (Bezirk) 锊铎 共同體 、ガウ (Gau) 綷资 共同髂 、クライス (Kreis) 
經饺共同體、ォルト(0 3- )捋钤共同體に分れるが、电に職業部門的に、ライヒ職業部門群(§—- 
fachgruppe) に 分けられ、 各 s m 部門 群の 上端には 職業 部門 群 管理人 (Fachgrupiwalter) •か 立つ。 
職業部門群紐織はォルツグル"ぺ(0&句€1>6)まで行はれる〇 



• 勺 社會玫 策 的 問題 辊遴 のた めの 機關 

社宵政策上のー般的諸問題を密讅するドイッ勞働戰線の最高代表機關は、べルリーンじ設骰された 
ライヒ 勞働評 議 舒(116 0- 113£11*1}6泛1^3361*)である。ライヒ ^ 働評議柯は床業$濟のナめのラ ヒ經濟 

評議 5 Reichswiihaftskammer ) V」 共に ライヒ 勞働經 濟顧問 S 穸 i s- 皆 beits.— Reichswiih^^ 

rat ) を 作り、 共同の 諸問題を 取扱 ふ。 諸經濟 地區に 於け る 勞働 評議 矜 ( > ヨヨ这 ) はこれ ビ 
同じ 任務を 持ち、 同地！ ？|の經濟評議 ^ ( ^ 〖 3. 8<:11 ^ ?? 15|3与)ビ共に努働卩經濟顧問轉 > ^^3-巨6 
wirtschaftsrat ) を 形成す る ◦この 關係 を ^ 示 すれば。 

ぐ％^^ 丨 地方 奚 評議 替 I. i B 

フ h -1 11 E -:;;l^lslIIK 

(锊 濟孜策 的 事項) 

^ ナチ ス 共同 ^ 「クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデ」 

ナチ ス 共同 治 •クラフト •ド" ルヒ •フロ イデ (Zs.-Gemeinschaft : Kraft durch Freude 5 . W DF.) は、 

一九 三 四 年、 •トイ ッ勞働 戰線內 に 設けられた 特殊 組織で、 S 任務 及び 活動は イタ リイの フ アシスト 
修養 削へ オペラ •ナチ ヨナ ー レ •ド. ホ ラゲ t 口 ) じ 比すべき ものである。 卽ち 、ドイツ 勞働 戦斜に fr «-' す 



る總 ての 働く ドイツ人を、 a : 由 時間の 用ゐ 方、 休苍 (休暇、 旅行、 ス •ホ ーツ) 、大衆 敎诗 、作業 室の點 で 
保護し、歡裒を通じて働くカを與へるにある0ドイツ勞働戰線に焫するものは總て自働的にクラフト* 
ドゥ少ヒ*フロイデの組織の下に入る0從つて、ヒツトラ丨*ユーゲント、勞働奉仕12等々も、クラ 7 
ト*ドゥルヒ*フロイデのー部分をなす 5 けである。 

クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデの 指遵 のためには、 ライヒ 指 薄 機 關 中に 六つの 部 ( Amt ) •か あり、 Gau , 
内3 5- 等々にこれビ相當數の役所があり、諸經钤内には特別クラフト'トゥルヒ，フロイデ見張所があ 
る 0 

H 「 X 場 突 梁 部 」 (Amt werkscharen ) . 

•これ U 經玆內 での クラフト •ドゥル ヒ •フ 〇 イデの 世界 觀的 突喂群 で、 毎 =の夜の時冏の用ゐ方を指 
導し、 新しい 勞慟 の ^ 惯を 作る 等の こビを する。 

T 一 「休息 時 部 」 (Amt Feierabend ) 

これは 觀 劇钤、 音樂钤、茶席.*映畜及び展资宵を催し、働く人間を阈说的文化財に親しませる0 
H ) 「勢 働 美化 部 」 (Amt fiir sch o-. nheit der Arbeit ) 
これは勞働垛や經煢設備を美化し健康に適するやぅにする0 
「ス •ホ一 ツ 部」 ( sportamt ) 



これは 1 に 及第し 2 f ツ敎師 の— 下に— の ス f ツ辑贫 、特に ライヒ •ス f ツ章 

(Reichssportabsichen) のた めの ^ 備 ,^ ”リ 竹を 開く。 

7?.) 「网民 敎卷部 」 (Amt Deutsches volksbildungswerk) 

これは、— の— 大置 び鄕土 S の 代りに 出來た 各地の 1 敎—に 於いて、— 學 、鄕 土果、 
國家 學 、—學 、民— 等— 管な し、 更に 1 的 (2、 I) 又は その他の S 桃、 資 等) 
活動を 可能なら しめる。 この 部は、 巡 W 文 限に ょつ て イツ 文 S 珠玉 f 僻遠の 地の 1 名に 4 
ましめ、演劇來やトーキ1 4«: を芥地に巡槧せしめる0 

^ 「晓 d 遠足 休暇 部」 (Amt Reisen, Wandern und urlaub) 

これは クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデの 旅行に 參加 する こビ にょつ て、 低廉な 旅处で 旅行 出來る やぅ 

にす る o 旅行は 國內 旅行の みならす 海外旅行を も 行 ふ 0 
尙 、クラフト •ドゥル ヒ • 7 & イデは、 ■クゲ ン (为& 0 | 3 3)に海水洛場(ニ茁人の休 11! , 4 -济收心'^を設け 
海上 旅- のために クラフト •ド" ルヒ •フロ イデ 船隊を 姥造 した o 「國 防 取の 家 部」 ( > 3twehrmacht- 
heime) は S 防 軍 所， 放 者の ために S 由 時間の 用ゐ方 を 指势 し、 の 家 (KDR-Heli) を 建設す 
る こ V」 を 任務 ビする Q 

-) ドイ ツ勞 働戰 線の 組織 岡 



のガク （ Gau ) 膂理 



A F 




懲 ，及び 
名 4 裁判所 

1-3 評議 I ] 
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銀行 及び 保險： 一一 紙 
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市街 細胞 



一 國民敎 養 部 




市街 ブロック 



スホ •一ッ 部 



(註〕 ドィツ 勞锄戦 線の 地域的 K 分は 
Gaa, w reis, Ortsgroppe, Zelle, 
« 81^(上から下へ〕で * *0 
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ト DA F の 沿革 

社會 組織に 就いての ヒ トラ ーの考 へは (第二 章參 照)、 國民を 先づ職 業 別に 分ち、 各 職 菜の 代表漭 を 
集めて、 一 稻の經 濟議矜 を 構成す る ご いふので ぁ 6、このための萠芽を勞働組合に求めたのでぁる0 
從 つて、 ナチ ス政府 は I 九 三 三年 五月に 饵勞働 机 合を 破坺 したが、 これは 饵勞働 組合の 國際的 マルク 
ス主義を破坺したのでぁつてゝ勞働組合の飢織そのものを杏定したのではないの艰實^^人^は’この 
菘勞働 組合 組織を 地盤 W して 誕生した ものでぁる 。ヒ トラ ーは 「正しい 勞働紐 合 運 働に ょつ て、 大衆 
の 生活 慾 求を 滿 足せし める ビ同時に、敎靑を施す時は、生存競爭に於いて、阈民全骶の抵抗カを非常 
に强化 する こ ビが出來る」ビ云つてゐる(「我が閼审」六七ニ頁)0 
;=^^^はー九三三年五月十日に茁式に設谠された〇指遵者はロォべルト*ライ博土(1>.110ぞ 3. 1^) 
でぁる。 0 人正が現在の形に發達するには、次の經過を取つた〇 
H 一九 三 三年 五月 二日、 總統の 指令に ょり 全 阈の勞 働 E iffi の 事務所 及び 迚物が ー齊に 差 押 へられ" 
ロ -KV ルト •ライに 從燧 せしめられた 0 

一一 一九 三 三年 五月 十日、 ブ tl イセ ンに於 いて、 全 ドイッ 勞働 漭钤逯 •か 開催せられ、 この 席上に 於 
いて、 p ォ べルト-ライが一^人^の指導者に任命された。 
y 同時 U、 皙勞働 組合の 全 財産が 強制的に 押收 された •か、 この 處殷は 、一九 三 三年 七月 一日 付 r 反 

J 七三 



一七 四 

阈民反 國家的 財產 沒收に 關 する 法律」 及び 同年 八月 五日 付 「同 法 補完 法」 にょつ て 完成せられ、 口 ォ 
V ルト •ラィが 處分權 を 有する 弦 理人に 任せられた。 

泗次いで’^^人 ^ の改組が行はれ’ドィッ勞働者總同盟 ^ ー十八吲腊十四莱本閗骶ービドィッ使 
用人總同盟(九基本閗骶)てにニ大別せられた0同年秋、企業奔も ]> 人^の支持者になつた0 
(2) 一九 三 三年 十一月 二十 七日、 「Q A F は、 經濟的 地位 乃〒 社 高地 位に g 係な く、 生產 活動に 從 
事す る總て の 人々 を 總 括した ものである」 ビの吿示が出され、 0 人丑は名贲共に、勞働潘をも企業米 
を も 包含す る 組織に なつた 0 

^ 一九 三 五 年 三月 二十 九 R 付 「黨國統ー確保に關する法律」の施行令第三條にょつて、 0 人？^は 
ナチ ス黨に 編入され た 0 

^ 一九 三 五 年 三月 二十 一 £2付吿示にょつて、\8 30(ナチス經兑細胞紐織)は、その獨立性を 
很せ中に » 人？^に加入した0 

(A) ー九三五年七月ニ十ニ日、交通業 1#] 體が_腊ごして 0 人 1' に編入された0同年十月六日、 0 人 
F VJ ラィヒ 食 糊 同盟 (Reichsn w: hrstand) どの協カに關する協定が結ばれた。 

第 六 章 ナナス 黨の 枝隊 及び 附屬團 體 



ナチ スの黨 を 中心 V 」 して 形成 組織せられ てゐ る黨の 「枝隊」 及び r 附瑶阐 體 」 は、 これを 詳述 すれ 
ば 黨の 構成 紐 織に 深 入 b する 事になる 〇 故に こ、 では 詳述を 避ける 〇 黛 の 構成 組織の 大體を 示す ため 
に「ナチス*ドィッ憲法論」(ォノト1ヶルロィター著、矢部贞治田川博三譯)中の記述を借用すれば、 
「黨の尖端には、指導どしてァードルフ*ヒトラーが立つ0彼は「その指導表」である0だから「フユ 
1 ラー」 の稱號 は、 黛の 構成では それ 以外には 用 ひられない 0 

フ《丨 ラービ して、 ヒ トラ ー は 同時に、 黛の 中央 指導の 顶點を なす 。中央 指導に 編入され てゐ るの 
は" 突 擊隊の 最高 指導、 親衞隊 の 中央 指淇 、及び 靑 年の 中央 指 群で ある 0 
黨の 指導に ついての フュ一 ラ ー の 代理 ^ は、 ルドルフ •ヘスで あり、 彼は 固 ^ の恭僚 を 有して ゐる 0 
フュ ーラー i その 代理 ^ の 下で、 中央 指缚漭 逹が 、ナチ ス速励 の 指势 济砑 をな す o 
黨の組 織の 指導は、 中央 組 繊指 漠者 & 丨ベル ト •ラィ 傅 十 及び その 益 僚の 手に 在る 。彼は、 同時に 
ドィッ 勞働戰 線を 指導す る。 

ナチ ス運 動は、 更に 糾織 的に 一 聯の部 に 編成され、 それは 又 種々 に诚 分され て 政治的 指 ^ 者に 從槭 
してゐ る o 例へ ば、 ナチ ス黛の 中央 敎矜部 、職能 閗骼構 成 部、 自治 ㈨ 體政治 部、 官钯部 、敎師 部、 及 
び 法 ^ 家に VJ つて 特 |: 1?1 要な 中央 法 ^ 部 等。 

この やぅな 全 組織は、 ナチ スの 見解に ょれば、 勿論 自己 目的では ない o その 存在理由は、 K 族 ミの 

一七 五 



斷ぇざ る 結合 ど、民族の中にナチス世界觀を行亙らしめる £ い1任務にこそぁる0 

その際、特に .1: 耍な役目の與へられのは、突繫隊、親衞隊、及ひ後に加へられたナチス自砌；5:隊等 
の、ナチス運勐の戰閼隊でぁる0この戰閱隊は、ナチス運勒の戰闘的な突進に決定的な >1* 獻をなした0 
その構成 ^ は、將來に於ても、一政治的兵士」どして、ナチス理念の擔ひ手でぁり、「ナチス 世界觀の 
3| 練せられた且戰間的な信念の持主にして、且又信念の ^ 布满でぁる」(慕 1« 1* ルッッュ、突堪隊の將 
來の 任務に ついての 一九 三 五 年の 說 明に 於て) o 

黨 ご 民族 ビ の 結合の ために 大きな 总義を 有する のは、 ナチ ス黛の 「枝隊」 及び 黨の 「附庙 闽 骶」 で 



ナチス黨の技隊をなすのは、一九三五年三月ニ十九日の黨ビ阈家のー骷の保隨のための法忭の施行 
令第ニ條にょれば、突漿隊、親衞隊、自動車隊、ヒトラー靑年_(少年 |#1 、處女_、及び少女阑をも 
含む)、 ナチ ス •ドィツ 大 學敎師 固、 ナチ ス •ドィツ 學生 園、 ナチ ス婦 人阐 でぁる 0 
枝隊の 實 ^ を有するものに、ー九三七年四月十七日のフユーラーの布吿にょり、解散されたドィツ飛 
行場 協 特に 代つ て 創 f れた ナチ K 飛行家 隊が t。 該布吿 S1 ニ號 にょれば、 飛； i に 所思す る 
者は、同時 !: 突职隊、親衞隊、又は自動第隊に所拓するを得ない0布吿の第五號にょれば、飛行家隊 
の 所 ® 員は、 官鹿そ の 他から、 ナチ ス黨諸 枝隊の 所 ivj 间 等の 险待 及び 權限 を與 へられる こ ごを、 



請求す る權 利を 有する 0 

ナチ ス黨附 瑶湖腊は、上記の命令访三條にょれば、ナチス*ドイツ醫師閗、ナチス法忭關係米同盟、 
ナチ ス敎師 阑、ナチス阈民福祉闹、ナチス戰爭犠牲米保 11 紐縊、ドイツ官史 01 、ナチス，ドイツ技術 
描替、 ドイツ ^ 働戰線 (ナチ ス 共同胎 「クラフト •ドゥル JJ •フ o イデ」 を も舍 •む) である 0 

附思溯體は、黧ど國家ごの結合にビつて極めて常要である0ビいふのは、これらの諸闯體は、その 
所 焰 員の 多 數 •か 黨 員では ない のに 拘ら す、 黛の 指缚の 下に 立つ てゐ るからで ある 〇 これらの 組織の 中 
で、 民族的 見地から して 最も 重要な のは、 旣に 今日では ドイツ 民族 同胞の 多数を 包含す るビ ころの、 
ドイツ 勞働戰 線で ある。 

黨並 びに その 枝隊 及び 附墘阆 骼は 、地域的に K 分され てゐる 。組織 上の 基本的 原 分は、 今日では、 

卿 郡 小 K 細胞 郡で ある 〇これらの地域的堪位の尖端には、政治的指 

導 者 (鄕 指势老 、小 K 指導者、 細胞 指_ 、群 指 1 ) がゐる 。彼等は、 その 區 域に 對し 1 の高權 
を 代表し、 從て 黙の 高 權の擔 ひ 手 VJ n - r - ばれる 〇 かくして 黛の 政治的 糾織 は、 現在の ビこ ろ、 紐 織 上、 

鄕 £ 同等の外地飢織をも众めて、三十三の鄕に腐分され、その頂點に鄕指礴漭及びその代理者が位す 
るので ある o 

突繫隊 は、 現在 二十 一の 突 解隊分 糊に、 親 衞隊は 十一の 親衞隊 分隊に、 自脚 來隊は 二十 一の 分 _ に、. 

一七 七 



. 一七 八 
ヒトラー靑年闸及びドィツ少年阐はニ十五の地域に、區分されてゐる。 

この やぅな ナチ ス運泐 の 地域的 區分は > 附戚諸_隊 に VJ つても 某 寧 VJ なる 。それらは 少く VJ も鄕及 
び 郡に 代表せられ 且 陡 分され てゐ る。 それは 又、 ドィツ 民族の 冬期 救濟艰 業に 就ても 同じで ぁる」 (ニ 
一六 丨ニ 一九 頁) 0 

1 ナチ ス滋の 枝隊 (Gliederungen der partei) 

黛の 枝隊は、 突槊隊 、親 衞隊 、ナチ ス自朐 革 隊 、ヒ トラ ー •ユー ゲント (狭義の ヒ トラ ー街 年刚の 
外、少年閗、處女間、少女刚をも含む)、ナチス婦人阅、ナチス ?. トィツ大學敎師_、ナチス'トィツ 
學生圃の七個でぁる。 

ィ突繫 隊 s ie Sturmabteilung, SA.) 

突繫隊 は 親衞隊 及び ナチ ス自動 屯 隊 V 」 共に 资の 間竽 网體でぁる。突幣隊負は、#界觀敎宵、ー般的 
肉體 訓練、 規作 訓練、 通 佐に ょる 呼 集、 公共 奉仕 ( 收穫拨 助 等) にょって、 ナチ ス運励 の 政治的 兵士 
ビ して吞 成される o 突蚁 隊へは 自發的 に 入隊 出来る。 突 幣隊 U 一九二 一年 八月 三 n に 組織され、 ナチ 
スの間爭期に集钤矜衞 £ 宣傳の主耍部分を引受けた0突幣隊指钨奔の長はアードルフ*ヒトラー、突解 
隊 本部の 長は 一九 三 四 年 以後 5 ツ H ( Lutze ) でぁる 。突 輥隊の 紐 織は、 指導部 ( Fahrungsit )、 人琪 
部 ( personalit )、 裁判 部 ( Gerichtsamt )、 法律 部 ( Rechtsamt )、 衞生部 ( sanit ^ samt )、 ^ ^. 部 ( verwal - 
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tungsamt )、 及び 中央部 (zentralabteilung) 、 卷成部 (Ausbildungsabteilung) 、 ラィヒ 指導 ^ 學校 (Reichs- 
mhrerschule) でぁる。 突幣隊 の 構成は 下から 上へ、 ScharlTruppISt— 丨 sturmbann—standarte 丨 
Brigade-Gsppe に 分けられ 、 standard ( 旗 隊 ) は 大抵 その 所在地の ^ 聯隊の# 號を帶 びる 〇 Gruppe 
( 群 隊 ) は ニ 十一 ぁって、 各 群隊が 現役 ( 三十 五才 まで ) VJ 豫備役 ( 三十 五才 以降 ) ビを 包へ rs' してゐ る 0 
0' 親衞隊 (schutzstaffel, SS.) 

親衞隊指導者は指遵者(ヒトラーを指す)に庇秘し、ー九ニ九年以降ハィンリヒ*ヒムラー(116 5- 丨 
rich 3ヨヨ1!でぁる。親衞隊はー九ニ五年確贳な黛員にょって組織され、指洱济(ヒトラー)の身 
邊を 守護す る琪を 主要 任務 ビ する が、 ナチ ス政權 掌 捤後 は、 阈內 治安を も 任務 vj して ゐ る。 この 仟務 
に 副 ふため、 親衞 隊員の 選拔は 特に 嚴格な 北方 稀 族 的 選拔 法に ょって 行 ふ p 親衞隊 には 一般 親衞隊 

(die Allgeiine SS.) 、 親衞隊 指令 隊 (die VerfUgungstruppe SS.) 、 親 衞隊 監視 同盟 (ss.-wachver- 

氐11 ^ )：がぁる。ー般親衞隊は十ニの上械部(0 ^ 3138 §- |1〖 5 に分れ、上械部は更に>1>8611 ». ?? 丨13 2- 11{1- 
arte- 8 £- 01^§11 丨 ^ 11|に分れる0親衞隊指令隊には、「アードルフ，ヒトラー」護身隊(1^デ 
standarte = Adolf Hitler o 及び 旗隊 「 ドィツ」 (standarte *• 0611 苳 5 : §{1 0 旗隊「ゲルマニ - ア」 
(standarte:Germania o が 妬す る。 親衞隊 は 一九 三 五年以 來 新聞 Das schwie Korps を 發行 して 

ゐる o 

一七 九 
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一八 〇 

T ナチ ス自動 31< 隊 ((Nationalsozialistisches Kraftfahrkorps, NSKK.) 

ナチ ス自 励屯隊はー九三ー年に妞織された0隊長 7 ユーンライン(11 (=: 111116 5 * )は總統に莳艇する0ナ 
チス自動車隊は第三帝阈に於ける自動 ^: 化思想の擔當者.匕して、全ナチス自動 41 操縱 ^ の集合腊で 
ぁる o 1 九 三 六 年には、 赘察 S 共力して 交通 敎育に 當るビ いふ 特殊 任務を 授けられた o 一 九 一一！ 三年 以 
來 、月刊 紙 「ドイツ 自 1 !) 卓」 (Deutsche Icraftfahrt) を發行 してゐ る。 

-) ナチ ス •ドイツ 大 學敎師 lffl (NSD.-Dozentenbund) 

「ナチ ス •ドイツの 敎宵 政策」 參照 0 

=»-0 ナチ ス •ドイツ 學生闻 (MSD.-studentenbund, NSDSt.B.) 

「ナチ ス •ドイツの 敎育 政策」 參照 0 

T ナチス婦人 ^ ^ ^ -^^一^一^一^ ?? ) 

「ナチ ス •ドイツの 社 宵 政策」 の r 對女性 政策」 參照 0 
ニ 枝隊の ^ 質を 有する もの 
ナチ ス飛行 家 隊 (NS.-Fliegerkorps, z SF w .) 

ナチ ス 飛行家 隊は 、一九 三 三年に 組織され た ドイツ 航空 同盟 (Dectscher Luftsportverband) の 代 b 
じ、 一九 三 七 年 四月 十七 日 創設され た ドイツ 航空 ス •ホー ツの 統一 組織で ぁる。 その 仟務は 、ド イツ阈 



民の 航空 思想を 役 解せ しめ、 軍隊に 人る 前の 航空 訓練を 行 ひ" ドイツ 阈內の 航空 ス •ホ ーツ 活動を 統合 
する にぁる 。隊 玆 クヲ ステ-アン ゼン ( Christiansen ) 中將は 、ライヒ 航空 大臣に 從 21 する。 本隊は 十六 
群 0 1^ヌ)に分れ、群は更に數個の 03 £3- 1^ 3- 6及び8|3に分れる。又、本隊は全网內に、支部、 
模型 製作學 校、 ダラ イダ ー學 校、 競技 飛行 十 學校を 1 S く。 本隊への 入隊は fl 由 意志に ょる。 飛行士た 
6し空张歸休兵(豫備後備)、飛行機操縱士、觀测名、氣球操縱士、グライダー飛行艿ビしての訓練を 
受けた ドイツ人、 ヒ トラ ー •ユー ゲントの 航空 ス •ホ ーツ隊 を 出た 滿 十八 歲以 後の 者、 ドイツ 航空 同盟 
の 飛行 十隊乂 はグ ライ ダ ー 隊に 所思して ゐた莕 は、 本隊へ 入 b 得る 0 
三附 M R 1 猎 

黨の附餡湖體は、ナチス\トイツ锊師闽、ナチス法忭關係漭同盟、ナチス敎師闽、ナチス阈民福祉 
閗 、ナチ ス戰 举裢牲 表 保護 組織、 ドイツ 容炬_、ナチスドイツ技術協宵、ドイツ嘮働戰線(ナチス共 
同骶 クラフト •ド** 少 ヒ •フ ロイデをも>"む)家族保護のためのドイツ子福者同盟、ドイツ市町村科、 
ドイツ 婦人 取 業 部の 十一 阅骼 でぁる 0 

^ ナチス ?. トイツ斑師 |^ ^ 8,-06 5. 5 ^ 61.^21;6げ目 & 

ナチ ス •ドイツ 锊師 _ は 一九二 九 年に 飢織さ れた もので、 啜の 阈 K ^ ^w M a auptitfiirvolks 
gesundheit ) に監矜 される 。本 _は黨及びその諸組緘に锊師ど珥門家* £. を供給し、ドイツの锊師をナチ 



一八 ニ 

ス 世界觀 に 於いて 整備し なければ ならない o 故に、 本 湖は 锊師 の經濟 的阀 髋でもなく職笼的洲體でも 
ない o m 員 (锊師 、 藥_ 師 、樹 科锊、 m 锊) は 黨 M でなければ ならない 。非 ^ 员 は 候補者 V」 して 加盟 
せしめる 取 •か ある。 

ロ ナチ ス法作 關 係 者 同盟 (Ns.-Rechtswahrerbund, NSRB.) . 

一九二 八 年に 組織 ざれた ナチ ス法忭 家 同盟は、 一九 三 六 年に 改机さ れて ナチ ス法忭 關係荠 同盟に な 
つた o 本同盟はミユンへンに本部を沢き-法作關係者を政治的忡界觀的に監妤し’ドィツ法律の全領 
域にナチス綱領を ^ 現しょぅ £ する0本间盟は 0 岂一^6 |- 2?1}6丨1^ 2 . 给1}8<:11 5. ?; に分れ、司法大臣 
フラ， ンク (Frank) に 從 M する 0 

ハ ナチ ス敎師 l«l (NS.-Lehrerbund ，之 SLB.) 

「ナチ スド ィツの 敎 竹 政策」 參照 0 

-1 ナチス |33 民福祉 10 ^ ?» -<〇1 ^ ミ〇 2: ^ 11 3- ,28 <! ) 

ナチ ス阈 民福 祉沏 は-ー九三ニ年四月'へルリーンに創設され、ー九三三年五月以來黨の組織たる取 
を 承認され、 ナチ ス福祉 褀 業の全問题を赞牮する。ナチス國民福祉1:はー九三三年黛のラィヒ指迫機 
關 中に 設けられた 阔民鯧 祉主局 (Hauptamt f c: r volkswohlfahrt) に監料 される が、 この 主 W の 指導 ^ 
(Leiter) たる エリッヒ •ヒル ゲンへ ル ト (一 Srich Hilgenfeldt) は、 ナチ ス _ 民 福祉 湖の ラィヒ ^ 理 济 



(Reichswalter) w 冬期 救濟 事業の ラィヒ 委任 者 (Keichsbeauftragter) ビを兼ねる0本閗の最も笊要な 
課はコ福祉培進及び费少年保護課し ^ ョ^矣 ^ 一 ^ 一一一^^笼一一一^一ロ兵さ室一 ^ ^ 一‘阈民保健課」 ^ !!^ 
¥01 ^ 〇=! €811 §- 11 2. 1;)である0本 ^ の地域的踽分は篼ビ同じく、 0 岂丨1^ 2. 8|0呑句若1}6|8§2名11 5: に 
分れる0本_の福祉來業はナチス世界觀から發したもので"敎軻又は以前の ^ 由主義的「贫民」救濟 
VJ は 根本的に 異なり、 その 取る 處 SU 、 個々 人の ための 個々 人の 福祉では なく、 阈 民 全 ^ の 上に 向け 
られる 0本_は共同骶の犧牲总志を某礎にしてゐるが故に、阈民共同腊ビ社饵主義的总志ビの垃高の 
逍德的 表現 ミされる *> 、その帟業は、ナナス世界_の民族保護的見地から、生物學的民族 ^ 的性格的 
に價値多い國民の諸カを維持し促進するにぁる0從つて、すべての保誰の前提は迠佴的健康ごいふ本 
でぁるから、 阈民 維持 者 ビしての家族、特に咏子保謹(呀子保護市業がぁる)ミいふ琪が、ー切の赛 
業の歸結でぁる0成人に對する健保保護ビしては、ナチス運動に功勞のぁつた老閼士のための « 261"- 
Freipatz-spende 、 國民 同胞 休 卷保護 、治療の ための 轉地 、結核 ^ 救助祺 業が ぁる。 ナチ ス阈 民福 祉沏 
の赍少年保護の任務は、危險に曝された救助を要する街少年を社竹敎宵的に保護するこビでぁち、都 
分 的には ヒ トラー •ユー ゲント V 」 協力す る 0 ® に、 一般的 靑少化 保護、 逃亡者 保護、 惡疫 撲滅 間爭、 
移住 地 補 •助、 被 投獄 名、 放免 者、 飲酒家、 放浪 ^ 等の 保護、 利子 生活 者、 盲奔 、强漭 の 保護、 民 鲳祉网 
保護法改革じ協カするこミ等も、ナチス國民福祉肫の货耍任務でぁる0かの冬期救濟琪業は本 |*1 が中 



一八 四 

心に なつて 行 ふ ものでぁるが" 四ヶ 年計进 に 於いて、 本 湖は ドイツ 國民 の食糌 救濟取 眾を 取扱 ふ 0 
-i-0 ナチス 戰带犧 种沐 保護 組織 (NS.-KHegsopferversorgung, NSKOV.) 

本 組織 tr 戰， 犧牲者 ( 戰 饵莕、戰死济の棼婦、孤兒、兩親)ビ黨速動の犊件济ビの 1^1 脐で、赘の 
ライヒ 指 群 機關內 の戰卬 犠牲 ^ 主 局 (Hauptamt fiir wriegsopfer) の 保護を 受ける。 本糾織 の畏官 は 
ハンス •オ ー バ ー リント オ ー バ ー (Hanns 0 ^ 1:1 5- <101}610である 0 

へ ドイツ 官史 l^ (Reichsbund der Deutschen Beamten, RDB.) 

ドイツ 官史 _は、ー九三三年、全官吏に -?'.!- する統ー飢織ビして設けられたもので、锇のライヒ指導 
機關內の官史主 ^ (安若 2- 11^£穿186| ?3- )の ^ 符を受ける0ドイツ官屯 1'^ の任務は、官屯附极をナ 
チス 的に 夥頓し ， ^ 助及び職菜敎育のための諸施設を維持するこビでぁる0网員は勸務地位 |: 關係な 
く 十四の 部門に 分炤 させられる 。ドイツ 官史 S の 指導 ^ U ヘルマン •ネー フ (Hermann Neef) でぁる 0 
t ) ナチス ?. トイツ技術協脅 5 8.-81111{1{!611 3- §- 61*16 & 2. «* >1881}1'.) 
本協軻は熬のライヒ指導機關内の技術主敁(11岂笑|1 5? 1"46<*|)に指濞され、機械技術及び1 
般エ -^ (Mechanische Technik und allgem. Ingenieurwissenschaften) 屯 ^ 技術 (Elektrotechnik) ガス 
及び 水 (Gas und wasser) 化 ^ (chemie) 治 金 及び 採 鑛 (HattenwesenundBergbau) 姐 築 (Bauwesen) 
の五專 門 群に 分れて ゐ る。 本 協 曾の 任務は、 技術的 科 學的勞 働の 促進、 協會 員の 敎育 ど輅備 、職業 指 



導の 助成 等で ぁる。 雜誌 「ドイツの 技術」 (Gstsche Technik) は 本 協 會の發 行に かかる 0 
W ドイツ 勞例戰 線 (Deutsche Arbeitsfront, .DAF.) 

ドイツ 勞働 ^ ぷ は ナチ ス共 同概 「クラフト •ドゥル ヒ •フ 0 イデ」 9 8. 0 63 2. 5{;11 ^ て- « 3 » ユ与 ^ 
匀311 ^ 0 ビ共に、黨の附.始 |^ 肪中垃も -1|1 耍なものでぁる0「ナチス，ドイツの社矜政策」の「ドイツ 
勞働戰 線」 を 參照 0 

?) 家族 保護の ための ドイツ 子福者 同盟 (Keichsbund der w inderreichen 
Deutschlands sm Schutze der Familie, ?o DK.) 

本司说は*へ少リーンに本部を ^: き、策の民族政策兒 « &3 |コ艺 5 : 5- & 这 > 3<0の保護を受けて、遺傅 
的に健康な完全じドイツ的じ家族の宽要性を守る。 

^ ドイツ市町村科 0 6 & 8 §- 含0636 5- ^ 2- &) 

ドイツ 市町村 曾は ドイツ 阈の 市町村 及び 市町村 間 骶を 結合した もので、 一九 三 三年 十二月 十五 no 
法律に基づく0ドイツ市町村饩は法人_骶で、市町村及び市町村沏體に助言を與へ、ライヒ諸宵娌及 
び ラント 諸官贱 から 提出され る 問題に 對して 意見を 述べる。 

叫 K 4 ^ M A ^ m ^ s eutschesFrauenwerk) 
「ナチス*ドイツの社轉政策」中のー對女性政策」參 0?. *〇 
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第七章冬期救濟寧業(1^8ギ 3 * £1客\¥6 5 

冬期 救濟箏 業 

，冬期 救濟壤 業は 一九 三 三年 九月 中句、 ナチ ス政府 * か 「飢袅 ど 寒さ ビに對 する 闘爭」 ビいふ 合言葉の 下 
に 始めた、 筲 てな かつた 救濟寧 業で ある。 冬期 救濟 祺 業は 個人の ;#: 善 '** 」 *' 溫惝ど かに 訴へ るので はな 
く、 全國民 を 大きな 犧性行 爲の檐 ひ 手に しょぅ ビ する ものである 。從 つて 冬期 救浒箏 龙 は 全 ドィッ人 
の 社會的 迚帶を 表現す る ものになる 。この 革 業を 計 迸した 貧 傅大 眨ゲ'べルスは、堪業の遂行を闷民社 
科 主義 网民福 祉 I#l (Nationaliialistische volkswohlfahrt) に委 3 B した。 これは 窮迫して ゐる 济 すべて、 
外國 人を もユダ ャ 人を も锊 ての 共產 主義 ^ さへ を も 救 ふ救濟 取 業で ある o 一 九 三 五 年から 三 六 年に か 
けての 冬期 救浒寧 業が 開始され るに當 り、 ヒトラ ーは 、「我々 は M 人 も 除外し ない •か、 我が ドィッに 於 
ける 共產 主義 ^ を排幣 する 。場合に 依つ ては これを 打ちのめす 。然し、 もし 彼が 飢袅 てゐる V 」 云へ ば、 
彼に 食を 與 へて やる」 V 」 云つ た o 一 九 三 三年から 三 四 年に かけての 冬期 救濟布 業は 六 九 三 三 六 人の 外 
阈 人を 救 濟した 0 

冬期 救濟琪 業の 遂行 者 

冬期 救濟球 業は 阔民社脅主義蹁祉_を中心 ^ して、ナチス觉の各組織闽腊、私的慈善_骼、祕音敎 



脅 國内慈 善 ミ' ショ ン 、•トィ ッ 赤十字社、 救世軍、 救 念 施設 等の 外、 幾多の 群少 网随 •か 協力して IT ;' 
自發 的拨絜 も 多 f って ニ 九 三 一一:- -i 年度には 約 百 五十 离 、一九 三 五丄ニ 六 年度には 約 百 二十 
葙 •か 無報酬で 働いた ので、 取 業の 大なる 割に 經费は 僅少で ぁった ビ云 はれる。 

冬期 救濟寧 業の 贲行法 

^ 附金を壺に投入れてもらふ外に、婦人や子供 1* ょって留針で留める花金 ^- 板の記念 ^ ヵ^*、|'れ 
る 0览 金 ビ同時じ、生活資料、衣服、燃料も集められる0ドィッ經濟界の諸 !^ 愤は原料 '1 |1|> を寄附し、 
他用人勞働者等は自發的に月收のー部を寄附する0又、冬期救濟期間中は、阔防班、勞働奉仕沏、 ^ 
察 その他に ょって 大衆 給食が 行は れ 、救助 活 B を 補 ふ。 

各年度に於ける寄附金品の總額(杏附物品の使用偎侦はドィッ統計局の公定相埸にょって算定し、 
使用偎値が公定相場ょり低廉になってゐるのは、 11 入割引又は運 « 免除等 |: 起闶する)は次のゃぅに 
なつて ゐる o 

一九 三 三丨三 四 年 三 億 五 千 三百 五十六 (ラィ ヒス •マルク) 

一九 三 四 丨三五 年 三 億 六 千 四十 九 海 三千 四百 三十 • 

一九 三 五丄ニ 六 年 三 低 七 千 百 九十 四离三 千 九 西 八 

芥 年度に 记 分され た 物品は 次の やぅに なつて ゐる o (取 位ッ *ゾ トナ ー) 
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一九 三 三 I 三 四 年 一九 三 四丨三 五 年 一九 三 五— 三 六 年 
馬鈴衷 I 五、 〇 四 三" 六 四 三 一四* 五 o 六 •五八 四 ニ、 九 六 八* 一九二 
石 炭 五 ニ* 九 ◦三、 〇 七 〇 五一、 〇九 一、 七 Ml 五 ニ •〇 七 八、 五 七 四 
肉 類 六 九、 一八 〇 lo v 九 六 ニ 一六 八、 三 一七 
魚肉 類 二 . W 四 五 六 11、 三 九 五 一六 五、 八 七 五 

冬期 救濟 事業の 意義 

ヒ トラ ー は、 「我々 网民 社 ft 主義者に VJ って、 冬期 救濟赓 業 こそは 眞に 誇り 得る 中心的な 取 件で あ 
る」 ビ云 って ゐるが 、この 琪 業の抒際的利益の外に、道德的政治的意義を考へる時、彼の言葉は真贲 
である 。勢 働に 從事 してゐ る 名の 殆 V 」 總てが 、自發 的に 各自の 收 入の 幾分を、 困窮して ゐる 同胞の た 
めに 割く こ VJ は、 ドイッ 阈 K が ナチ ス政府 VJ 國 K 的迚帶 it 任を 分っ こ i を 意味す る。 「善い 時代に も惡 
い 時代に も、 阈民全 髋が結 び 介っ てゐる V - 威 じる」 のは、 阈 R 共同體 の 理想で あらぅ o 人 問から 入 間 
へ、 家族から 家族へ 傅は る 救助 ビ 愛 V 」 の活泐 、救助し 得る 國民に ょって 病 者 老人絍 婦等を 保護す る こ 
S は、 やがて 全國 坟をーの大共同髂の中に槲めて與の兄弟姉妹ミするこビを約束するものである。 

第 八 章 ライ e 勞働 奉仕 法 

一 ライヒ 勞働 奉仕 法 (Reichsarbeitsdienstgesetz) 

ドイッに 於け る勞豳 奉仕は 旣に 大戰時 代に 在っ て、 最初は 自發 的な もので あった。 ナチ スは政 權獲 



得， 後、 強制的に ナチ ス勞働 奉仕を 設けた が、 これは 幾何 もな くして 全阈に 亙る 强カな 施設に なつた 「 
1九三五 =¥ 六月ニ十六11:のライヒ勞働奉仕法は、ナチス嘮働奉仕からライヒ勞働奉仕を作つた0 

同 法 第 一條は、 總 ての 若き ドイッ人 は男女を問はす、勞働奉仕に於いて瞬 ^ に奉仕する袭務がぁる 
こ vj を 規定した 0 

かくして、 自發 的勞働 奉仕は 勞働革 什 義務 どなる こ i に 依つ て、 ライヒの 一 施設 ビな り、 ライヒ 內 
務 大臣の 命令 權に從 崩す るこビ になつ た (同 法 第二 條 )o 

ライヒ勞働奉仕閗は伋早ナチス笮働奉仕ではないから、赘のー部でも、黨のー組緘でも、黛の附ぬ 
1#] 1 §でもない。然し、勞働奉仕法は笮働奉仕_に對して、ドイッの靑年處女をナチス精祌 1: 於いて阈 
民共同體を贲現するやぅに敎脊する義務を課してゐる。 

又、 名 # 毀 根 的 行 爲のた めじ 黛から 除外され た老 は、 ライヒ 勞働 奉仕から も 除外され るので ある (同 
法 第 五條) 0 

ライヒ 勞働 奉仕 E 
M ) ライヒ 勞働 奉仕 溯の 組織 

7- イヒ勞 働 奉仕 園は 內務 大臣の 監 ff を 受け、 本部を ベル リ ーン * クルネヮルト谣シンヶル街に沢く。 
本部 組織の 大要は 次の 如くで ぁる 0 
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情報 課 


人祺課 


(Pressechef beim RAD.) 


(Personalamt) 





勞働婼 

(Arbeitsgau) 












九 




勞働 奉仕 群 

AD.-Gruppe) 

( 182 ) 



勞 

働 

區 














勞働 奉仕 群 

(AD.-gruppe) 

( 182 ) 



群 本部 大隊 長 

(Oberstfeldmeister beim Gruppenstab) ! 



體苻敎 育 者 
(Bearbeit. fiir Leibes- 
erziehung) 



管理者 
(Bearbeiter fiir Ver- 
waltungsangel.) 



保健 擔當 莕 
(Bearbeiter fiir 
Heildienst) 



企 割 編輯 者 

(Bearbeiter f. Planung) 



奉仕者 養成 人 
(Bearbeiter fiir Arb.- 
Ausbildung) 



敎育者 
(Bearbeit. fiir Unter- 
richt) 



勞働 奉仕 班 
(AD.-Abteilung) 
( 1260 ) 



i 











勞 

勞働 奉仕 班 働 

奉 

仕 

班 



丨 ms r) : 







契約 锊 


| 

管理人 


(Vertragsarzt) 


(Verwalter) 



等 倒 奉仕 班は 一の 野 ^ 共同 ^ (Lager-Gieinschaft) を 構 
成し、 野窃共 同 骼は三 個 小隊 (3 zage) ょり、 一 小隊は 三 個 
分隊 (3 Truppen) よ-^ 成る。 

勞働奉仕班の人數は季節にょり相違し、芨季ー六一名、冬季 
一四 三 名で あつた o 一九 三 七 年 二月 一 n の 調査に よれば、 勞 
働 奉什刚 数 一八 ニ、 勞働卷 仕 班數 一二 六 〇 であった 0 



青年 男子の 勞働 奉仕 義務 

勞働 奉仕に 關 する 法律は、 一九 三 五 年 六月 二十 六日に 「ドイツ 网勞働 奉仕に 闕 する 法律」、 同 二十 七 
日に 「ドイツ 國勞働 本 仕の 奉仕 期 Pil 及び 奉仕 員数に 關 する 總統 及び 國總理 大臣の 訓令」 「ドイツ 國勞 
働 奉仕に 關 する 法忭の 施行 及び 補充に 關する 第一 命令」 が 出て ゐる o これを 適宜の 項目に 分類して 述 







⑴ 奉仕 義務 ^ 數 。總統 及び 國總理 大臣が 毎年 これを 決定す る o 一九 三 五 年 十月 一日 乃至 一九 三 六 
年 十月 一日の 期間に 於いては、 幹部 M を 含む 勞働 奉仕 義務 者 數が 平均 二十 萬 人で あつた 0 
( 2 ) 奉仕期間0奉仕期間は慑長半ヶ年を限度*^|して、總統及び阈總理大臣がこれを決定する。 
@奉仕義務者の年齡0奉仕義務は十八歲を以て始まり、ニ十五歲を以て終る0奉仕義務靠は府則 
どして年齡十九歲に達する膊年に於いて召集されるのだが、年齡十七歲に達した漭は自發的に勞働奉 
仕に 參 加し 得る o 奉仕 義務 ^ は勞働 奉仕の 徵集に 對 して ニ年以 內の徵 集 猶豫を 受ける こビを 沿る し、 
已むを 得ざる 職業 上の 理由が ある 時には 五年以 內 の猶豫 を 受ける こビを 得る o 又、 過渡期に 於け る處 
置 VJ して、 徵兵 義務 者に 對 しては、 勞働 奉仕 義務の 一部 又は 全部を 免除す る こで にして ある。 

S 勞働 奉仕 參加枢 否。 懲 治監 に收容 せられた ^- 、 公民 的 名 # 權を 有せざる ^ 、 ナチ ス黨 ょり 除名 
せられた者等は、质則ビして勞働奉仕に參加し得ないが、この外に、非ァーリァ人及び非^ "丨 リァ 人 
ビ 婚姻せ る 者も勞 働 奉仕 じ垮 加し 得ない w -r る點 は、 ナチ スの 民族主義の 徹底 性を 示して ゐる 0 

靑年 女子の 勞働 奉仕 義務 

十七 歲 から 二十 八歲 迄の 間に 行 ふ靑年 女子 勞働 奉仕は、 一九 三 六 年 四月 一日 以降、 男子 ビ 同じく ラ 
ィヒ勞 働 奉仕 网に 加入した 。財政 的には 內務济 を 通じて 財政 洛 から 支給され る 0 
女子 勞働 奉仕 阐は 全國を 十三 地陡に 分ち、 备地區 に地戚 指琪者 を ® く。 各地 原に ニ 乃至 四の 野 ^ 群 



圓 (1^6岛30呈が附瑶し、各野膂群_にー名の指淇者を © く〇 

野營 群网の 組織は、 

野營 指淇者 
助 手 
會計 主任 
監督 主任 
最 年. 長 者 
勞働 女子 
計 

女子の 勞働 奉仕 期間は 二十 六 週間。 一九 三 六 年 九月 二十 六 n 付 法令に ょれば、 女子 勞働 奉仕者 總數 
ニ 萬 五 千 人、 野资群 園 數約六 百で ぁつた。 

n 勞働 奉仕 遂行の 資金 

阈 家の 直接 支給が 約 ニ 偬 ライ ヒス •マルクで、 その 四 分の 一 は 一人 當 b 八十 ニべ- "; ヒの給 與に向 
けられ、その他は奉仕_體の管理、指導者學校の經资及び維持费、眘舍の諸設備、備品、敎材、衞生 
施設、 勞働 及び 運動具、 運搬 具 等に 當 てられる。 

一九 五 



三 
三 三 

四 〇 




(-) 勞働 奉仕の 實施 方法 

勞働 奉仕の 贲施は、全國の戶籍調赍網 1: ょつて、屆出にょり志願者を募り、各勞働區に配骰する。 
勞働革仕囿の分隊及び小隊の指揮は、各勞働區で養成された下士官がなし、班長は地方勞働奉仕學 
校で選拔され、群阆指揮者の選任は阈立勞働學校に於いて行ふ0 
(=) 勞働 奉仕 指漭者 の敎宵 
小隊 長學校 ( Truppenfiihrerschule ) 十六 校。 

半年 間の 勞働 奉仕を 終了した 者が、 兵役 服務の 前後に 於いて、 班長た るべき 三 ヶ月の 敎育を 受け、 

指導者の候補者じなる。 

大隊 長 學校 ( Feldmeisterschule ) 五 校。 

分隊長 中の 或る 者が 八 ヶ月の 敎育を 經て 、更に 上級の 指 ^ 者になる。 

地方 學校 ( Bezirksschule ) 五 校。 

十五週間の敎育にょつて、小隊長たるべき者を莽成する。 • 

ラィヒ 勞倒 奉仕 學校 ( Reichsschule)o 

群 ^ 指導者の 資格を 特つ 者を、 最高 幹部たら しむべ く 特別の 敎宵を 施す。 

1 '勞働 奉仕の 實際 



⑴敎 育 

( a ) 德 育 

德育に重きを骰き、眾隊的精神、勞働精神、農民的精神を培ふ0 

( b ) 政治 敎育 .(國 家政 策 的敎宵 ) 

政治的 重大問題に 就いて、 國民が 一元的に 思考し 感得す るこビ を 期し、 阈民 の內 心的 一致 感情的 一 
致を 岡 る。 政治 敎育は 前半期に 一週 三時 間、 後半期に 一週 四時 間 o 科目は、 勞働 奉仕、 民族 ^ 、 鄕土 
學 、歷史 、世界 觀等 0 

( c ) 規律 訓練 

各班でー週に四時間乃至六時間の規汴訓練を行ふが、设初は個人を訓練する0規汴訓練の目的は與 

へられた命令を莳ちに赏行に移すこビを練刃するに在り、以て絕對的服從の精神を签ふ0 

( d ) 腊 育 

骼育 には 身骼 鍛鍊 ( Karperschule ) 遊戯 ( spiele ). 卷生法 ( Karperpaege ) が ぁり、 六 ヶ月の 前半期に 
四時 間" 後半期に 三時 間を 謀す 0 

⑵野资 生活の ブ XJ グラム 

午前 六 時 起床 ( H 季には 五 時) 

六 •◦五丨六丄五 運 動 

一九 七 
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六 •ニ 〇| 七 •一 五 洗面、 寢臺 整理" 珈琲 
七 * ー〇 國 旗揭揚 
七 •三 〇 勞働 場へ 出發 
七 •四 五— 1060 勞働 奉仕 

5.0015 .HO 朝 飯 

一 〇 •三 〇— 午後 ニ 時 勞働場 ょり 歸營 
ニ •三 〇j 三 •〇〇 0 食 
三 •〇0-三 * 〇 新聞 閱铙 
三 •三 〇 丨五 •〇〇 體操 、競技 
五 * 〇丨六6〇 政治 敎宵 
六 •〇〇1 六 •四 五 點 呼 
七 •〇〇 . 

七 •一 五丨七 •四 五 夕 食 
七 •四 五丨 八 ' 五 掃除、 修辖 、洗濯 
八 - 五丨九*四五 講演" 唱歌、 餘興 



5.00 消燈、 就 $i 

⑶ №1 員の勸 務 

各_员は當蒂に從って步喑勸務、炊ポ、衞生、淸潔等に分れ、分業的に勤務する。 

⑷网 員の 服装 

制服は 祐降 土色の 開襟 ス •ホ ーッ 服。 帽は 古代 農民の シ t へす ー少 ト帽 。徽章は 鋤に 麥穂を 配した も 
の 0 

(5) _ 員の费 用 

刚員 7 八に つき 一 H 一 マルク 五十べ, '; ヒ 。一日の 支給額 二十 五べ 二 ッヒ 0 

(6) 沏 員の 外出 

外出し 得る のは n 曜 、土曜、 水曜の 午後 。外出 時間の 利用は 隨意 であるが、 出入は 必中 これを 吿知 
して 非常 晬集 に備 へる。 

(7) 式典 及び 式典の 夕 

W 式典。 歸兑前 に 指遵老 ビ闽 ：貝どが集合して唱歌を合唱し、簡眾な講演を行ふ祺もあって、ー日 
の H 課を 終る 0 

ロ 式典の 夕 o 一 週ニ岡0講演合唱の外、份興どして演劇诗樂等を行ふ0 



( 8 ) 削 員の 義務 權利 及び 特典 

3 義務 o 閗見は势働奉仕 130 の諸規定に從はなければならない0義務遂行に附帶して處 ^ 令が設け 
て ある o 

レ 權利 o Ra 員は 等 働 奉仕 期 問 中、 傷害 保險 並びに 疾病 治療法 規定に ょつ て 保障を 受ける 0 

(- 特典。 特典には 勞働威 謝 制度なる ものが ぁつて、 H 勞働 奉仕 義務 完了 者 男子に 對 する 職業 紹 
介、ヒ奉仕中不慮の傷迸を蒙つた者に對する救濟、 ^) 勞働者ー般の保護、 (0) 將來の職業のための 
m 備敎 W 及び 再敎 rf 、 (3£ 有能 勞慟潢 の 地方への 歸 Js 、 g ドィッ 勞働戰 線に 一局を 設 砑 し、 勞働 奉仕 
PVJ 相 7 丨 連； ^して就職保述 |: ^ る (^ ^ 働奉仕完了著 |: は ^ 働本什證 > 1 ^ { 5' & §5 ^ 388)を與へ 
て、 就職に 際し 倚 先 權を認 める。 勞侧泰 仕證は 名與證 ど して 行 ®: される、 等の 取を 取 計ら ふ 0 
3勞働奉仕事業の意義及び實紐 

勞働 奉仕 取 業に 就いては 、等 働 奉仕 法笫 一條に 「公益 取 業の ため 遂行 せらる， へき」 もの— る 。ラ 
ィヒ勞 働指與 者 (Reichsarbeitsfahrer) コン スタン テ <ン •ヒィ ー ル (Konstantin ffiierl) は 勞働窣 仕 取 这 
を 説明して ' 我々 の 生活の ための、 又、 我が 阈 K 經濟の A 立を 苒び 獲得す るた めの 經濟的 颳牮に 於け 
る网家 ^ 權カ ^- 段ごしての ^ 働軍を國家指 ^ に提供する」こビビ云つてゐる0これがために冷 # 寒仕 
寧業は經濟 ^ ^| 益を上げ得るものである^0同時に、職業勞働者の職場 3£ 抵觸しないもので.ぷ ^ れズ 



ならない。 何、 勞倒 奉仕 ^ には、 一 1 朝 有 取の 際 共同體 の 防 衞に當 る」， yj いふ :® 義も ある こビは 注总を 
要する (訪 U ヒ トラ ー •ユー ゲント 阁員 V 丨ンヶ の 説明) 0 
勞働 奉仕 寧 業の 種類を 取げ れば、 

⑴ 土地 改 .U 苹業 。卽 ち、 不毛诏 澤 地の 改. R o 河川の 改修 0氾濫の防 |1: 0耕作地の排水0荒蕪地の 
開 杯。 新 耕地の 獲得。 耕地整理 〇 堤防 構築 〇 海面の 埋立 O 貯水池 及び 卷热池 の 施設 〇 土地 問 ^ •等 0 
(2 植林 取 業。 卽ち 、不毛 沼 深 地の 植林 〇 災害に ょる 森林 地の 植林 〇 森林 近路 開拓 0 
⑶農民 移植 祺 m o 

⑷ 住宅地 鐘 葉。 卽ち 、都市 住宅地の 謹。 都市 近郊の I 雲往 宅地の 連設 。住宅地の— 
等。 

(5) 逍 路改 良箏業0卽ち、新道路の開設0自動弗逍路の迚設0道路整備罾。 

( 6 ) 災害救助及び防備 ¥ 業0卽ち、淼林地の火災防備0水番の救助及び防備等0 

S 一般 土木 素。 卽ち 、飛行場の 謹。 集合 場の 設 ©。 1 競技場の 雄設 。空襲 防衞の 構築 等。 

爷働奉仕苹業の稀額は左の如くであるが、大骼ドィッにはか » 1 る飢織的勞働を必要どする左の如き 
地域があつた0卽ち、 

⑴ 排水を 要すべき 年 地 約 八百茁 へ クタ— ' A (ドィッの 全 耕地の 約 三分の 一) 

二 2 



ニ 〇 ニ 

⑵未耕 沼 深 地 約 二百 萬へ クタ ール (ザクセンの 農耕 地の 約 二倍) 

⑶荒蕪 地 約 百 二十 海へ クタ ール (その 中、 六十 海へ クタ ールは 開墾 可能の 地) 

⑷ 灌水を 要する •半 地 約 五百离 へ クタ ー 少 

( 5 ) 農業 用逍路 建設の 地 ビ して 改修を 要する 原野 五百离 へ クタ ー ル (一へ クタ ールは 一町 二十 五步 

!當る)0 

ナチ ス政權 獲得 以來 、勞働 奉仕に よつ て 得られた 宵 锘 をーケ 年 平均に 見る ビ、 次の 如くで ある 0 



土地 排水 
植 林 
道路 開設 
土地 改 a 
河川 改修 
森林 道路 開設 



一 〇〇、〇〇〇 (へ クター 少 
一三 五" 〇〇〇 
八 五" 〇〇〇 
五 〇、〇〇〇 
一 〇、〇〇〇 
九、 80 



又、 一九 三 五 年から 一九 三 六 年に 至る ーヶ 年の贲 M に 就いて、 土地 改 a にょる 收 獲の 增加額 は、 次 
の 如くで ある 0 . 

馬鈴萁 - K 、 五 〇〇"〇〇〇 (ラィ ヒス •マルク) 



裸 麥 五、 三 〇〇、〇〇〇 
パ タ . 四、 四 〇〇、〇〇〇 
脫脂乳 三、 六 〇〇、〇〇〇 
牛 肉 一 ' 〗〇〇、〇〇〇 
更に 附記 すれば、 ォリ ムビ / 競技場、. 工ッヵ ート 野外劇 場、 自動 求 逍路 等は 勞働 奉仕の 成果で ある 0 
四勞働 本 仕 VJ 勞侧 市場 

勞働奉 仕は、 ^ 銀勞働 S いふ 尋常 手段を 以てして は 不可能な 高い 經濟的 文化的 價値を 持った 仕唞に 
のみ 適用され るので あるから、 一般の 勞働 市場 W 競 爭にな る ^ はない ビ 云 はれる 0 
g 勞働 奉仕 W 學生 

一九 三 四 年 春、 全 ドィツ 學生 湖は、 全學 生は 大 學入學 前に 必す勞 働 奉仕に 參加 する 琪を蕤 務 VJ する 
亦を 自發的 に決邁 した 0 

第 九章對 女性 政策 

一 NS 婦人 ^ (Ns.-Fraueihaft) 

Ns 婦人 _は ナチ ス黨の 一分 肢組 織で、 货に m じて 組織され、 ラィヒ 婦人 指势者 (Reichsfrauen- 

1 



ニ 0 四 

fiihrerin) たる ゲルト ル ト • シ3 ルツ = クリンク (Gertrud 8^ 〇ぼ -1 〇 5* 10を_長ビし、ー九ニニ年か 
らニ 三年に かけて 黨員 どして 記錄 された 全 婦人の 綜合から 成立した ものでぁる O N S 婦人 糊は、 ナチ 

ス世界 親の 意味に 於いて、 ドィツ 婦人の 世界 觀的 政治的 文化的 敎育 に當 6、ドィツ婦人屯業部 
(Deutsches Frduenwerk ) を 保護 指導す る 0 

ドィツ婦人枣業部は、從來在つたー切の婦人闻體を糾合したもので、 ^ 8婦人 1#1 の政治的指琪の下 
に、統一的に目的意識的に女牲及び母性に奉仕する0その活動範阐は、婦人の共働を耍する全分野を 
網羅し、 その 施設には、 母性 敎 育、 邸 性 敎 宵 講 VM fr 、 寮 ( 11 2 . 3)、料理敎授、乳兒赉育講？：：矜、相談 
所、 ガウ ( Gau ) 學校 、ラィヒ { Reich ) 學校 等が ぁる。 

ニ ナチ ス窮 ai M ft ( NS .- schwesternschaft ) 

ナチ ス阈民 福祉 ® ( NS .- volkswohlfahrt ) の濟 li 婦を 統合した もので、 一九 三 四 年に糾 織せられ、 本 
部を'へルリーンに歷く0その主要任務は、組合”護婦ビして紐八：：療赉所 0 §6 5- <^ ? 的6|1: 0* |1)で慟 
く 0阈民福祉阑自由 ^- 護婦妗は、特に病人石護に當てられる0ナチス沿護婦になるためには、勞働本 
仕 又は 田阗學 年 ( Landjahr ) に 於いて 茲期 活動し なければ ならない 外、 家內 緙濟 、產後 石 護、 乳兒沿 
護、 一般的 病人 ^ 護の 修 芡 を 要する。 又、 國家に ょつ て 認められた 病人 ^ 護學 校に 於け る ニケ 年の 修 
業の後、半ケ年の實 ^ を綵る。 B D M (ヒトラー處女 ffl )の子孫を確保するため、 B DMVJ ナチス看 



護婦會 VJ は 特別に 協力す る 0 

H) 母子 保護 亊業 (ffiilfswerk * Mutter und w ind *) 

ナチ ス運 動の 抱 持す る 稀 族 保護の 立場から すれば、 社 曾 福祉 祺 業の 出發點 も 目的 も、 犟竞 、ドィツ 
の 家庭で ぁる。 ナチ ス阈民 福祉 削に ょっ て 行 はれる この 「母子」 保護 琪業 は、 人口 政策 的 保健 的 且っ 
敎育的 性質を 有する 施設 中敁も 本質的な ものでぁる。 「伸 子」 保護 事業の 活動 範圍 は、 

W 經濟的 技 助、 職業 紹介 技 助、 住宅 拨 助。 

(^) 生活確保 ©. ための母子の健谈坩進。姙娠中の母親及び產褥 1: ぁる母親に對する處 © 。母親及び 
兒童 休養 所 等 0 

(-) 學齡前の兒童の保護及び健康坩進0都市及び煶村に於ける託兒所、收稚時又は尨險な阈境に於 
ける 託兒所 0 

「母子」保護艰業の財政は 
ィ同 事業 員の 負 擔金 

约街頭義捐金慕集(例へば、ー九三四年には四囘、三五年にはー囘、三六年にはー囘行はれた) 
(-) 一般からの 物品 及び 金錢寄 附 

等に ょって 賄 ふ。 一九 三 三年から 三 五 年末までに、 「坶 子」 保護 氷 業に 對 して 總額一 借 六 千 五百茁 ラ 

二 〇 五 



二 〇 六 



ヒス*マルクが出捐された 0 

母子 保護 事業の 成績は 一九 三 五 年に 於いて、 

救濟所 及び 相談所 訪問 延人員 

援助 申込 者 

救濟を 受けた 母親 

職場を 得た 者 (一九 三 六 年 九月 末) 

經濟 的拔助 
右救濟 延人員 

出捐經 浒 的救濟 總額 (一九 三 六 年 九月 迄) 
休養 所へ 送られた 母親 (一九 三 六 年 九月 迄) 



三百 离人餘 
二百 萬 人 
無數 

約 四 萬 三千 人 
百 八十离 の 家庭 
四百 七十 七 萬 人 

三千 八 百 六十 六葆 ライ ヒス •マルク 
十五 萬 三千 名 
四百离 日 以上 



右滯留 延日数 四百离 日 以上 
又、1九三六年2期に於いて「母子」保諧事業に從琪した人員、相談所、託兒所等は、 

男女 助手 總數 二十 ニ离七 千 名 除 

救濟所 及び 相談所 總數 “ ニ 海 一千 九 百 三十 五ケ所 

託兒 所總& ニ 千— 十六 ヶ所 sssig ) 

右の 外、 「母子」 保護 事業は 「母の ための 講^: 曾」 を 催して、 ドィツの 母親の 世界 觀的 文化的 政治的 



敎育を 施す o 一 九 三 四 年 十月 一日から 三 五 年 四月 一：：！ までの 間に、 ニ 千 個所 e 七 千 六 百 五十 三の 「母 
のた めの 講沢會 」 が 催され、 二十 ー离 人の 婦人が 參 加した。 又、 一九 三 五 年 秋、 •へ ルリ ーンに 中央 毋 
性學 校が 設けられた 0 

(0) 福祉 增進 病人 看護の ための 婦人 奉仕 義務 

(Frauenmlfsdienst furwohlfahl-t—und w rankenljfiege) 

「福祉 增進 病人 看護の ための 奉仕 義務」 は、 ニ 年間の 奉仕勞 働 義務で、 ドィツ 婦人 奉仕勞 働の 一部で 
ある。 ナチ ス婦 人闻閲 長 ゲル トルト •シ "ルツ H クリンク •か 制定 公布した 規定は 次の 如くで ある 0 
ドィツ 婦人は その 自由なる 意志に 基づき、 

H 看護婦 補助の ための 保健 奉仕 ロ签老 、幼 兒赉育 及び 保姆 補助の ための 福祉 奉仕に 對 して、 谷 
自の職 m 敎 育の 前後 又は 中途に 於いて、 ニ 年間の 奉仕勞 働に 服す る もの ビす 0 
右 奉仕 勞 働に 服す る 婦人は 左の 特典を 受く 0 

ィ 租税に 關 しては 旣婚者 ビ同榼 の 待遇を 受ける 外、 奉仕 勞働 完了後 結婚に 際して は 結婚 助成 資金 
£ して 千 マルクを 受け、 これは 返濟を 要しない 0 

n 軍人及び勞働湃のためにする勞働法及び社柯法上の諸规定を^用する0 

ハ 本 奉仕 勞 働に 半年 間從寧 した 後は、 各自の 申請に ょって、 看護婦、 阈民 家政婦 (vdkspnegerinr 
保姆 V 」 して 正規の 敎宵を 受け 得る が、 その 際、 本 奉仕 義務に 從亊 した： n 數を右 正規 敎责 期日に 算入す 

二 0 七 



本 奉仕 策 移が 制定され た 理由は、 M 社會的 職業に 從事 する 婦人 (病人 看護、 子供 養育、 签老 If 務 
等) の 需要 •か 著しく 坩 大した 亊に備 へる ため V」、 P 珥 門 家を 補助 勞働か ら 解放す るた めで ある 0 
( S ) その他 

H 女子 勞働 奉仕 間 (「勞 働 奉仕 制」 參照 )o 

レ B D M (ヒ トラー 女子 靑年阐 ) は 自發 的に 一年間、 ^ 銀を 得て 農場で 働く。 

(- 「家政 學 年」 (Das hauswirtschaftliche Jahr ) に 於いて、 學校を 卒業した 少女 達は、 職業 生活に 
入る 前、 一定の 家族の 家政を 選んで、 そこで 家政の 根本 槪念を 得る 機钤を 與 へられる 。かかる 少女は 
Hausjahrm p: del ビ啐ば れ 、賄は 無料で、 住 ひ V 」 小 遣 錢ビを 贳 ふ。 

(-) 家 婦の勞 を 省く ための 制度 w して、 一九 三 八 年 二月の 四ヶ年 計畫勞 働 力 配 沢 令に ょる 「地方 家 
內 ^ 働敎程」(056 1 &5: 3 & «- ^ 11芑3与 ^ ^ 〗6113)ビ「都市家政敎程」 8 〗6 8 & & 130116 11£1113\^1^8€}1 ^ 2: 0* §* 
Lehre ) VJ i > ある。 兩者 共に 同様の 組織で ニ 年間 o 公認 家政 學 校へ 通 學 した 事は、 敎 程の 一年を 浒 ませ 
たもの w 見られる 〇 r ドィッ 婦人 取 業 部」 が 授業 地を 選び、 家婦の 通知を 接受す る 〇 生徒は 賄、 住居、 
小 遣錢を 貰 ふ o . 一九 三 八 年 三月 一口 に 未だ 勞働者 又は 使用人 ど して 働いて ゐない 者は、 これらの 敎程 

に 就く 義務が ある。 この 義務の ための 召集 及び 解除は 勞働局 ( Arbeitsamt ) が {奉 b 、 結果を 勞働手 板 
に 記入す る 0 



